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　結局、マヒロの怪け我がが完治し、ルナスが雑務と呼ぶところの仕事を全すべて終えたのは、年も明け、春の兆きざしも見え始めた頃ころのことであった。

「寒いは寒いですが、やはりいくらかは暖かいですね」

　帝てい都とシューペリア、ロッテンハイム宮の回かい廊ろうを行きながらマヒロは言った。当然だが南部一帯に広がる帝国の領土、中ちゆう原げんに比べて緯い度どが低い。

　だがそんなありきたりな時候の話よりもと、ルナスが期待外れのように言う。

「この皇こう宮ぐうを見ての感想はなしか」

　それが皇族のみならぬ帝国臣民としての自じ慢まんなのだろう。マヒロは相あい槌づちを打った。

「ええ。もちろん。綺き麗れいな場所ですね」

　ルナスが当初、ミスマルカ城を見て引けを取らぬと言った通り。マジスティア王国がグランマーセナル帝国となった際の遷せん都とに伴ともない、新たに建造されたこのロッテンハイム宮は、いわゆる城じよう塞さいのような戦術・戦略拠きよ点てんとしての威い容ようはなかった。

　一言で言えば、旧文明の文ぶん献けんに見たヴェルサイユ宮。その黄金を白はく亜あに、そして装そう飾しよくを控ひかえめにした感じだろうか。それでも政治中ちゆう枢すうのみならず、軍部も包ほう括かつしていることから、建造物としての規模はこちらの方がさらに大きく、外から見ればその気高い威信を表す象しよう徴ちようのように高くそびえ立っている。

　しかし逆を言えば、確固たる城塞でありながら同程度以上の壮そう麗れいさを誇ほこるミスマルカ城がやはり異常なのであり、そんな場所で生まれ育ったマヒロとしては、さほど驚おどろくべくもない。

　往々にして、着衣、住居はその持ち主の人ひと柄がら、ひいてはそれを形作る国柄を表す。そう考えれば、一代でこの大帝国を作り上げた皇帝、これから謁えつ見けんするネオシス・ロエリス・マジスティアの人格も想像できようというものだった。

（……善人、か……）

　以前、ハイランド女王から聞いた言葉を思い出す。彼女の回想の中での父の言葉であったが、この王宮を見る限り、そして中原の国々のそれらと見比べる分には、そんな言葉もしっくり来るように感じられた。だが同時、この大陸で最も多くの民たみの尊敬を受け、それ故ゆえにまた最も多くの者に畏おそれられてもいる存在。

　現時点では、会ってどうこうというものではない。私的にも公的にも交こう渉しようの席でもない。ルナスはただ勝ち取った婿むことして紹しよう介かいする気で、そのために顔合わせするだけだ。

　一度、事実上の後見人であるシャルロッテに会えれば良かったのだが……こうして馬車から降りてより、謁見の間まで一直線に歩いている。

　さて、どう出るべきか。初対面だ。初対面は一度しかない。何もしないのは、あまりにももったいない。

（……ま、いつも通り相手の出方次し第だい……）

「なに、そう緊きん張ちようすることはない。父上は誰だれにも寛かん容ようで、寛大だ」

　黙もつ考こうを緊張と勘かん違ちがいしたルナスが、自慢の父について誇らしげに語った。

「もちろん敵であれば容よう赦しやはないが、一度は敗れた者たちに尚なお鞭むち打うつような真ま似ねはしない。そうでなければ、今のこの帝国はない。それはわかるだろう？」

「そうですね」

　中原各国についても、政治的に……つまり法関連については一国として足並みを揃そろえる必要はあるが、それに類しない限りの文化的な慣習や何かについては一いつ切さい口を出しては来なかった。それは連合が敗れてよりこっち、日夜直接の調整の席に着いていたマヒロ自身が一番よく知っていた。他民族の神すら認めた、パクス・ロマーナのやり方だ。

「だから大だい丈じよう夫ぶだ。お前にとってはただの挨あい拶さつだ、いつも通りにしていればいい」

　騎き士し団だんが列をなしても窮きゆう屈くつさもないだろう絨じゆう毯たん敷じきの大回廊を進み、大きな扉とびらの前まで来る。両側に立つ近衛このえ騎士が、ルナスに対して敬礼をする。内側より、扉は開かれた。

　変わりない。

　最さい奥おうに玉座。そこに国の主あるじ。至るまでの左右に騎士団。騎士の鎧よろいの色と形が違うだけで、国こく賓ひんが招かれたときはミスマルカでも、大方どこの国でもこのようだった。騎士団の奥に官かん僚りようか、貴族か。そうした大勢。

（……）

　そうなるとこの謁見は一層重要になる。

　皇族と近衛以外を集めてあるということは、皇帝はこの場において、そうした臣民に対し何らかのアピールをするつもりだ。つまりルナスを介かいした血けつ縁えん関係により、中原方面との盤ばん石じやくな関係を築くことをか。

　マヒロはルナスの隣となりを、一歩遅おくれて進み始めた。

　徐じよ々じよに近くなる皇帝との距きよ離り。随ずい分ぶん若く見える。魔ま人じんではあるが、人間で言えば三十代かそこら。髭ひげも顎あごの周りに短く蓄たくわえただけで、髪かみも耳にかかる程度でそう長くはなく。あまり貫かん禄ろくというものは感じさせない。だからなるほど、親しみやすそうな雰ふん囲い気きはある。

　礼装の上下は黒。マントは裏地が赤の、黒。飾かざりといえばボタンや飾しよく緒ちよ、肩けん章しようの金。ほとんど軍服だ。仕立ては最上だが、一大帝国の主にしては、小国家群の当主らよりも遥はるかに質素。

　玉座の右側にシャルロッテと、要よう塞さいから帰き還かんしたユリカ。対して左側に並んでいる三人が、それぞれの娘むすめの母親だろう。三人ともお妃きさきらしく、美しく、かつそれとなく個性を主張し、上品に着飾っている。女ばかりの側に、目を引く美しい若い男は、親族か何かか。

　束つかの間視線を巡めぐらせる間に、ルナスに連れられたマヒロは、ある程度まで玉座の近くに。

「只ただ今いま戻もどりました、父王陛下」

　ルナスが一礼する。

「よくぞ大任を果たし、無事帰還した。嬉うれしく思う、我が娘ルナスよ」

「はっ、有り難がたきお言葉」

「して……」

　その皇帝の言葉を引き取るように、ルナスは頭を上げた。

「はっ。先だってお伝えしたように、こちらが私が婿として選んだミスマルカのマヒロ王子です」

　胸を張り、意い気き揚よう々ようと述べたルナスと入れ替かわり、マヒロはその場に片かた膝ひざをつき頭こうべを垂れる。

「初めまして、グランマーセナル帝てい国こく皇帝、ネオシス・ロエリス・マジスティア陛下。マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトと申します」

「……そうか。貴様が……」

　玉座を立つ衣きぬ擦ずれの音。絨毯を踏ふむ柔やわらかな靴くつ音おと。そしてマントを引きずるそれ。

　俯うつむいた視界に皇帝の爪つま先さきが見えた。

「面おもてを上げよ」

「はい」

　上げた瞬しゆん間かん、両目の焦しよう点てんをその顔に合わせるより早く。

　マヒロは強したたかに打ちのめされ、後ろにひっくり返った。
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　寛大と寛容で慕したわれる皇帝の、まさかの振ふる舞まい。その温おん厚こうな人ひと柄がらをよく知る周囲が騒そう然ぜんとなった。マヒロ自身もまた、あれだけ中原方面の情勢を気にかけ、紋もん章しよう度外視で一年も自分をミスマルカに留とどまらせ続けた帝国の思し慮りよと、今の皇帝のこの行いが合がつ致ちしない。

「父上！　一体何を……！」

　納なつ得とくの行かぬ様子で声を上げたルナスへ、ネオシスは表情を冷れい酷こくに変えて振り返る。

「この一族は邪じや悪あくだ。蛇へびは野放図に姿を現すことはない。自らその巣穴を抜ぬけ出すとなれば、それは獲え物ものを喰くらうときだけだ。違うか」

　マヒロは尻しり餅もちをついた状態のまま、ネオシスの顔を再び見上げる。憤ふん怒ぬの様相ではあるが、一瞬……純じゆん粋すいなそれだけでもないように見えた。

　そして今一度、皇帝は討うち滅ほろぼした小国の忘れ形見を見下した。

「……もっとも、ラヒルⅡ世がそうであったというだけか。自らを破は滅めつに追いやった相手に対し、臆おく面めんもなく頭を下げる王族など高が知れている」

「しかし父上、何度も申し上げた通り……そうです、先のペルグルンの件についてもこのマヒロは……！」

　食い下がろうとするルナスだが彼はマントを翻ひるがえし、玉座へと踵きびすを返した。

「婚こん儀ぎなど認めん。今は中原の安あん寧ねいが第一。この者は即そつ刻こくミスマルカへ送り返せ。話はそれだけだ」

「父上……」

　ここまでの厳しい言葉を言われるとは思っていなかったのか、ルナスは悄しよう然ぜんとして、取り付く島もない様子だった。

　その傍かたわらで、ゆるりと立ち上がったマヒロは。

「……って、ちょっと待てぇい!!」

　皇帝の背中目め掛がけてドロップキック。二、三歩よろけ、今度は皇帝が目を白黒とさせる番だった。

「な……」

「なぁにが、な、だ！　いいか貴様皇帝この野や郎ろうこちとらお前んとこのバカ娘が首に縄なわ付けてでも連れてくって言うから遠路遥はる々ばるこんな辺へん鄙ぴな田舎いなかまでわざわざ来てやったってのにそれを口より先にぶん殴なぐるとはどういう了りよう見けんだこの田舎者が礼れい儀ぎというものを知らんのか!?」

　謁えつ見けんの間は騒然を通り越こし、時間が止まったかのように慄りつ然ぜんと凍こおり付いた。

　何がどうなってもおかしくない。無礼討ち、瞬まばたきの次に首が転がっていても何も不思議ではない。

　だが皇帝は、真に寛かん大だい、寛容であるらしく、その無礼な振る舞いと物言いにも泰たい然ぜんとしたものだった。ゆっくりと振り返る。

「……言いたいことはそれだけか」

「やかましいまだ山ほどあるわボケが!!　二年前からいっぺん親のツラ拝んでみたいと思っていたがそういう顔か！　娘にどういう教育をしているのだ！　他ひ人と様さまの国に兵隊連れて乗り込んできてからに帰り際ぎわには婿むこになれだ！　次来たときは国を滅ぼして婿むこ殿どのときた！　どこの世界に人の親の首片手にプロポーズするアホがいるか！　それでもって他人様の城に居着いたと思ったら二言目にはやれ剣けん術じゆつだ武術だ馬術だなんだダンスはしない裁さい縫ほうはできないやたら食うけど野菜は食べない！　好き嫌きらい多過ぎ！　特にピーマンとニンジンとグリーンピースとカボチャが食べられないとかどこの何歳児だ！」

「言いたいことは……」

「あとお前んとこの二番目の娘な！　妹が妹で戦せん闘とうジャンキーならその姉は超ちようの付く活字中毒だ！　人と話すときくらい本から顔上げろ！　上げさせろ！　愛想あいそなさ過ぎ根暗過ぎよくそれで今まで生きて来れたな王家に生まれたから良かったようなもののあれが庶しよ民みんならどう考えても社会不適合者ではないか！　挙げ句の果てに『うに』と来た！　いいかお前よくよく教えてやるがうにというのは海に棲すむ由ゆい緒しよ正しい生き物の名前であってわけわからんいかがわしい魔ま法ほうで生み出すものじゃあるまい何が自じ称しようお仕置き用暗黒生命体その名もうにだただの拷ごう問もん用具にご大層な名前付けてからに虐ぎやく待たいという言葉も知らんのか！」
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「言いたいこ」

「っざっけるなあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!　貴様がそんな親だから娘むすめがそんななのだろうが自分の身内が教育不行き届きで他人様に迷めい惑わくかけたのだから親の貴様がまず真っ先に先日はうちの娘たちがご迷惑をおかけしてどうもすみませんでしたと頭下げて謝るべきところをいきなりぶん殴って帰れだ!?　帰れと言ったか!?　ああいいさ帰るさ帰ってやるさそんな常識も礼儀も知らん頭がアレな一族の宮きゆう殿でんなんぞ気味が悪くてこれ以上いれたものか高貴なミスマルカの血が汚お染せんされるだろうがボケ言われんでも出てってやるわバーカバーカ!!」

　最後に、けっ、と小さく吐はき捨てマヒロは踵を返そうとして。

「待て」

　その足を止める。

「この私への誹そしりは、それがいかなるものであれ受けよう。そして私にいくらかの非があったことも認めよう。だが……」

「ふん。だが、何か？」

　もう一発殴られ、マヒロはその場にひっくり返った。

「この国のため、民たみのために死力を尽つくした我が娘たちを愚ぐ弄ろうすることだけはまかりならん！」

「とうっ!!」

　尻しり餅もちの姿勢から腕うでと体のバネを使った高角度ドロップキックを胸に受け、ネオシスは再びよろめいた。

　さしもの皇こう帝ていも唇くちびるを引きつらせ、目め尻じりを吊つり上げ……笑おうにも笑えぬらしい、苛いら立だちを隠かくし切れぬ形相となる。

「……貴様……中原一の大おお虚うつけとは聞いていたが」

「一番納なつ得とくが行かないのはです、陛下」

　マヒロは真顔で述べた。

「ルナス様に婿になれと言われた後にユリカ様に婿に行けない体にされたにもかかわらずやはりルナス様が婿取りに来たことなのですが」




　ざっくぅ!!




　と、件くだんのうにがホップのかかるほどの速度で眉み間けんにクリーンヒットした。投とう擲てきを終えた姿勢のまま、無表情の中にもどす黒いオーラを立ち上らせてユリカが言う。

「……私は関係ない。むしろ被ひ害がい者しや」

　が、マヒロは倒たおれなかった。

「何を今さら。あんな所もこんな所も見」

「何をした」

　声に気付いたときには、ネオシスはそこらの騎き士しからひったくった長剣を大上段に構えていた。

「……え」

「私の、娘に……、な、に、を、し、た」

「いや、その、つまりです、いまのは語ご弊へいがあり、言葉の綾あやで、誤解です、ちょっと待ってお父様」

　ブチッ。




「誰だれが貴様の父親かあああああああああああああああああああああっ!!」




　ネオシスの振ふり下ろした剣けんがうに一ひと重え、後あと退ずさったマヒロをかすめ足元の絨じゆう毯たんを断たち大理石の床ゆかに突つき刺ささる。

「ちょ……っと待てつっただろうがアホかあああああああああああああああああ!!　お前今ホンキで余を殺そうとしたなっ!?」

「万ばん死し!!　私の可愛いルナちゃんをたぶらかしたのみならずユーちゃんまでも手にかけようとしたその罪万死に値あたいする!!　そこになおれぇええええええええええええええ!!」

「やっかましいわアホそんな大事な娘なら最前線に出して来んな箱にでも入れてしまっとけボケが!!　言い忘れたが一番上の娘もお高く止まり過ぎなんだよいい歳とししてなにが白しろ薔ば薇ら様だどこの少女コミックだ!!」

「まだ言うかこのガキがぁああああ……!!」

　ただ一刀に全力を振り絞しぼり、まさに野や獣じゆう、獅し子しの如ごとく息を荒げ目を剝むいたネオシスが再び剣を振り上げる。あまりのことにようよう我に返ったルナスが叫さけぶ。

「ち、父上!!　お待ちください父上!!」

「殿でん中ちゆうにございます！　殿中にございますぞ！」

　そうしてルナスに続いて黒騎士たちも押さえにかかる。

「ええい放せ！　放さんか！　栄光あるグランマーセナル帝国の皇帝ともあろうこの私が、このような大虚けにいいように言われて黙だまっていられるか！」

「やかましい何が皇帝だ成り上がりの田舎いなかもんが！」

「黙れ!!　ミスマルカこそ歴史しか取り柄えのない没ぼつ落らく王朝ではないか!!　この没落王子が!!」

「お……おっ……、おおーっ!?　い、言ったな!?　みんなわかってるけどあえて言わない言ってはならんことを言いやがったな田舎皇帝こんちくしょう!!」

「ならばどうする、言ったらどうする!?　もう一度我が帝国と戦いくさでもするつもりか、中原地方領の没落王子風ふ情ぜいが!!」

「おー上等だ宣戦か!?　宣戦すんのかこの野や郎ろう!!　中原一いつ斉せい蜂ほう起きするぞてめえ大・田舎グランマーセナル帝国なんて三ヶ月と六日で崩ほう壊かいさせてやるぞ!!　崩壊したらお前の娘むすめ三人全員側室にして毎日超ちようエッチぃ服着せてうちの国民の前首輪付けて連れ回してやるからな!?」

「ぐ、うううッ!!　もう我が慢まんならん!!　皆みなの者、戦の支し度たくだ!!　中原など一族郎党討うち滅ほろぼし未来永えい劫ごう草木の生えぬ地に変えてくれる!!」

「おおーっ、やったらあ!!　今ここで死んだらあッ!!　戦争じゃあッ!!　戦争じゃああああああああッ──!!」




　すぱんすぱん。




「殿中にございます」

　そんな冷めたメイドの一言で、殿中は噓うそのように静まり返った。

「……あれ。エーデルワイス、いたの？」

「いたのか、エーデルワイス」

「おりましたが何か」

　きょとんとなったマヒロとネオシスの傍かたわら。片手に持った張閃ハリセンを、もう片やの手にぽんぽんと打ちながらエーデルワイスが言った。

「ただの口くち喧げん嘩かから易やす々やすと戦をお始めになりませんように。それと殿下はパリエルの言こと葉ば遣づかいが感う染つり過ぎでございます。どこのヤクザ者でございますか」

「いや、なんかああいう口調になる気持ちがすごくよくわかった」

　ネオシスが言う。

「エーデルワイスよ、この者の教育係はお前であったと聞く！　この無礼な田舎王子に一体どのような教育を施ほどこした！」

「シャルロッテ殿下、ユリカ殿下、ルナス殿下と同様にお育てしたつもりでございますが、何かご不満でも」

　有う無むを言わさぬいつもの目付きと相まって、どちらも、何も言えなくなってしまった。
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　前代未み聞もんの謁えつ見けんが終わり。

　ユリカは落ち込んだルナスに付き添そい、ルナスと共に庭に出ていた。

「……」

「……」

　自じ慢まんの婿むこ殿どののはずが。

　完かん膚ぷ無きまでの仲なか違たがいに終わってしまった。

「どうしたものでしょうか。ユリカ姉」

「……どうもこうもない」

　さしものユリカも、何をしたわけでもなく……まあ、うにの一個は投げたが……ともかく、うんざりとするほど疲つかれていた。

「わかってはいた。いたけれど……。いたはずだけど……。やっぱり、すごい子」

　頭を抱かかえたくなるほどに。

　ルナスの方は、似たような心情を顔一いつ杯ぱいに表し肩かたを落としていた。

「……占せん領りよう当初は、もっと自覚があったはずなのです。こう……占領下の、そういう者としての自覚が」

　ああ、そうか、と。ユリカは冷静に戻もどった思考で、違い和わ感の正体を突つき止める。

　あれは敗戦国の当主の自覚ある振ふる舞まいではなかった。通常、ああはならないのだ。帝てい国こくが今まで併へい合ごうしてきたいかなる国の代表もそうではなかった。

　ではなぜ、マヒロにあれだけの口が叩たたけたのか。

（……）

　なぜならあの少年は、中原全域を負っている。あのときマヒロが叫さけんだ一斉蜂起の言葉、夢物語でもなんでもない。

　気付いて、ユリカはわずか上を向き、日ひ射ざしに目を伏ふせて嘆たん息そくした。

「……今回のことは、冗じよう談だんでは済まないかも」

　驚おどろいたようにルナスが言った。

「お……脅おどかさないでください姉上。確かにああまで怒おこった父上は初めてですが、だからといって、ただの悪口程度で本当に戦をするような……」

「そうじゃない」

　状じよう況きようが特とく殊しゆなのだ。あまりにも。

　緩かん衝しよう地帯での一戦からの一年余、少年はその一帯の安定化のためにまさに死力を尽つくしてきた。二十年前の動乱期より、どこの戦にも荷か担たんしなかったミスマルカという国風。それを受けたかのように徹てつ底ていして暴力を否定し、反戦を謳うたってきたマヒロ自身の精神性。中原の民衆からの支持は絶大だろう。年ねん齢れいに比しての働きぶり。加えて連合盟主ラヒルⅡ世の子息。そのカリスマ性は、恐おそらくはラズルカ王さえ凌りよう駕がする。

　だが……それは帝国としても同じことだった。そんな彼を要かなめ石いしとしたからこそ、中原領の混乱は想定外に、まさに瞬またたく間というほどの勢いで収束していった。南部を統一したとき、同じだけの安定化が図はかられるまでには十数年もの歳月がかかったというのに、それがただの一年で成し遂とげられた。

　結果、少年は多くを負うことになった。

　彼が死ねば、中原全域が立ち上がるそうなれば帝国が瓦が解かいする。先ほどのマヒロはまるで空から威い張ばりのように叫んでいたが、ほぼ正せい鵠こく。

　彼が積み上げた平へい穏おんだ。

　彼の意志一つで、崩くずすことも可能なのだ。

「……以前、シャル姉が危き惧ぐしていましたが……」

　ルナスが幾いく分ぶん声を控ひかえめにして言った。

「マヒロが利用されるとでも？」

「それ」

　ユリカは小さく頷うなずいた。

　春は近い。風はまだ肌はだを刺さすこともあったが、今日の日射しは暖かい。

「……まさか。姉上もよく知っているはずです。あいつは自分から進んでそのような争いごとに荷担する奴やつではありません。それをまさか、自分が率そつ先せんして引き起こすはずがありません」

「私が要よう塞さいで会ったときはそうだった。でも状況が変わった。あの子は父を討うたれ、国を滅ほろぼされた。中原領を治める中で、たくさんの怨えん嗟さの声も聞いたはず。それにあの子はまだ若い。思想が揺ゆらぐには、一年という時間は充じゆう分ぶん過ぎる」

「……しかし……」

「恐るべきは」

　ユリカは視線を落とした。

「それがわかったところで、もう私たちには打つ手がない。今さら、中原の全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを得た彼に手出しはできない。ひょっとしたら彼は、その信頼を得るために今まで雌し伏ふくしていたのかも知れないということ」

「っ……」

　ルナスも、政治に関してはともかく、軍の動向についてはシャルロッテと同等に把は握あくしている。今、マヒロが一声上げ、本当に民衆の蜂ほう起きを促うながしたとなれば。

　混乱の隙すきを、共和国や北中原の旧連合諸国が見み逃のがすはずがない。帝国には兵が足りない。対応し切れぬわけではないが、消しよう耗もう戦は必至になる。間ま違ちがいなく戦略拠きよ点てんとなる幾いくつかの国々が焦しよう土どと化す。そうなればもう、統治などと呼べるものではない。

「……しかし……まさか」

「もちろん、私だってマヒロ王子の心根はわからない。でも、可能性として。あの子はいま、それくらいの力を持っていて。間違いなくそれくらいは考えられるほど、頭がいい」

　ユリカは赤い瞳ひとみでルナスを見る。

「あなたは蛇へびの子を娶めとったつもりかも知れない。けれど……そうして毒を吞のまされたのは、私たちの方かも知れないということ」

「……」

　ユリカは口を噤つぐんでしまった妹に、脅おどしが過ぎたかと言葉を変える。

「……今はまだ、毒は薬として効いている。でも強過ぎる薬は毒にもなる」

「喩たとえ話でしょう」

「もちろん。これは別にあなたを責めて言っているわけじゃない。中原を治めるためには、私たちにはマヒロ王子という劇薬が必要だった」

「今までのマヒロは、薬を演じていると？」

「だとしたら、恐ろしいという話」

　一夜にして国を滅ぼされ、親を殺された心中など、それを経験した本人以外がいくら想像しても及およぶところではないだろう。そうした絶する感情を押し殺し、理性と計算を優先させたというなら、これはもう……。

　半ばまで考えて、ユリカは一度かぶりを振ふった。

「……ともかく、ルナス」

「はい……姉上」

「その薬が毒として裏返ったりしないようにするのが、あなたの役目」

「は？」

　きょとんとする妹を指差し、もう一度、真しん剣けんな眼まな差ざしでユリカは繰くり返した。

「だから。婿むこにするなら、婿としてしっかり繫つなぎ止めておくのがあなたの役目。めろめろのとろとろの骨ほね抜ぬきのへべれけにして、あなた以外目に入らないようにする」

「……は？」

　朴ぼく念ねん仁じんにユリカは溜ため息いきをついて、宮きゆう殿でん内へと歩き始めた。

「……まったく……そんなだからレイナーにも逃にげられる……」

　もちろん、それが妹のいいところなのだが。

　ルナスが追ってくる。

「姉上、もっと大きな声でお願いします」

「なんでもない。独り言」

　ルナスが小さく嘆たん息そくするのが聞こえた。

「第一、好みなど人それぞれです。へべれけも何もあいつの好みなどわかりませんし」

（そこは聞くなり試ためすなりして努力するべき）

　何を試すかはともかく。

「それ以前に、父上があの様子では……」

「……まあ。それもそう」

　庶しよ民みんの結けつ婚こん沙ざ汰たではないのだ。許されないからと言って駆かけ落ちするわけにもいくまい。恋れん愛あい小説ならそれも一種の王道だが、今回の話は互たがいに背負っているものが桁けた外はずれだ。

「なのでとりあえず、どうしたらマヒロが父上に気に入られるかを姉上に相談したかったのですが」

「……ああ。そういうこと」

　なんだかんだで自分が言いたいことを言ってしまったために、遠回りとなってしまったようだ。

（……）

　が。

　いざそう言われると、あれだけやらかした後に、何をどうしたものか。気に入られる以前に、まず関係を修復できるかどうかの問題であろう。

「立派にする」

「ええ、それは私でもわかります姉上」

　ふと思い付き、ユリカは振り返った。

「強くする」

「強くですか……それなら私にも分がありそうです！」

　なぜ思い付いたかと言えば、先の父とマヒロとのやりとりだ。エーデルワイスの言葉だ。任にん俠きようだ。俠気だ。漢おとこが漢に惚ほれるというやつだ。自分は女だが、あながち間ま違ちがいでもあるまい。父自身、昔はルナスと共に戦場を走り回ったかなりの武人。軟なん弱じやくな男よりは、強い男の方がいいだろうし、親として娘むすめの預け甲が斐いもあるだろう。

（……）

　もっとも仁義や俠気も旧文明の頃ころの書物に読んだ話なので、それ以上の確証もなかったが。

「ときに姉上」

「なに」

「要よう塞さいで何があったのですか」

　……。

「何も」

「しかしマヒロが、婿に行けないとかなんとか」

　あの事件に関しては箝かん口こう令れいを敷しいた。あのとき、あの場にいた者たちしか知らないことになっているし、今ルナスが知らないということはやはり誰だれも噂うわさにすらしていないのだろう。

　ユリカとしては、当時はもちろん。

　今となってはなおのこと。

（……。）

　妹が不ふ憫びん過ぎて、言えない。

「あれはマヒロ王子が父上を動どう揺ようさせるための、でまかせ」

「そ……そうですか」

　物静かな姉が珍めずらしく見せた言いしれぬ気き迫はくに、ルナスはそれ以上の追つい及きゆうを諦あきらめざるを得なかった。

「しかしそうと決まれば、善は急げです姉上。……そういえばマヒロの居場所はわかりますか？　先ほどはフォルゴーレが謁えつ見けんの間から連れて行ったようですが……？」

「さあ。でも……」

　……あるいは。

「フォルゴーレが連れて行ったということは。ひょっとして姉上の部屋」

　ユリカが言い終わるか終わらないかのうちに、ルナスはその方向へ駆け出していた。
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　銀ぎん髪ぱつをアップにまとめたメイドが、廊ろう下かを歩く。マヒロはその後ろを、案内されるまま付いていく。

「ねーねーフォル子さーん」

「フォルゴーレ、でございます」

　訂てい正せいしながらも、振ふり向いた顔は穏おだやかな微び笑しようを湛たたえたまま。以前にシャルロッテらと共に会ったときのように、所作はもちろん、こうしてみれば歩く後ろ姿まで、非の打ち所のないメイドだった。

「なんでございますか、マヒロ殿でん下か」

「いや……、なんかすごい人気だなぁって」

　通りすがりの侍じ従じゆう、騎き士し、果ては役人や、仕えではない貴族まで、皆みなフォルゴーレに敬意を払はらい頭を下げる。マヒロではなく、フォルゴーレに対して。

「私ではなく、私の生まれの家についてでしょう」

「え。いいところのお姫ひめ様さまとか？」

「世が世なら、そうだったかも知れませんね。しかしながら世が世ですので、どうにかメイドの真ま似ね事ごとなどさせて頂いております」

　綺き麗れいな笑え顔がおで、冗じよう談だんめかして彼女は笑うが、こういう場所では家いえ柄がらだけの者などゴマンといる。そうした所作が上っ面つらだけの敬意か、心からの敬意か、それくらいは払う方の仕草を見れば大体わかる。

　そうしてマヒロが見る分には……大方、皆。フォルゴーレに心しん酔すいしているようであった。立場だけでなく、充じゆう分ぶんな能力を持っている証しよう拠こだろう。家柄、人柄、そして能力。これだけ揃そろえば好かれぬ理由もそうはあるまい。

「ときにマヒロ殿下」

「はい、何か？」

「皇女様方の中で、怒おこると一番怖こわいのはどなたとお思いでございますか？」

「は……？」

　なんだか突とつ拍ぴよう子しもない質問だったが、さてとマヒロは虚こ空くうを見上げて思い出す。

「いや……、まあ……。ルナス様は普ふ通つうにぶん殴なぐりやがりますし、ユリカ様はうに投げ付けて来やがりますし……怖いというか、もう慣れましたが。はっはっは」

　そもそも、ミスマルカにはパリエルとエーデルワイスがいた。あの上司と部下に勝まさる脅きよう威いも、そうそうない。

　フォルゴーレがニッコリと笑った。

「ご存じなければご忠告差し上げますが、一番怖いのはシャルロッテ様でございますよ。お気を付け遊ばせ」

　マヒロがぱちくりとする頃、フォルゴーレが歩みを止めた。

「こちらにございます」

　ドアの前で一歩避よけて道を譲ゆずり、マヒロへと丁てい寧ねいに頭を下げた。

「フォル子さんは一いつ緒しよに入らないの？」

　上げた顔は穏やかな微笑を湛えたまま。

「はい。マヒロ王子をお連れするよう、申し付けられただけにございますので」

　なるほど。側近をも入れぬ直じき々じきの対面、ということは……。

（……）

　ノックの後、フォルゴーレがドアを開ける。

「マヒロ殿下をお連れ致いたしました」

　絨じゆう毯たんは明るい赤で、壁かべは白。華か美びになり過ぎず、しかし控ひかえめな調度品によって華はなやかさそのものは怠おこたらない。女性らしい繊せん細さいさを感じさせる執しつ務む室しつだった。

　白しろ薔ば薇らの君は片付いたデスクの上に、長なが手て袋ぶくろをした両りよう肘ひじを突ついて待っていた。

「どうぞ」

　招きに与あずかり、マヒロは一礼してから敷しき居いを越こえた。ドアは背後でフォルゴーレによって閉とざされる。

　あとは静せい寂じやく。シャルロッテと、自分しかいない。本番であり、本題だ。

　マヒロはシャルロッテのデスクの前まで歩み寄り、まず一言。

「初めまして」

「ええ。初めまして」

　口に言うだけで、彼女自身は、あのときと同じように席を立たず。

「ですがお久しぶりです。大だい丈じよう夫ぶ、この部屋に聞き耳を立てられる者はおりません」

　わかってはいたが、面識があるのと、初対面であるのと……正確にはそのフリをするのと……では、やはり気の入れ方が違ちがってくる。マヒロは表情も、気持ちも、いくらか楽にして告げた。

「お久しぶりです、シャルロッテ殿下。ようやくお会いできましたね」

「こちらこそ」

　シャルロッテが薄うすい笑みを浮うかべる。

「いきなりですが、よくやりました」

　どれのことか、いくらかあたりを付けてマヒロは頷うなずいた。

「そうですか」

「では質問です。一から十まで」

「はい」

「なぜあなたは皇こう帝てい陛下に対しあのような振る舞まいを？」

　ああ、やっぱりさっきのことかと首しゆ肯こうする。

「殴られたので」

「結構。九から十辺りを言えますか」

　マヒロは笑った。

「あそこまでやって僕に近寄ってくるような者がいるとすれば、裏があるか、心底のアホしかいないでしょう？」

「結構」

　得心したようにシャルロッテは頷いた。

　二人の考える方向性は符ふ合ごうしていた。獅し子し身中の虫……帝国内部の野心のある貴族をどうするかはともかく、星の数ほどいるそれらの中で、誰だれに対し注意を払はらうべきかは、これによって最低限絞しぼり込める。

　皇帝ネオシスとは正しよう真しん正しよう銘めいの、一年余前までの敵同士。故ゆえに正真正銘の初対面。マヒロ自身はいくらか遊びでやっていたとは言え、他の者はそうは思わない。国と肉親の仇かたきを前に、噂うわさの虚うつけは噂通りであったとなる。

「ですがやり過ぎました。蹴ける殴るはともかくです」

　シャルロッテは一いつ旦たんの間を置いて、その姿勢のままマヒロの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「……一いつ斉せい蜂ほう起き。あの一言はまずかった」

「そうでしょうか？　あんなアホなドタバタの中で、戯ざれ言ごとでなく本意と受け取る人がいますか？」

「私は翻意と受け取りました」

　そう告げた碧へき眼がんは翳かげり、細められていた。

「中原には、戦力的に帝国を崩ほう壊かいさせるに足るものがあるという事実。そしてあなたの求心力を以もつてすれば、叛はん旗きは充じゆう分ぶんに翻ひるがえるという事実。それについて、他ほかでもないあなた自身が言げん及きゆうしてしまったという事実。そうしてわずかでも可能性があるのなら、帝国に不満を持つ者たちが命を賭とすには充分な理由となります」

「……なるほど。この国が抱かかえる内部分ぶん裂れつの可能性というのは、そこまで危機的なのですか」

　シャルロッテは笑っていなかった。

　マヒロも笑っていなかった。

「ではやはり、あそこまでやったのは正解だったということです」

「どのような意味で」

　ここに至り、マヒロは本心をありのままに吐と露ろした。

「……確かに当初はあのように答えさせてもらいました。シャルロッテ様に協力したいと思ったのも本心からです。しかし属領となり、ラズルカ王と共に各地方領とのやりとりをする中で、様々な実態が見えてきました。軍備の再編は遅ち々ちとして進まず、その間に北中原、共和国は着々と元の力を取り戻もどしつつあります。武力をして緩かん衝しよう地帯を突とつ破ぱしたことにヴェロニカ商工同盟は懐かい疑ぎ的で、帝国に対しては強きよう硬こうな姿勢を表明し、当然のように北中原と共和国に対して緩かん和わ政策を執とり始めています」

「そうですね」

「つまりこの国は不安定過ぎるのです。もうすでに限界まで水を溜ためた水風船のようなものです。あまりに多くを詰つめ込み過ぎて、あとはどこを突つついても破れ、取り留めもなく中身が溢あふれ出す。それが証しよう拠こに、南中原というたかが一地方領、たかが貴族の造反程度に怯おびえている」

　シャルロッテは冷めた視線のまま、無言のまま。だからマヒロは続ける。

「教団領でお会いしたあのとき、僕があなたの考えに同調したのは、それが連合のような見せかけだけの存在でなく、真に盤ばん石じやくな獅子であると思っていたからです」

「……では、先の返事にはなぜあのように。ここへは何のために」

「利用できるものは利用します。だから、恐おそらくあなたが不ふ穏おん分子を釣つり出すために皇帝陛下に吹ふき込んだであろう、あの茶番にも乗りました。結果……釣り出すは疎おろか、なるほど、本当に食い付くというのならやはり正解だったのです。美味過ぎる餌えさを釣り針ごと食い千切り、肥え太るのはどこの貴族か……見定めるには、実際に喰くわれてみるのが最善でしょう？」

「その結果、あなたは何を？」

「同じことです。中原はそれら貴族と共に、帝国に領土の分ぶん割かつとその独立を求めます。平和的に。交こう渉しようによって。全土が内ない紛ふんと暴動によって無法地帯になるよりは、ここで一度緊きん縮しゆくを図はかる方が遥はるかに犠ぎ牲せいは少ない」

「……全すべては争いを避さけるため」

「その通りです」

　沈ちん黙もく。

　風の音も、時計の音もない。

「私がそれを許すとでも？」

「ではどうします。僕を斬きりますか。でもそれはできない。そんなことをすれば……」

　シャルロッテは机き上じように手を組んだまま微笑ほほえんだ。

「できますよ」

　マヒロの予想だにしない答えだった。

「……まさか。この一年余を堪たえ忍しのんできた中原の民たみは、揺ゆり返す怒ど濤とうのように叛旗を翻すことになる」

「もちろん。でもね、マヒロ王子。あなたを擁ようした中原よりは、あなたを頂かない中原の方が遥かに与くみし易やすい」

　それもまた、全く予想外の言葉だった。

「……」

　そうして先に折れたのも、マヒロの方だった。あまりにも素す直なおに心が折れるのを感じて、呆あきれるほどだった。そうして感心し、先のフォルゴーレの言葉を思い出し、失しつ笑しようした。

　一番恐ろしいのは、シャルロッテ。

　マヒロは正直、中原の立ち位置を利用してもうちょっと自由に振ふる舞まえると思っていた。しかしシャルロッテにそのカードは通用しない。中原の動向以上に、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトという個人。

　これはマヒロの視点にも合がつ致ちするものだった。ペルグルン攻こう略りやく戦において、大勢の民ではなく、それを率いるリシャール個人に的を絞しぼったように。シャルロッテもまた、そういう思考の持ち主なのだ。

「……まさか、そこまで僕のことを買ってくださいますか」

「そこまで買ったから、こうして帝てい都とまで来てもらいました。見込み外れなら、そして我々の意思にそぐわぬなら、そのとき改めて斬ればいいだけの話です」

　ルナスは純じゆん粋すい無む垢く。ユリカは清せい廉れん潔けつ白ぱく。

　ならばこの長ちよう姉しは？

　およそ、良い響ひびきの言葉が思い浮うかばない。

　女め神がみか聖女のような顔をして、庭園の花でも手た折おるように斬ると言う。綺き麗れいな薔ば薇らには棘とげがあり、この薔薇の棘には毒がある。蛇へび毒どくをもしのぐ猛もう毒どくだ。

　だが同時に、マヒロはそれが嬉うれしくもあった。そのように、自身が感じ入るほど良くない人物に、そうまで認めてもらえていたことが。

「協力してくださいますか？　マヒロ王子」

　何より、超ちようの付く美人だ。

　月下で見るのも神秘的だったが、燦さん々さんとしたテラスを背にした姿は、なお凜りんとして美しい。

「では正直にお応こたえしますが、協力させていただきます」

「はい、結構です」

　シャルロッテは小さく頷うなずいた。

　シャルロッテにしてもそうだった。マヒロが感心するのと同じように、改めてある種の頼たのもしさを感じていた。

　確かに貴族の動きは活発化し、状じよう況きようは変わってきている。仮に彼がその気になった場合には、彼が言ったような未来も、絶対にない、とは言い切れないのだ。だがマヒロはそれを、絶対に可能であるかのように言い切ってしまう。

　それが頼もしい。

　この国の問題点を理解している。その最大の問題点を理解した上でここに訪おとずれている。ならば仮に、この大陸に混乱を望む者がいたとしても。仮に先、その者の目もく論ろみ通りに帝国が瓦が解かいするとしても……この少年なら、そうした全土を巻き込むほどの戦乱状態にだけは陥おちいらせまい。

「あなたを信しん頼らいします。マヒロ王子」

「お任せ下さい。シャルロッテ様」

　そして二人はお互たがいに頷き合った。

「では、まずは帝国の内情について簡単に説明します。詳しよう細さいはあなたの納なつ得とくするように調べ、あなた自身で判断して構いません」

「わかりました」

　そしてシャルロッテは話し、マヒロは聞いた。

　四大大公と呼ばれる、他の一国にも匹ひつ敵てきする権力と財力を持つ有力貴族について。それぞれの家に連なる、幾いくつかの注目すべき家々について。そしてそれによって帝国議会に生まれている、西と東という派は閥ばつについて……。
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「……ならばおおよそ全ては、四大大公から端たんを発しているということですね」

「注目すべきはどこだと思いますか？」

「バクターヌとブラウスピカ……と言いたいところですが、たったの四家です。全部注目します。その下の有力貴族や、派閥のような枝葉はそこから大たい概がい知れるでしょうし」

「議会の動向については」

「僕が出席できるわけじゃありません。それは皇帝やシャルロッテ様の仕事であって……それ以前にどうせ派閥なんて、子供の口くち喧げん嘩かのようなことをしているだけでしょう？」

「はい、結構です」

　気が付けばシャルロッテは、上じよう機き嫌げんに頷いていた。

「パーフェクト。そこまで弁わきまえているのなら、明日からは自由に行動して構いません」

「メイドのスカート片っ端ぱしからめくって歩いても？」

　シャルロッテは上機嫌そうなまま頷いた。

「もちろん自由です。しかし自由には責任が、罪には罰ばつが付ふ随ずいすることを忘れないように」

「あ……、はい……」

　やっぱり、あんまり冗じよう談だんは通じないかなー、などと今さらながら気き後おくれする。そんな折だった。




「マヒロ、無事かっ!?」




　何やら蹴け破やぶるような勢いでドアが開かれた。血相を変えたルナスと、その隣となりでは書物を胸に抱だいたユリカが膝ひざに手を突つき、青い顔で息せき切っていた。

「ルナスっ……、ハァ……ハァ……、速い……」

「なんですか、騒そう々ぞうしい」

　少し険を込こめた声こわ音ねでシャルロッテは言った。

「廊ろう下かは走らない。あと、部屋に入る前はノックをする」

「ですが姉上！　マヒロは私が連れてきたのです！　それを私に一言の断りもなく、面識もない姉上が何の用ですか!?」

「謁えつ見けんの間での不義について、少しお話ししていました。それとこの宮中におけるマナー。昨今の領内の貴族たちの動向について」

　それを聞いた妹二人は、半ば拍ひよう子し抜ぬけでもしたように顔を見合わせた。それから姉を見て、マヒロを見て。しかし当然、マヒロにだって何が何だかわからない。

「あの……何か、中原の方で大事でも？　でしたらすぐに取って返しますが……」

「あ……、いや、別に……そういうわけではないのだが……そういうことなら、別に」

　ようやく息を整えたように、ユリカが背筋を伸のばして言った。

「……だから、心配のし過ぎって」

「いや……、しかし……」

　なお何か言いたげなルナスへ、シャルロッテが言う。

「そんな面識もないよその国の王子を、まさか私に取って食われるとでも思ったわけですか」

「で……、でっ、ですがっ！」

「……それ以前にです、ルナス。あなたのものというのも、お父様が婚こん儀ぎを認められてからの話でしょう」

　そこに言ったのはユリカ。

「そう。私たちは、それについてマヒロ王子を捜さがしに来ただけ」

「なんですか？　それについてというのは」

　なぜだか、妹二人の間には、言おうか言うまいか……のような雰ふん囲い気きがあったが、結局言うことにしたらしい。

　そしてかくかくしかじかの話を聞き終えたシャルロッテは、執しつ務む机づくえに着いたまま静かに言った。

「……マヒロ王子をお父様に認めてもらう……ですか」

「そうです」

　ルナスが首しゆ肯こうする。シャルロッテが続ける。

「確かに中原領の代表的立場であるマヒロ王子と、それを包ほう括かつすべき立場にあるお父様とが対立関係にあるというのは憂ゆう慮りよすべき事態です。事実関係はどうあれ、表向きにだけでも良好な関係を築いてもらわなければ困りますが……」

「が……なんですか、姉上」

「実はお父様のあれは、私の方からお願いしたものです」

　啞あ然ぜんとした二人の妹へ、シャルロッテは先ほどマヒロが指し摘てきした種明かしをする。浮うわついた不ふ穏おん分子を誘ゆう引いんするための芝しば居いである、と。

「なっ……だっ、だから姉上はっ！」

　なぜだかルナスは、精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼったように半ば震ふるえる声を大きく、進み出る。

「またそういう大事なことを人に内ない緒しよでっ……！　しかもマヒロをエサにするとはどういうつもりですかっ！」

「どうもこうも。あなたの言う通りエサに」

「やっぱりだ！　やっぱりそうなんですかっ!!　この際だから、い、言いますが！　姉上は昔っから人の気に入ったオモチャを取り上げる癖くせが……！」

　糾きゆう弾だんし始めた下の妹に向かって、シャルロッテが仕方のないように席を立った。そして下の妹の前まで行き、言い聞かせる。

「……ルナス、オモチャはオモチャです。いくら属国属領の王子であっても、そのような言い草は失礼に過ぎませんか」

　なんとなく面おも白しろい気持ちで、マヒロはそんなやりとりを聞いていた。今は今、三人は三人とも帝てい国こくのそれぞれの分野を代表するような人物であるのに、やはり過去には過去があり、そこには平民と変わらぬ仲むつまじい姉し妹まいの思い出があったのだろう。

　白しろ薔ば薇らの君、闇やみの法王、光こう輝きの剣けんと畏い敬けいされるばかりの三人であるのに……いや、だからこそか……マヒロはなんとも微笑ほほえましい親近感と、少しばかりの羨せん望ぼうを覚える思いだった。

「でも結局そうなのでしょう!?　姉上は今回もそうやってマヒロを自分のオモチャにするつもりなんだっ！」

「……あのね、ルナス」

「横暴です！　昔っからそうです！　傲ごう慢まんで、自分勝手で、人の迷めい惑わくを顧かえりみず、何でもかんでも自分の思い通りにならないと気が済まないワガママ女っ……！」




　ずどすっ。




「っ……」

「ダマレ、つってんの」

　笑え顔がおを搔かき消したシャルロッテに腹を殴なぐられたルナスが、その場にゆっくりとうずくまっていく。

「……ごっ……ごめんなさいっ……、おねえさまっ……」

　それを見たユリカが、あたふた、おたおたとして。

「姉上っ、その……」

　妹の勇気に敬意を表し、意を決したように口を開く。

「いっ……いじめはよくないし、これは外交問題に発展する、し……。が……外部から来たマヒロ王子にこれ以上、私たち一家の暗部を見せるわけにはっ」




　ずどふっ。




　同じように鳩尾みぞおち付近に膝ひざ蹴げりを受けたユリカが、同じようにお腹なかを押さえたままうずくまっていく。

「なんか言った？　ユリカ」

「……ご……、ごめんなさい……、おねえさま……っけふ、けふ……」

　ゆらぁ、とシャルロッテの顔が、マヒロの方を振り返る。初めて出会ったときと変わらぬ、あの印象深い、美しい微び笑しようのままで。

「何か……見た？」

「えっ!?　え、あ！……ああ、あの……僕はそのっ……！」

「だ、だ、騙だまされるなマヒロ！　見たな!?　見ただろっ!?　これが姉上だ!!　そのっ、う、わ……悪い奴やつなんだっ!!」

「そ、そうっ！　こんな女の言うこと、聞いたら駄だ目めっ……！　絶対っ……、ろくな大人にならないっ……！」

　シャルロッテがスカートの下で軽く足を振ると、履はいていた靴くつの片方はルナスへ、もう片方はユリカの方へ飛んでいき、硬かたい爪つま先さきの部分がそれぞれの眉み間けんに命中した。

「正座」

　二人は両手でその場所を押さえながら、今度は正座でうずくまった。

　そうして再びマヒロに問う。

「で……何か。見た？」

「あ、あの……はい、つまりシャルロッテ様っ……って、お洋服とかお裁さい縫ほうとかお稽けい古ことかおダンスとか言ってそうなお方だとばっかり思って……」

　その首にガッと腕うでを回し、上質で上品な薔薇の香こう水すいのほのかな香かおりをさせながら、町のチンピラが弱い者から小こ銭ぜにでもせびるように囁ささやきかける。

「そう、私は膝おキックもしていないし、腹おパンチもしていませんね？　どこかでたらめ言ったら引っこ抜ぬくわよ？」

「あっ……、あっ、はい、もちろんです、そんな、舌を抜かれたら喋しやべれない以前に死んじゃうっていうか……」

　どふっ。

「へぐぅっ……!?」

　予想を遥はるかに上回った重い重い一いち撃げきに、マヒロは堪たまらずくの字に身を折った。

「舌じゃなくて。ペンデュラム引っこ抜いてルナスのお嫁よめさんにするわよ、つってんの」

　ガタ……。

　ガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガタガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクガクッ……！

「わたくし帝都にお招きされたらお姫ひめ様さまにされちゃいましたから皆みな様さまで一いつ斉せいにお蜂ほう起きしてお戦争いたしましょうウフフフフ……とか言ったところで戦争は起きないものね？」

「あ、あっ、いや、それはっ、そのっ、そうですっ、けどっ、あのっ……」

「妹はもう二人もいるから、私だって本当はそんなことはしたくないのよ？　ああでもあんたお父様との謁えつ見けんの時になんて言ったっけ？　いい歳としして？　白薔薇様とか？　お高く止まり過ぎ？」

　白い歯を見せてシャルロッテが笑う。

　大君のところの女幹部だってここまで凄すごみのある笑い方はしない。

「はいっ、あっ、いえっ、それはそのつまり、はいっ、そうですよねっ、はいっ、でもシャルロッテ様なんかすごく楽しそうですし誠心誠意ご期待に添そえるよう頑がん張ばっていきたいなー、って……」

「じゃあ私のことお姉様と呼んでみ？」

「え？　え？」

　どふっ。

「げふっ」

「ほら。お姉様とお呼び？」

「あ、あの、はい、お姉様っ……」

「シャルロッテお姉様。はい」

「し、シャルロッテお姉様……」

「お美しいシャルロッテお姉様」

「お美しいシャルロッテお姉様……」

「お優やさしくてお美しいシャルロッテお姉様」

「お優しくて、お美しいシャルロッテお姉様……」
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　そんなのがしばらく続き……。




「……そのお心は大空よりも広く寛かん大だいで、思いやりの慈じ悲ひ深さは生命の母なる海よりも深く、天上より遣つかわされる天使のように万ばん民みんに優しく、満天の星空は疎おろか、人々の笑え顔がおを照らし出す太陽よりも輝かがやける、お美しくも可愛かわいらしいグランマーセナル帝てい国こく第一皇女シャルロッテお姉様」

　ふふふ……、と笑いながら、シャルロッテが頷うなずいてみせた。

「さすがね。ルナスは一週間、ユリカでさえ全部覚えるまでに三日もかかったってのに。やっぱりあんた見込みがあるわ」

「はい、どんな見込みかわかりませんけどお姉様が喜んでくださるならマヒロはとっても嬉うれしいです」

　そんな様子を見たユリカは、息を吞のんだ。

「……すごい。あのマヒロ王子の目から、光が消えた。さすが姉上……」

「何を感心しているのですかユリカ姉は……」

　さておき。

「さっきの話の続きだけど、あれはお父様とマヒロ王子のお芝しば居いなのよ」

「僕は結構本気で蹴けりましたけどね」

「ええ、お父様が手を上げるというのもシナリオにはなかったけど、まあいいわ」

　シャルロッテはルナスに言った。

「そういうわけであんたの婿むこ殿どのには、不ふ穏おん分子を釣つり出すエサになってもらうから。よその家の娘むすめなんかが粉かけてきてもしゃしゃり出るんじゃねーわよ？　わかった？」

　妹二人は正座したまま顔を見合わせる。

　それからルナスが言った。

「その……危険はないのですか？」

「ないわよ。他ほかに質問は？」

「いえ、姉上、もっと真ま面じ目めに……！」

　すぱこん、と手に持った靴くつのヒールでルナスの頭をひっぱたいた。

「他には？」

　ユリカが言った。

「重要人物だから、殺害なんかの危険性は少ないかも知れないけど。マヒロ王子が、その娘に本気になったりする可能性は」

「ないわよ。他に質問は？」

　有う無むを言わせぬ断言。これはもうどうあっても話にならぬ、と妹二人は再度顔を見合わせ、口くち籠ごもった。

「結構。じゃあ解散」

　シャルロッテの許可が出たのでルナスは正座から何とか立ち上がったが、足が痺しびれたユリカは生まれたての子こ鹿じかのように立ち上がろうとして、つんのめってコケた。
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「エサ……ねえ……」

　シャルロッテの執しつ務む室しつを出たマヒロは暮れなずむ中を呟つぶやきながら、あてがわれた当面の私室へと歩いていた。

「言っちゃなんだけどさ、王子」

　部屋までの案内役のエミリオが、隣となりを歩きながら笑っていた。

「中原だったら絶対引っかからないエサだよね」

　敗戦以来はいくらか真面目にも過ごしたが、それでも過去に積み上げた大おお虚うつけとしての実績もまた絶大だった。

「言い得て妙みようだが……、帝国での余の評判ってどうなのだ？」

「アホか利口か以前に、こっちの人たちは王子の存在自体知らないよ」

　基本的に今までマヒロは裏方に徹てつしてきた。ルナスを追い返したのは父の策略で、ライン要よう塞さいでの交こう渉しようも父のそれで、紋もん章しよう集めはひたすらお忍しのび。国が吞まれてからこっちは、ラズルカ王とカイエンの手伝いに終始した。

「……まあそんなもんか」

「あ、ひょっとして自分が有名人だと勘かん違ちがいしてたんだ？　恥はずかしいなぁもう……」

「違う！　恥ずかしいというなら君の方こそどうなんだ！」

「え？　何が？」

　……。

「いや……だから。なんでメイド服なのだ」

　ペルグルンでの後、病びよう床しようからシャルロッテへの言こと伝づてを頼たのんで数ヶ月。癖くせのある金きん髪ぱつも少し伸のび、もともとが女の子のような顔立ちだったエミリオは、こうしてスカート姿になると、いよいよそれらしくしか見えなかった。いっそ護衛をしていた頃ころの軍服のパリエルなどより、よほど美少女である。

「似合うでしょ？　さすがに雑貨屋の少年も特号の制服も、ここじゃ浮ういちゃうからね。メイドのエミリーで通してるってわけ」

「何がエミリーだ。しかもなんだ、わざわざ胸に詰つめ物などしてからに……」

「本物だよ？　触さわってみるかい？」

　と、エミリオが両手を胸に当てて持ち上げる仕草などする。マヒロは何を口に含ふくんでいるわけでもないのに、噴ふき出しそうになった。

「……いや。ちょっと待て。前々から妙にあれだとは思っていたが……」

「お友達価格で、五万でいいよ」

「ビィッチ!?　しかも偽にせ物ものだったらとんでもない詐さ欺ぎではないか!?」

「いやあ……それでも触りたいと願う男心の方が、よほど罪だと思うよボクは」

「……もういい。だいたいつい最近までこれっぽっちも膨ふくらんでいなかったではないか」

「サラシ巻いてただけだって」

「噓うそつけ」

「なんだよ、触ってみなきゃわからないじゃないか。ひどいよ王子、ボクだって女の子なのに」

「金が欲しいだけだろ」

「うん」

　そんなこんな言いながら。

「あ、ここだよ。王子の部屋」

「ああ、そうか。どれ」

　エミリオが指差したドアの、やけに目立つ仰ぎよう々ぎようしいプレートに目が留まった。




『没ぼつ落らく王子ここで眠ねむる』




「……いや。確かに寝しん室しつであることが端たん的てきかつ、ある種詩的にすら表現されているとは思うが」

「うははっ。皇こう帝ていに思いっきり嫌きらわれちゃったね、王子」

「アホか！　田舎いなか皇帝が！　子供の嫌いやがらせじゃあるまいし、仕事早過ぎだろうが！」

　どばん、と怒いかりに任せてマヒロはドアを開けた。

　中に、鼻の上に小さな丸まる眼鏡めがねを載のせ、タキシード姿をした一人の青年が立っていた。

「っはぁああああああ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～いっ、ようっこっそっ！　お越こし下さいましたマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトミスマルカ王国第一王太子殿でんっ下かっ！　わたくし、この度たびあなた様の身の回りのお世話をさせて頂く栄えい誉よを賜たまわりました執事バトラーのマクシミリアン・シュナイダーと申します！　どうぞご遠えん慮りよなく親愛の念を込こめ、ンッマァァァァアアアアアアアアアアアアアックスっ[image: ]　とぞ、お呼び下さいまっせっ」

　ばたん、とマヒロはドアを閉め、元来た道を戻もどり始めた。

「あれ。どうしたのさ王子」

「もう我が慢まんならん。抗こう議ぎしてくる」

「これはこれは不ふ肖しようこのマクシミリアン、王子様に拝はい謁えつする栄誉のあまりつい昂たかぶってしまい王子様を少々驚おどろかせてしまったご様子っ……！」

　いつの間に出てきたのか背中で何か言ってるのが聞こえたが、マヒロは廊ろう下かを歩み続けた。

「えー、あー。失礼、おほん、マヒロ様。つまりマヒロ様はあまり騒そう々ぞうしいのはお嫌い……と、さあお任せ下さいこのマクシミリアンたった今このマックス覚え書き手帳にしたためましたのでもう二度と先ほどのような失態は犯おかしませんっ、はいっ」

　結局シャルロッテの部屋まで戻ってきた。

「ねえ姉上ー。部屋にヘンなのがいるよー」

　そうして、先ほどからきっちり三歩後ろを付いてくるタキシード姿の青年を振ふり返りもせず指差した。さしもの白しろ薔ば薇ら姫ひめも要点を得ないように小首を傾かしげる。

「……マクシミリアンがどうかしましたか？」

「いや。だから、なぜ僕の部屋に男がいるのですか」

「はい？」

　マヒロは大きく進み出て、シャルロッテの前で机に強く両手を突ついた。

「なぜこの宮殿にはあれだけ上等なメイドがゴマンといるのによりによって男が部屋付きの世話係なのかと問うているのですっ！」

「マクシミリアンは特級執事の国家資格を持っている、我が国でも指折りの優ゆう秀しゆうな侍じ従じゆうです。何か不満ですか？」

「ああもう白薔薇姫ともあろうお方がなにを天然ボケかましておられるのですか!?　これはそういった資質の問題ではないのです！　性別の問題です！　揉もめるだけの胸があるかどうか、めくれるスカートを着用しているかどうか、そういうことを聞いているのです！　ったく何もノアールローゼンを寄こせと言っているわけではないのですから少し考えればわかる話でしょう！　やることなすこと全すべてだめで何もないところでけつまずいて常つね日ひ頃ごろ頭っからバケツの水を被かぶっているようなドジッ娘こでもいいのでメイドを下さいメイドをっ！」

　さすがの第一皇女も、素すのマヒロに困り果てたように微笑ほほえみながら眉まゆ尻じりを下げた。

「……ですがマヒロ王子」

「ああもういいです、じゃあ帰ります！　実家へ帰らせて頂きます！　余はこんなところ来とうはなかった！　田舎皇帝も帰れって言ってたし！　それでもいいんですねっ!?」

　ふぅ、とシャルロッテは溜ため息いき一つ。

　双そう眸ぼうが冷たく輝かがやいた。

「……いらないの？」

「ごめんなさい、いります……」

　何がを問うまでもなく、マヒロは無意識のうちに内うち股またで数歩後あと退ずさった。

「それはともかく、婿むこ殿どのの部屋に若い娘むすめを出入りさせるのは常識的に感心できません。それにマクシミリアンはさっきも言った通り、とても優秀です。下手なメイドなどよりよほど信用できますから、うまく使ってください」

「そういうことでしたら……まあ」

　マヒロは言葉のニュアンスからその真意を理解し、頷うなずいた。

　確かに宮中での権けん謀ぼう術じゆつ数すう、十中八九は当事者たちとは何の関係もない侍従たちなどから漏もれ出たりするものだ。偶ぐう然ぜん聞かれたりした際に、何が重要かもわからないからこそ、口に戸が立たないのだ。

　だから身近に置く者には、気を配る必要はある。

「マクシミリアン」

「はいっ、シャルロッテ様」

「マヒロ王子をよろしくお願いしますね」

「ははっ、どうぞお任せくださいませっ！」

　　　　[image: ]

　夜。

「……どうしたものかな」

　その日の分の執しつ務むを終えたネオシスは広々となった机を前に、椅い子すに背もたれた。

「何かお悩なやみですか。大方、あの王子様のことだとは思いますが」

　傍かたわらの宰さい相しようがいつものように怜れい悧りに問う。

　キラ・アースヴィンス。

　なりはまだ若く、見た目は娘たちと同じような二十代ながら、マジスティア王国時代からの宰相であり、腹心であり、友人であった。

　髪かみの色は黒が深く、金色の瞳ひとみは妖あやしくも涼すずやかで、性別を疑うまでに顔立ちも良く。宮中に出入りする娘たちの間には、かつてレイナー派とキラ派とが存在したほどであった。

　そんな彼の問いに、ネオシスは小さく笑った。

「……正直あそこまでとはな。娘たちから聞いてはいたが……実際その通りだとはな」

「アホがでございますか」

　キラの反対側に控ひかえる黒髪のメイド、エーデルワイスの遠えん慮りよない言葉に、ネオシスはまた笑う。

「まあ……それもある」

　それもあるが……あれは、周りで見ているだけではわからない。己おのれ自身が、面と向かってみなければわからない。そしてあの程度はまだ、ルナスやユリカをやり込めたときほどの本領ではないだろう。

「……あの男も、とんだ一ひと粒つぶ胤だねを遺のこしてくれたものだ」

　皇こう帝ていの脳のう裏りに思い起こされるのは、まだ自分が小国の王だった頃の……ただ一度会ったきりの、若かりし日のラヒルⅡ世の記き憶おく。

　何を話したかは、もうはっきりとは覚えていない。二言、三言だったと思う。中原随ずい一いちの若き賢けん王おうという噂うわさは届いていたが、一目見たときに、何か……普ふ通つうではないものを感じたことだけ、強く印象に残っていた。

　もし自分がこの大陸を統一できぬのなら、この男が天下を盗るだろう……という、漠ばく然ぜんとした、何か。そんな確証もない己の憶おく測そくに戦せん慄りつしたのか。それとも、旧ミスマルカ王朝という歴史ある血筋に気き後おくれしていたのか。あるいは賢王という肩かた書がきに嫉しつ妬としていたのか。

　ともかく、ネオシスはそのとき、彼に対して良い印象は持たなかった。

　そして歳月は過ぎ。

　果たせるかな。

　ラヒルⅡ世は、ネオシスの前に立ちはだかった。聖せい魔ま杯はいの管理者として。神器の番人として。のみならず、連合国盟主……明確なる、敵として。

　一度はミスマルカの玉座に達したというルナスが、まるで手心でも加えられたように五体満足に追い払はらわれ、あの共和国までをも引き込んだ一大連合が一夜のうちに組織され、大ライン要よう塞さいにおいてはユリカが開戦の延期を迫せまられ。

　その都度、あの男と出会ったときに感じた嫌いやな予感が鎌かま首くびをもたげたのだ。ただの予感のはずが、まるで正夢のように。まさか、本当に、どうあっても……あの男には勝てぬのか、と。

　相対し、賢王の名は伊だ達てではないことを思い知らされた。常じよう軌きを逸いつしたその才覚。恐おそれるものなどないはずの皇帝は、人知れず戦慄し続けた。

　……最終的には、勝利したが。

　マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトはその血筋。今日、初めて対面したとき、否いや応おうなしにその嫌な予感が胸の裡うちを焦こがした。少年は母方に似たのか、そこまで、ラヒルⅡ世の面おも影かげがあるようには思えなかったにもかかわらず。華きや奢しやな背にまとった、得体の知れぬ雰ふん囲い気きのようなものが同じだったのだ。

　そう感じたのだ。

「……あれがただの王子なら、何も難しいことはない」

「ルナス嬢じようの方は気に入っているのですから、中原との絆きずなを深めるのにこれ以上のことはありません」

　ながらくを共にしたキラの言葉も、そうした事情もあり、素す直なおには受け入れられなかった。半分は娘むすめ可愛かわいさであるが。

「いいわけがあるか……。結けつ婚こんすらしていないお前に何がわかる」

　ネオシスの表情が恨うらみがましくなったのを悟さとり、キラはそれ以上深追いせず話を変えた。

「だからといって、殴なぐったのはいささかやり過ぎだったのでは」

「……それについては自省している」

　彼に面するにあたり、シャルロッテとのいくらかの算段はあったのだが。駆かり立てたのは、ラヒルⅡ世の影か。

「邪じや悪あくというのも、失言だったように思われます」

　エーデルワイスの言葉に、ネオシスは視線を移した。

「ならばお前から見たラヒルⅡ世とは、どのような男であった」

　何とはなしに、ネオシスは興味深かった。

　いかんせん、その男について語り合える者が今までいなかった。

「国王として完かん璧ぺきな方にございました」

　エーデルワイスは以前仕えていたときのように、とうとうと、ただ事実だけを述べるように告げた。結果的にはどうあれ、そうした主人に仕えたことを誇ほこるかのように。周囲から完璧と讃たたえられる女が、完璧を言い切った。

　ネオシスも、キラも、それが意外でやや驚おどろいた。

「完璧……か」

　むしろ、若きあの日に感じたのは。

　そうした完全無欠への畏おそれだったのか。

「あちらの陛下に比べれば、陛下など半璧もいいところにございます」

　回かい顧こを止やめたネオシスは、思わず奥歯を嚙かみ締しめた。

「……その完璧な方の陛下から、遠えん慮りよや慎つつしみという言葉は教わらなかったのか」

「教わりましたし心得てございますが、それが何か」

　つまり……かの男をしても、このメイドはエーデルワイス以外の何者でもなかったのだろう。

「ただ」

「なんだ」

「人として見るならば、陛下の方が余よ程ほど完璧かと。あちらの陛下には、明らかに欠けつ陥かんがございました」

　ネオシスは先を促うながす。

「私と彼の違ちがいとは……？」

「陛下は人であり、あちらの陛下は王であったということでございます」

　傍はたから見れば、皇帝相手に大層な物言いであった。だが話の流れから、一いち概がいにけなされたわけではないことは、ネオシスは理解していた。

「……徹てつ頭とう徹てつ尾び、王……か」

「ミスマルカの民たみのみならず、およそ万ばん民みんの思い描えがく王としての理想を体現したかのような方にございました。比べて陛下は、ただ個人にございます。家族と、民という名の隣りん人じんを愛するだけの」

「それもまた理想の王者なのでは」

　口を挟はさんだキラへと、エーデルワイスは視線を移す。

「あちらの陛下は、妃ひ殿でん下かを亡なくされてよりそうした王と成り果てました。マヒロ殿下に愛情を注がれることは、わたくしの知る限りただの一度もありませんでした。民の個々人以上に、国家という漠ばく然ぜんとしたものしかご覧になっていなかったように思います」

「……痛つう烈れつだな」

　ネオシスは深い感かん慨がいと共に、その言葉を紡つむいだ。

　よくも……。

　よくも家族というものを顧かえりみもせずに、玉座になど留とどまり続けることができたものだ。自分であれば、それは不可能だ。愛すべき家族がおり、守るべき民があり、だからこそこの身を捧ささげようという気にもなれるのだ。果ては地じ獄ごくに落ちようとも、進み続けようと思えるのだ。

「ですから陛下もいい加減、殿下らをちゃん付けで呼ぶのはお止めなさいませ」

　エーデルワイスの言葉に、キラが小さく鼻で笑った。

「それでも最近は、公衆の面前でということはなかったのですが」

「黙だまれ。自分の娘むすめにちゃんを付けて何が悪い」

「……まだ直っておられなかったのでございますか、その親おや馬ば鹿かぶりは」

　再びネオシスは奥歯を嚙んだ。

「いいか、エーデルワイスよ。私はこの国の皇こう帝ていであり、お前の雇やとい主であり、お前の主人なのだ」

「あちらの陛下はそのように権力を笠かさに、立場のか弱いものに対して威い張ばり散らすようなことは一いつ切さいございませんでした」

　と、エーデルワイスは明後日あさつての方を向き、あーあーはいはい懐なつかしい懐かしいあの頃ころは良かった良かったそれに比べて今の上司は……とでも言い出し兼かねない気配であった。

　この無愛想な無表情でなければ。

「……とは言え」

　まだ言うエーデルワイスに、ネオシスは鼻白んだ。

「今度はなんだ」

「四六時中舞ぶ台たい上に演じ続けておられる王よりは、人に仕える方が気が楽にございます」

　もちろん、これは彼女の印象。

　ラヒルⅡ世が、どのような男であったか……実際に、あのとき自分が感じた通りの男であったかどうかは、今となってはもう、知る由よしもない。

「わかった。もういい」

　軽く手を挙げ、ネオシスはそこまでとした。

　だからか、キラが別の人物の名前をエーデルワイスに尋たずねる。

「お前がそこまで言うのなら、そのラヒルⅡ世に仕えた神童、カイエン・グレムナムも相当ということか」

「カイエン宰さい相しようは天才です。あなたはただ長く生きたからこそ、相応に経験を得ただけでしょう。比べものになると思っているのですか。それはそれは」

　言葉はそこで終わったが、それはそれはおめでたくございますね、と後に続くだろうことは明白であった。

　キラが目を暗く、軽く肩かたを落とす。

「相変わらず可愛げのない女だ」

「聞こえていますよ」

「聞こえるように言ったんだが？」

　よく、火花を散らすという表現がある。

　しかしネオシスの見る限り、この両者の場合はそんな温かなものではなく、ただひたすらその場の温度を下げていくというか。

「お前たち、もう下がっていい。よそでやれ」

　大方、結末も見えているので興味もなく、ネオシスはしっしと手を振ふった。

　二人は一いつ旦たん睨にらみ合うのを止め、皇帝に向かって一礼すると、同じような歩調でドアに向かって歩いていく。

「後こう悔かいすることです」

「後悔したときにそうしよう」

　減らず口を叩たたきながら、二人は出ていった。

　ドアの閉まる音の後、ネオシスは溜ため息いき一つ。

「王と……人……、だったか……」

　ようやく。

　かの男を、哀あわれもうという気も起きる。

　比すればその息子むすこもまた、憐あわれには違ちがいないのではなかろうか。

　ネオシスは今まで多くの国を討うち、吞のみ、また滅ほろぼしてきた。そんな中で多くの王族を見た。また、王を見た。概がいして王の子というのは愛情に飢うえ、ひどければそれが歪ゆがんだ精神性として現れる。身なりは金で取り繕つくろえていても、心の貧しさは愛情によってしか賄まかなえない。

　マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトもまた、そうなのだろうか。

　ルナスはラヒルⅡ世の末まつ期ごに告げられたという。己おのが首を、その息子に手た向むけてくれと。そうして間ま際ぎわまで王は笑い、それを受け取った息子もまた、夜が明けるまで笑い続けたという。

　愛情だろうか。

　異常だ。あまりにも。

「……」

　ネオシスは目を伏ふせ黙もつ考こうした。

　日中のマヒロとのやりとり。

　シャルロッテの提案があったとは言え、自分にも、多少なりとも行き過ぎた部分があったのは事実だ。政まつりごとの世界においては年とし端はもいかぬような少年が、中原の平定のためにはただならぬ尽じん力りよくをしている。また、この先もあの少年の力が必要なことも、わかっている。

　突つき放すだけでは、人はどうにもならない。それが子供であればなおのこと。

　ならば、家族としてではないが……。唯ゆい一いつの肉親を討ったのが自分たちである以上、その代わりとなるのはおこがましいが……。

「……そうだな……」

　せめて、受け入れよう。

　それが、片かた想おもいのように一方的に胸に抱いだき続けた宿敵への。せめてもの、手向けというものだろう。そうして中原の民たみを安あん寧ねいに導くことこそが、此こ度たびの戦いくさで散っていった者たちへの、せめてもの贖しよく罪ざいであろう。

　報むくいるべきだろう。あの、若き王子には。

「陛下。マヒロ王子がお出いでになっております」

　ノックの後、表の騎き士しからそのような声が掛かけられた。

　面会の申し出、予定はなかったはずだが……あの少年なりに思うところでもあったのか。

「……通せ」

　ルナスと共に玉座の前へ現れたように、少年は臆おくすることなく、泰たい然ぜんと入ってきた。そうして改めて思い返してみれば、昼間のあれはまるで茶番。

　まるで清流に洗われたような穏おだやかな気持ちで、自然と柔にゆう和わな表情になり、ネオシスは言った。

「どうした、何か用か」

「あのねーパパ、シャルロッテお姉様が」




「誰だれがパパかあああああああああああああああああッ──!!」




　平民の頑がん固こ親おや父じが食しよく卓たくをひっくり返すが如ごとく、ネオシスは重量百キロ近くもある木製の大机を投げ飛ばした。マヒロに直ちよく撃げきした。

　廊ろう下かの騎士があと一いつ瞬しゆんドアを閉めるのが早ければ、マヒロは机とドアに挟はさまれ圧死していたに違いない。幸い……いや、ネオシスとしては残念なことに机は大きすぎて出口に阻はばまれ、吹ふっ飛んだマヒロは廊下の向こうでひょっこりと起き上がった。

「っておい!!　こら皇帝！　余はまだ何も言ってないんですがっ!!」

「黙だまれこの大おお戯たわけめが!!　私は貴様のパパでもなければシャルちゃんをお姉さん呼ばわりしていいと許可した覚えもないっ!!」

　両者、敷しき居いの机をバリケードのように挟んで対たい峙じする。

「えー。でもー。姉上が自分のことはお姉様ってお呼びってー」

「なにっ……!!」

「で、ついでにクソ親父とちょっと仲直りして来いって言うから仕方なく来てやったんですけぶぁ!!」

　ネオシスは鉄てつ拳けん。

「……シャルちゃんが言うのであれば、何か考えがあってのことだろう。宮きゆう殿でんには置いてやる……。が、娘むすめたちに近付くことは一いつ切さいまかり成らん!!　私を父と呼ぶこともだ!!　わかったな!?」

「わかるかボケそれが殴なぐってまで言うことか!?」

　ネオシスは先ほどの自省を思い出す。

　子供に罪はない。

　子供をこんな救いようもないほど歪ませるのは、いつだって育つ環かん境きようの方に問題があるのだ。得てしてこういう生意気な子供ほど、愛を込こめて真しん剣けんに怒おこられた経験がないのだ。

「殴ったのではない!!」

　ネオシスは血に濡ぬれた拳こぶしを見せ付け、叫さけんだ。

「これは、愛だッ!!」

「……。」

「……。」

「……。」

　見張りの騎士までも呆ぼう然ぜんとする中。

　愛に飢うえ、およそ親からは手を上げられた覚えさえもないだろう王の子は……。

「わけわからんわボケがっ!!　お前の娘全部嫁よめにもらってもてめえの痴ち呆ほうの介かい護ごだけはしてやんねーからなボケがッッッ!!」

　ネオシスは走った。

　マヒロは逃にげた。

　追走劇は夜半過ぎまで続いた。
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　ミスマルカの若き王子が謁えつ見けんを終えたその夜、帝てい都と上層区のある邸てい宅たくでは夜会が開かれていた。パーティーとは招いた者、招かれた者、互たがいに親しん睦ぼくと親交を深めるためのものである。

　表向きは。

　そして多くは、何の疑いもなくその表向きのために集まる。

　裏はどうか。




　他の多くの国々に有力貴族と呼ばれる者たちがいるように、それはグランマーセナル帝国においても例外ではない。そして帝国でのそれは俗ぞくに四大大公と呼ばれ、議会内部において強大な発言権を持っている。

　ウィスラー家、バクターヌ家、ヘリオト家、ブラウスピカ家。これらはいずれも帝国の南部統一戦によって併へい合ごうされた、かつての王国の王家筋の一族である。

「……どう思われる」

　述べたのはステッキを突つき、豊かな白はく髪はつに白しろ髭ひげを蓄たくわえたバクターヌ家の当主、ロベルト・ブラクファッド・Ｃ・バクターヌ。

　答えたのはアッシュグレイの髪かみを後ろに撫なでつけ、片かた眼鏡めがね、車くるま椅い子すに膝ひざ掛かけをしたブラウスピカ家当主、ノエバ・マグダネル・ブラウスピカ。

「疑っておいでか」

　齢よわい七十も過ぎた老大公が二人。

　これが裏。

　貴族が貴族を招くのは日常。招かれれば赴おもむくのが礼れい儀ぎ。赴けば顔を合わせるのが道理。顔を合わせば、会話するのが必然。

　木を隠かくすのに森の中が最適であるように、大勢の中であれば大公同士が顔を合わせるのも何ら不自然ではない。談だん笑しようと舞ぶ踏とうのための演奏の中では、聞き耳を立てても会話の内容まで聞き分けられるものではない。

　貧びん乏ぼう貴族は、会員制の社交場などにこそこそ出向くから失敗する。

「疑っている、というのは適当ではないかな。どう思ったか……それを聞きたいだけなのだが」

「通常、噂うわさには枝葉が付くが……それに違たがわず、愉ゆ快かいな少年であるとは思ったよ」

「では、その言葉の内容については」

「軽口だろう。だが……」

　老ブラウスピカはそこで一度言葉を切り、手にしたグラスを傾かたむけた。老バクターヌは両手でステッキを突いたまま、先を促うながす。

「だが？」

「……あれから二十年以上を経た我々が、よく理解している」

　旧ブラウ王国に端たんを発し、エルクレセルも含ふくむ北西部の一帯を治めるブラウスピカ家。

　比ひ較かく的遅おそくに併合されたこと、また和合にはほど遠い徹てつ底てい抗こう戦せんの後の制圧だったこともあり、その地方領の帝国に対する帰属意識は未いまだ低かった。

　統一後に生まれた若者たちはともかく、征せい服ふく者しやに対し、一年や二年で全すべての民たみが全てに承しよう伏ふくすることなどありはしない。

　その心情は、ロベルト・バクターヌ公も同情ではなく、当事者として理解していた。バクターヌ家が治めるのは帝国領の中西部から南西。マンダレイ砦とりでを擁ようし、西域にも面した一帯である。

　旧マジスティア王国は大陸南東部に位置していた。そうして、海に面した一帯を属領とした後、西進するように版図を拡大していったのだ。だからバクターヌやブラウスピカの治める帝国領の西側というのは、東に比べて日の浅い領土、と呼ぶことができる。

　議会においてもこれは、『西側』と『東側』という派は閥ばつとして顕けん在ざい化しているほどだった。

　そこに放ほうり込まれた爆ばく弾だんが、新たなる一大属領、北の中原。その代表者とも呼べるマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトであった。表向きに最高権力を担になっているのはラズルカ王であるが、連合盟主であったミスマルカ王ラヒルⅡ世の子息であり、またその若さ故ゆえに中原での人気は高いと聞く。

　権力は肩かた書がき次し第だいで誰だれしもに移りゆくが、カリスマ性は個々人の持つ資質だ。権力は民衆に行動を強しいることができるが、民衆はそれだけでは自発的には動かない。

　バクターヌ公はあらぬ方を見ながら呟つぶやいた。

「……中原は動く……と」

　ブラウスピカ公は膝の上の、グラスの氷を見み詰つめながら小さく笑った。

「動くだけでは心こころ許もとない。我々でコントロールしたい」

　一曲が終わり、着き飾かざった公子公女が一礼し、別れ、また始まった調べの中で新たなパートナーを探し始める。

　ただの貴族よりは、将軍の。将軍よりは大臣の。将軍や大臣といった所しよ詮せん宮仕えよりは、小国に匹ひつ敵てきする領土を治める王族にも等しい領主の。いわんや、それが大公に連なる一族ともなれば、異性も同性もなく、まずはお近付きになり名前を覚えてもらおうと、自然、人の輪ができあがる。

　若い男女も、別に色いろ恋こい沙ざ汰たのみで集つどっているわけではない。色恋も含むというだけの、ここもまた政治の場。若者たちは、そうして社交界という名の戦場での戦い方を覚えていく。

　二人の大公の目は自然と、そんな華はなやかなるホールの中央へ移った。

「孫まご娘むすめが十八になった」

　バクターヌ公の言葉に、しかしコントロールしたいと言ったはずのブラウスピカ公は、表情を変えなかった。

「……籠ろう絡らくか。難しいぞ」

　マヒロに対してのみならず、手法自体に後あと腐くされが残る。文字通り始末が悪くなる。政略結けつ婚こん自体が目的であれば何ら問題はないが、手段としてそれを持ち出すことは利口とは言い難がたい。

　無論、その手段の場合には、敵があのルナス皇女になるという壁かべの高さもあるが。

「何も嫁よめに出そうというわけではない。どこまで懇こん意いにさせるかはともかく、顔見知りになっておいて損はないだろう。男か女かはともかく……ウィスラーもヘリオトも、まずは同年代の誰かを接せつ触しよくさせてくるはずだ」

「……そうだな」

　ホールの対角線上には、ブラウスピカ公とバクターヌ公のように、ウィスラー家の当主とヘリオト家の当主が話し込んでいる。権けん謀ぼう術じゆつ数すうという名の、同じ穴の狢むじなだ。向こうの二人の会話の内容もまた、似たようなものだろう。

　と……。

　一人の娘が若者たちの輪の中から抜ぬけ出し、二人の元へやってきた。老大公同士の間に入れる者など、下手な領主本人でもありはしない。身内でさえ、通常は遠えん慮りよする。そして……。

「お爺じい様さまたち、また悪いお話をしているのね」

　いの一番に、こういう言い方はしない。

　シャルロッテのような絶世の美女というわけではないが、並み居る他の娘たちよりは美しい。笑えば華はながあり、そっぽを向けば後ろ髪がみを引かせる。そういう愛あい嬌きようがある。だがこうして身内にだけ見せる素すの表情は、どこかつまらなそう。

　バクターヌ公は孫娘に言った。

「ダンスはもういいのかね、コーネリア」

「退たい屈くつなんですもの」

　コーネリア・カイラ・Ｅ・バクターヌは主しゆ催さい者しやであるブラウスピカ公を前にして、悪びれることなく言った。

　だがブラウスピカ公は気さくに笑った。その歳としになるまでそんな地位にいれば、このように些さ細さいなことさえ退屈を紛まぎらわせる刺し激げきとなる。

「それはすまなかった。次は何か趣しゆ向こうを凝こらすとしよう。それとも、誰か呼んで欲しい者はいるかね」

「まあ。ではマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王子などいかがです？」

　突とつ如じよ、それまで話の焦しよう点てんにあった少年の名を出され、二人は虚きよを衝つかれた。その表情を察した少女が、確信犯のような目で笑う。

「ごめんなさい、大公様。退屈というのはつまり……お爺様たちのお話ししていることの方が、ダンスよりも面おも白しろそうだと思ったから」

　それから瞳ひとみを、祖父の方へ。

「ねえお爺様、大変愉ゆ快かいな王子様だとか。私、舞ぶ踏とう会かいなどより余よ程ほどうまく踊おどって見せますわ」

「……戻もどりなさい。ブラウスピカ公は、もう休まれるそうだ」

「はい。それではごめん遊ばせ」

　ややきつい口調で言ったのだが、やはり悪びれる様子はなく、スカートの裾すそを摘つまんで軽く一礼。軽い足取りで踵きびすを返していった。

「……なるほど、先ほど挨あい拶さつに来たときさえそうとも思わなかった。あれが素顔か。頼たのもしいな」

「私の一族の中では一番だろう。ただ……倅せがれが甘やかし過ぎた部分があることも、否定はできない」

　物もの怖おじしない孫だったが……その理由には、世の中には大したことなど何もない、と斜しやに構えている部分。もう一つ、蝶ちようよ花よと育てられたがため、世間を嘗なめてしまっている部分とがあった。

　もっとも後者は、大方の名家に生まれた若人わこうどのそれなのだが。

「ともあれ、ウィスラーたちに限らずどこの家も放ほうっては置くまい。私の家からはリアを出す」

「……あまり急ぐなよ。ただでさえ目を付けられている」

　車くるま椅い子すのブラウスピカの言葉に、バクターヌは自じ嘲ちようするように小さく笑った。

「……悪いが私にはもう、時間がない……」

　その声は孫たちの談だん笑しように搔かき消され、傍かたわらのブラウスピカ公にさえ届くことはなかった。
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　中原領ラズルカ。

　大人は皆みな、酒に顔を赤らめ、声を大きくし始める……そんな時間。ある宿の一階部分にある酒場も、多分に漏もれずその様相を呈ていしていた。

　隅すみの剣けん士し風の三人が座るテーブル以外は。

「……兄さんからもなんとか言ってください。第一の家臣でしょう」

　涼すずしげな目元のよく似た、怜れい悧りな顔立ちをした銀ぎん髪ぱつの少女がレイナーに詰つめ寄る。

「もう、なんとか言ってよレイナー。お兄ちゃんでしょ」

　金髪の亡国の王女も、また詰め寄る。

　長身、長髪をした銀髪の剣士はじっとテーブルの上を見み詰つめたまま。しかしいつもの無表情は、今はやや強こわ張ばっており、パリエルとクーデリカの視線がいつまでも離はなれぬとなると、いよいよじわりと、こめかみに汗あせなど浮うかべ始める。

「……」

　そうして手持ち無ぶ沙さ汰たにグラスを持とうとして、しかし指を滑すべらせ、取り落としそうになる始末。

　平常心を取り戻そうとするように一息つく。

「……しかし、姫ひめ」

「兄さんは父さんの仇かたきを討うちたいとは思わないのですか」

「いや……しかし、クーデリカ」

「あーそう、姫姫言ってても結局妹が可愛かわいいわけね。そりゃ家族だもんね」

「……」

　それでもレイナーは生まれ付きのように鉄面皮を変えはしなかったが……いよいよ口を重くし、ますます冷や汗の量を増やしたのは、傍はたから見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　あちらに言おうとすればこちらが言う。こちらに言おうとすればあちらが言う。

　これが剣の立ち合いなら何のことはない、一ひと振ふりで両者とも切って捨てればいい話。

　だがこれは、会話である。

　そんな様子を見て取った二人の少女剣士は、朴ぼく念ねん仁じんがいよいよ役に立たぬと嘆たん息そく半分。直接交こう渉しようのために互たがいに顔を見合わせた。

「とにかく、行かないし」

「今は何も呉ご虎こ騎き士し団だんへと言っているわけではありません。一度紹しよう介かいしたい方がいると、そう言っているだけです」

　このクーデリカという少女と出会って以来。パリエルは頑かたくなに断り続けているのだが、クーデリカの方も手ぶらでは帰る意味がないと、頑なにパリエルたちにくっついてきていた。もうかれこれ数ヶ月もだ。
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　とんでもない熱意であることだけは、認めざるを得ず。これはただではだめだろうと、パリエルもまた一計を案じた。クーデリカは反はん帝てい国こくの意志を持っている。だったら南、帝国へ向かえばおいそれとはついてこないのではないか、と。

　しかし。

「エルクレセルとも縁えんのある方です。パリエル様がこの先どうなさるにせよ、面識を持っておいて損はないと思います」

　クーデリカは当の帝国に有力者の知り合いがいるらしく、帝国に行くのならついでに会って欲しいと言い出した。パリエルは自身の案じた生なま兵びよう法ほうが、まるで逆効果だったことを嘆なげく気分だった。

　どうせその紹介された人物から、呉虎騎士団に協力して欲しいとかなんとか、説得されるに決まっているのだ。断るだけめんどくさい。

「私たちは傭よう兵へいなの。縁やコネで食う軟なん派ぱな生き方はしないの。公こう爵しやくか男爵イモか知らないけど、貴族王族だからって媚こびへつらわないの。そういう生き方。ね。わかる？」

　知った風な口を利きいて、どこかアンニュイな表情でジョッキを呷あおるパリエル。それに半ばイラッとしたように片かた眉まゆをそびやかすクーデリカであったが、直後には何か思い付いたように言い出した。

「では紹介するしないはともかく……もしかしたら、いい仕事をもらえるかも知れません」

「……あのねぇ、私たちは安くないよ」

「昨日、畑仕事の手伝いをしてたのは」

「土と戯たわむれたかっただけっ！」

　戦いくさがなければ、仕事はない。少なくとも……ペルグルンの時のような戦時下ほど高額で雇やとわれることは、滅めつ多たにない。魔ま物ものや違い法ほうな組織の少ない中原界かい隈わいではなおのこと。

　要するにお金は……あんまりない。今こうして飲み食いしているお金も、日雇い同然で手に入れたもの。

「誇ほこりの安売りは、しない」

「……そうですか。ゆとりのあるお方ですから、一日三食付きでも雇ってもらえるかも知れないと思ったのですが。しかしそれも私の勝手な憶おく測そくですし、パリエル様がそこまで仰おつしやるなら無理にとは」

　クーデリカは言いながら、半ば確信を持ってパリエルの顔を横目にする。パリエルはジョッキの縁ふちに唇くちびるを添そえたまま、思うところがあったようにゆっくりと身を乗り出す。

「……いっ……一応、せっかくだからまあ、聞くだけ聞いておいてあげるけど……お金持ち？」

「超ちよう。お金持ちです」

「えっ。あっ。うっ……」

　ぐらりと、揺ゆらいだ。

　誇りとか、生き方とか、そういうのが。

「はっきり言って中原の下手な小国の王様よりも、お金に自由が利きくお方です」

「な、あっ……で、も……そんな口から出任せになんか引っかからないっていうかなんていうか……」

「私の路銀もそのお方から頂いたものです」

「……。」

「旅費が心配ならその程度私の方で工面しますし、向こうに着いてから私がお願いしても出して頂けると思います」

　パリエルは何かに抗あらがうようにふるふると震ふるえる手で、ジョッキをテーブルに置いた。

「……ちょっ、ちょっとお兄さん!?　この子、人のことをお金で釣つろうとするの！　どういう躾しつけしてるの!?」

　それで釣られようとしているのは、他ほかでもないパリエルなのだが。

「……姫の好きにすればいい」

　レイナー自身、数ヶ月前に出会って知ったばかりの自じ称しよう妹なのだから、躾も何もあったものじゃない。

「う、ん……まあ、帝国には元々行く予定だったし、家臣の妹がそこまで言うんだったら、私も鬼おにじゃないし、せっかくだし、ついででいいなら会わないでもないかなー、うんうん」

　レイナーの席からは、無表情のクーデリカがテーブルの下で、グッと拳こぶしを握にぎるのが見えた。
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「お早いお目覚めにございまっす、マヒロ様っ！　こちら本日のご朝食、僭せん越えつながらこのわたくしめが腕うでによりをかけてご用意させていただきましたっ、はぁいっ！」

「……」

　朝から鬱うつ陶とうしいほど賑にぎやかな執しつ事じだった。黙だまっていればなるほど顔立ちは端たん正せいで立ち居振ふる舞まいに非の打ち所なく、いい男なのだが。喋しやべると必要以上にハイテンションで、流し目気味に白い歯がきらりと光るのが何とも鬱陶しい。

　あまり相手にせず、マヒロは自室の窓から帝てい国こくの風景を眺ながめながら、もそもそと朝食に手を付け始めた。

「……」

　もそもそ。

「…………」

　もそもそ。

「………………」

　もそもそ、かっかっ。

「っ……………………！」

　がっがっがっがっがっがっ。

「うまいっ!?」

「左様でございますかマヒロさまっ！」

「この温泉卵の主張し過ぎない程度に舌に絡からみ付く黄身の固め具合と、だし汁じるの中にほのかに香かおるカツオ風味！　ベーコンはカリッと歯は触ざわりよくそれでいて硬かたくなり過ぎず、程ほどよく滲しみ出すベーコンの脂あぶら自体が最高の香り付けとうま味調味料として作用している！　このポタージュスープにしてもそうだ、具材の形は全く残ってはいないが余の舌は声こわ高だかに訴うつたえている、ジャガイモ、タマネギ、ニンジン、カボチャ、ホウレンソウ、ゴボウ、コマツナ、サヤインゲンといった栄養価の高い野菜たちがミルクという指揮者によって一つのオーケストラのように調和し、スープとして以上に忙いそがしい朝の一時にも食べ易やすい極ごく上じようのサラダとして甘く喉のど元もとを通り過ぎていく！　だが、バター、ブイヨン、コショウの他に何か……そう、ともすればノイズにもなりかねないそのオーケストラの余よ韻いんを静かに収束へ向かわせるこれは……」

　いや、待て。

　マヒロは何かを言おうとしたマクシミリアンを片手を挙げて遮さえぎった。

「……醬しよう油ゆ？　意外にも醬油か!?」

「はいっ！　マヒロ様っ！　オオヤシマより取り寄せました酵こう母ぼキ－４７５１乙おつＦ号を使用したアッカーマン醸じよう造ぞうの特選丸大豆醬油にございますっ、はいっ！　ああ、ただ一度のお食事でこのマクシミリアンの料理をそこまで見み抜ぬかれるとは、マヒロ様はなんというグルマンっでございましょうっかっ！」

　グルメというよりは、ミスマルカでの食事が教育係とその部下たちのせいであまりに質素なことが多かったので、生きるために調理場から強ごう奪だつした料理にすらなっていない素材の味を身に染しみて覚えているというだけなのだが。

「ああ、これほどまでに食に精通される方にお仕えすることができるとは、このマクシミリアン何たる果報者！」

「いいや、マックス！　余の方こそ君という存在を誤解していたようだ……！」

「ああ、マヒロ様っ！」

「ああ、マァックスっ！」




　うふふふふっ！

　あははははははっ……！




「……はっ」

　とマヒロは我に返った。

　何だこれ。

「べっ、別に勘かん違ちがいするな。余は君の料理を認めはしたが、君自身を認めたわけではないのだからな……」

　そう言って、いつの間にか握にぎり合っていたマックスの手を振りほどく。

「くっ……!?　左様でございますか。理想の主従への道のりとは、かくも険しいものなのでございますね……いえ、ですがこのマクシミリアン、挫くじけませんっとも。いつか一人前の執事としてそのお眼鏡めがねに適かなって見せる所存でございます、はいっ」

　それはそれとして。

「……」

　素材の味は知っている。だがそれだけではなく、ミスマルカはもちろん中原内の方々の国のあちこちの城で、およそ最上級と呼べる料理も食べてきているのだ。

　それはこの宮きゆう殿でん御ご用よう達たしの食材の品質もあるだろうが……やはりそれだけでは説明の付かない、素材の味に頼たよるだけではない、れっきとした料理としてのうまさがある。

（……うまい……）

　どうあれ、このマクシミリアンという執しつ事じに対する印象が変わったのは事実だった。

「……あれか。特級執事の国家資格というのは料理の腕うで前まえも吟ぎん味みされるのか」

「はい、家事全ぜん般ぱんにおきまして、約一週間に亘わたりその資質を問われるのでございます。不ふ肖しようこのわたくしめ、僭せん越えつながら全ぜん審しん査さ項こう目もくにおきまして一位っ!!　で、通過させて頂きました、はいっ！　以前は皇こう帝てい陛下のお部屋付きを勤めさせて頂いた経験もございますが、やはりわたくし程度の若じやく輩はい者ものでは陛下にお仕えするには力不足であったらしく、より高みを目指して日夜の研けん鑽さんを続ける日々にございます！　そんないつ終わるとも知れぬ修しゆ行ぎようの日々に突とつ如じよきら星の如ごとくお目見えなさいましたのが、嗚あ呼あっ！　遥はる々ばる北の中原よりお越こし下さいましたマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト第一王太子っ、殿っ下っ……!!」

「…………」

　何でそんな優ゆう秀しゆうなのがこんな左さ遷せんみたいな場所に……と尋たずねようとしたが、なんとなく理由がわかるのでやめた。

　朝っぱらのいの一番からこの調子では。

　しかもこれから毎朝この調子と考えると。

「……皇帝の部屋には何日勤めた？」

「はいっ、かれこれ三日ほどでございます！　しかし思い返せばあの頃ころは憧あこがれの皇室、しかも栄光あるグランマーセナル帝国皇帝、あのネオシス・ロエリス・マジスティア陛下のお側そばにお仕えするという栄えい誉よのあっまっりっ！　不肖このわたくしめっ……!!」

　なんとか、三日以上は頑がん張ばって耐たえよう。マヒロがそう心に決めたとき、来客があった。

「マヒロ。いるか」

「おお、タクローか!?　タクローじゃないか！」

「これはこれはっ、タクロー様！　ご機き嫌げん麗うるわしゅうございまっす！」

　大東京王国の王子。中原方面におけるマヒロと同じく、政務官としてこの帝都に召しよう集しゆうされた一人。

　重苦しい黒いロン毛も、むっつりとした横長の細い目元もそのままだったが。

「少しスリムになったじゃないか。忙いそがしそうで何よりだ」

「ふん、背が伸のびたせいで縦横比が変わっただけだ。幅はばは変わっていない」

「いや……。そんな言い方しなくとも……」

　タクローは部屋の外に立ったまま、外に来いと指招きした。

「シャルロッテ姫ひめから言われてな。俺が仕事を教えるんだそうだ」

「ああ、わかった。そういうことなら」

　彼が自分と同じような政務官であることは聞いていた。つまりここでの仕事については、先輩なのだ。しかもかつての友人であるのだから世話はない。

　マヒロは腰こしを上げた。

「お供の方はいかが致いたしましょうか、マヒロ様っ」

「君は部屋付きであって、余の付き人ではない。いちいち付いてこなくてもいい」

「なんというお優やさしいお心こころ遣づかい、お言い付け下さればたとえ火の中水の中、お出かけ先まで馬にも負けずマヒロ様をおぶって向か」

　ばたん。

　ドアを閉めてマヒロはタクローと歩き始めた。

「……今度はお前の部屋か。あいつもいよいよ大変だな」

「君の部屋にもいたのか」

「新ほたるの宮殿には親衛隊だけで、執事もメイドもいなかったからな。側にいられると調子が狂くるうと言って半日で追い出した。あんなのを三日も置いておいたという皇帝の話を聞いたときには、初めてその寛かん大だいさとやらを思い知らされた気分だった」

　その気分はよくわかる。

「……それより、まさか本当にこっちへ来るとはな」

「何が？」

「ふん、とぼけるな。東京が占せん領りようされたとき、俺に抵てい抗こうするなと言ったのはお前だ。こうなったときのために、自分のツテを増やしておくつもりだったんだろう」

　マヒロは小さく笑った。

　一見、人を寄せ付けぬ風ふう貌ぼうのタクローだが、やはり思考は鋭するどい。もっともそうでなければ、旧文明の文化についての学術的探究など、この歳としで務まりはしないだろう。

「過程は大分違ちがってしまったけどね。結果としてはその通りになった。これからよろしく頼たのむ」

「言ってろ。俺は俺だ。自分がしたいと思うこと以外はしないぞ」

「いいさ。周り中誰だれもいないよりは、一人でも友達がいた方が退たい屈くつしないからね」

　そうしてしばらく回かい廊ろうを進み、役人が多数出入りする一角……の、あまり人通りのない通路に辿たどり着いた。

「ここだ」

　どこまでも同じ景色が続くような長い廊下の、そのうちの一つを開けて中に入る。

「えっ……と？」

　マヒロはざっと室内を見み渡わたした。引き出しが一段だけの、簡素な木製の事務机が一つ。それとセットで作られたような四つ脚あしの簡単な椅い子すが一つ。

　それだけ。他ほかには棚たなも、観葉植物も、ペンすらも、何もない。見るべきものがないからこそ、他に何かないかと見渡してしまうほど……何もない。

「何をしろと言う」

「俺も最初はオオヤシマとの交易の調整やら何やらで走り回ったが……。決めることさえ決まって軌き道どうに乗ってしまえば、あとは現場の仕事だ。要するに俺たちみたいなのは人ひと質じちで、ヒマだってことだ」

「なるほど、ね」

　マヒロは妙みように納なつ得とくして溜ため息いきをついた。

　自分の場合は決めるべきことは、ミスマルカにいた頃にラズルカ王たちと共にあらかた決めてしまっていた。そして執しつ務む室しつはこの有様。皇こう帝ていの嫌いやがらせもあるのかも知れないが……昨日シャルロッテと相談したこともある。

「……ある意味、何をしててもいいってことか」

「理解が早くて助かる。じゃあ教えたからな」

　タクローは部屋を出て行く。マヒロは追って中原方面領政務官室を出る。

「なんだ」

「いや、ヒマだからさ。君は何をやってるんだい？」

「暇ひま潰つぶしに見て面おも白しろいものはないぞ」

　タクローの部屋である東京方面政務官室は、すぐ隣となりにあった。

　部屋の中は壁かべ一面に造り付けられた書しよ架かと、足の踏ふみ場もないほどの文ぶん献けんと資料の山だった。

「……なるほど」

「旧文明時代における二次元絵画の文化史を研究している。エミリオというやつが資料のいい仕入れルートを持っていて、気付いたときにはこの有様だ」

「相変わらず手広いなぁ、エミリオは……」

「ちなみに旧文明時代にはああいうのを専門用語で、女なら『ボクっ娘こ』、男なら『男の娘こ』と呼んでいたことが明らかになっている」

「……エミリオの性別自体については」

「知るか。立体なんぞプラモとフィギュア以外は研究対象外だ」

　心底つまらなそうな顔をするタクローを見たマヒロは、変わってないなぁ、と妙に感じ入った。

「……あれはどうなった？　あの巨きよ大だいロボットの復元は」

「関式か。それなら向こうで続いている。もうすぐ起動の目め処どが立つらしい」

「おお!?　そうなのか!?」

「目処が立つだけだ。本当に立って動くかどうかはその先の話だ。こっちに用地を確保できれば、もう少しはかどりそうなんだがな」




　　　　◆




　しばらくいたのだが、研究の邪じや魔まだ、と追い出されてしまった。

「どうするかなー……」

　他に知り合いもおらず、いたとしてもこのだだっぴろい宮きゆう殿でん内のどこにいるかもわからず、仕方がないので土と地ち勘かんをつける意味で、あてどもなく、ただぶらぶらと散策する。

　少しすると、いくらか見知った顔を見付けた。

「やあ、お久しぶり」

「……」

　金きん融ゆう財務の鬼き神しん。

　雑多な書類のぶ厚い束を脇わきに抱かかえた、ヴァリオ・サフィナであった。その非ひ凡ぼんな才能から、今では高級官かん僚りようの役職のみならず、公こう爵しやくの地位も得ていると聞いていた。が、そうしてマヒロが親しげに手を振ふっても、ヴァリオはしかつめらしく通り過ぎるだけだった。

「あ……ねえってば……」

「不ふ愉ゆ快かいだ」

「わぁい……」

　しかし不愉快なりに、言わねば気が済まぬこともあるのか、一度立ち止まった彼が振り返る。

「お前は私から全すべてを奪うばい、ヴェロニカから追放し、たった一人の肉親である姪めいとの仲も引き裂さいた。それをよくもぬけぬけと、やあ？　やあだと？　当時敵対していたという事情を加味したところで、今の貴様の言葉は不愉快極きわまる。よく、目が合った瞬しゆん間かん私に刺さされると思わなかったものだな」

　もう、いっそ、苦笑いするしかできない。

「あ……、あはは……いやでも、ほら。あなたのその後の活かつ躍やくはミスマルカにも聞こえてきていたよ。あのときあなたを引き留められて、良かったと思っている」

「それは貴様の自己満足的な気持ちの話だ。私にとっては屈くつ辱じよくだ。感謝などしてはいない」

　知らず、マヒロは微笑ほほえんだ。

「でも目が合った瞬間刺されなかったし、こうして口も利きいてくれた。充じゆう分ぶんだよ」

「っ……。ふん。目め障ざわりだ」

　今度こそ振り返ることなく、ヴァリオは去っていった。

　無論、普ふ通つうはそうだろう。彼の反応が普通。国を追い出されるどころか、それを滅ほろぼされ、肉親を殺されてまで、そうした相手の元でへらへらしている自分が普通ではないのだ。

　一度自じ嘲ちようし、マヒロは頭の後ろへ手を組んだ。

「……さぁ～て、またヒマになっちゃったなぁ……」

　時間はある。フラフラ歩く。
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　広いので時間を潰つぶす分の距きよ離りは歩けるだろうが、宮殿の割には皇族の住まいとしてだけでなく、実務的な庁舎も兼かねている。通路だけでは見ていてさほど代わり映ばえはしない。時折絵画や彫ちよう刻こく、美術工芸的な鎧よろい兜かぶとなども飾かざられてはいるが、休きゆう憩けいがてら足を止め、ひとしきり眺ながめてしまえばそれまでだ。

　結局半分も回り切らぬうちに正午となった。どうせ暇ひまなのだから部屋に戻もどってマックスに昼食を作らせても良かったのだが、それはそれでなぜか悔くやしく。玄げん関かんホールまで来てみると案の定、勤め人向けの購こう買ばいが出ていたのでライ麦パンとチーズ、ミルクを買って表に出た。天気はいい。

　森を貫つらぬき正門まで続く長い長い通りを見ながら宮殿の横手へ回った。噴ふん水すいはいくつもあり、様式も、大きさも、池の形も様々だったが、うち一つの、こぢんまりとまとまった池の縁ふちに腰こしを下ろした。

　帽ぼう子しの鍔つばの下から周囲を覗のぞけば、貴族もいる。官僚もいる。軍人もいる。先ほど買ったパンは……宮殿御ご用よう達たしなのだろうけれど、今朝方食べたマックス謹きん製せいのバターロールには及およばず、一口食べてやはり悔しい思いをした。

「マヒロ王子」

　往来の流れから外れた一人がこちらへと歩いてきた。若い男。黒くろ髪かみ。控ひかえめなフリルシャツに、スカーフ、襟えりの高いジャケット。貴族風の出いで立ちだが黒を基調としていて、モールなどの飾りは少なく華か美びではない。

「どこの貴族だい……と聞こうとしたけど、昨日見たな、確か」

「ええ、玉座の側そばに。初めまして、宰さい相しようのキラ・アースヴィンスです」

　表情は柔にゆう和わ。今まで見た中では銀ぎん髪ぱつ鬼きもすこぶる付きだと思ったが、この男も負けず劣おとらず美しい。狙ねらっていた獲え物ものとは違ちがうが、向こうから声をかけてきたのだ。マヒロが縁の隣となりを手の平で示すと、彼はどうも、と一言だけ。隣に掛かけるなり脚あしを組み、煙草たばこを取り出した。

「……おっと、お食事中でしたね」

「構わないよ、別に。それより宰相とは、随ずい分ぶん若いね」

「見た目だけです。実際はエーデルワイスとさほど変わらないと思いますよ」

　そうして彼は煙草に火を点つけた。ライターをしまうと、同じポケットから銀の吸い殻がら入れを取り出す。

「ふぅっ……うまい」

「へぇ。あんまり若いのにあんな場所にいたから、皇こう帝ていの親族か何かと思ってた」

「確かに陛下とは、それに近い古くからの悪友ですがね……ああ、誤解のないように先に言っておきますが、俺はあなたの味方です。シャルロッテ嬢じようからもお話は聞いてますのでご心配なく」

　皇女を指して嬢と来た。なるほど、相当……それこそ家族の一員のような付き合いでもあるのだろう。

「それで？」

「いやなに、見かけたのでご挨あい拶さつを。それと宮きゆう殿でんは禁きん煙えんではないんですが、陛下の近くは禁煙でしてね……ほとほと困ります」

「ははっ。大陸制せい覇はを目指す皇帝が敵でも何でもなく、自じ業ごう自じ得とくの癌がんで死んだなんて言ったら笑い話にもならない」

「いやなに、陛下はいいんですが、お嬢たちが出入りする場所に副ふく流りゆう煙えんが残留するのが気に入らないらしくてね」

　マヒロは呆あきれて溜ため息いきしか出なかった。

「そこまで馬ば鹿か親おやか」

　けっけっけ、と存外悪そうな顔でキラが笑った。色白で目は切れ長、どこか陰かげがあり……伝説にある吸きゆう血けつ鬼きが笑うと、こんな感じだったのかも知れないと思わせた。

「それそれ。馬鹿親、まったくです。昨日のあれ。あれはよかった。大半は度ど肝ぎもを抜ぬかれたでしょうが、軍部でルナス嬢やユリカ嬢に近しい人物はよくぞ言ったと拍はく手しゆ喝かつ采さいでしたでしょう、きっと」
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　けっけっけ、とまた悪そうに煙けむりを吐はく。見た目、そして役職から受ける印象と違い、かなり砕くだけた性格の人物のようだった。

「面おも白しろいな、君。宰相の癖くせに毒舌家とは」

「ま、陛下もそこを買って俺なんかを側に置いてるんでしょう。今みたいになまじ身分が高くなると、おいそれと意見できる者がいなくなります」

　それもまたよく聞く話だ。

　手に入れたものは自分を中心に動く。狭せまい視野しかないくせに多くのものを手に入れてしまうと、目に見える範はん囲いが自分中心に回っているだけでも、世界がそうなっていると錯さつ覚かくしかねない。そうして一度錯覚したら最後、独裁的になっていく。

　当然だ。自分だけで世界を動かせるのだから、他人の言うことなど聞く必要はどこにもない。しかしネオシスはよほど優すぐれた距きよ離り感を持っているのか、はたまたそうならぬよう、王様は裸はだかとあけすけに言える旧友を側に置いているのか。今はまだそこには陥おちいっていない様子である。

　あるいは皮肉にも、獅し子し身中の虫……不ふ穏おんな影を落としているという有力貴族たちのおかげで、錯覚しようにも痛みに我を取り戻もどすのか。

「どんな感じです？　シャルロッテ嬢謹製の鋭するどい釣つり針にエサは極ごく上じよう。獲物はかかりそうですか」

「かかるさ。イキがいいからね。待ってて来なけりゃ、自分から獲物の口に飛び込めばいいだけの話だろう」

　冗じよう談だんめかしてマヒロは笑い、パンの最後のひとかけらを口に放ほうり込んだ。

　キラは噴ふき出したように、ふぅっ、と短くまた紫し煙えん。今度はケケケではなく、ニヤリと笑った。それはそれで、黒い黒い笑い方。

「……なるほど、お嬢たちがイカレるわけです。面白い王子様です。そもそも今あなたがこうしていること自体、ライオンに吞のみ込まれに来たようなものだ」

「エサはいいよ。みんなちやほやしてくれる。ライン要よう塞さいでも、ヴェロニカでも、共和国でも。あちこち回ったけどね。楽な仕事だよ」

「羨うらやましいですね。俺もそんな仕事に就ついてみたいです。ちやほやされながら、一日中こうして煙草を吸っていたいものです」

　キラは煙草の灰を吸い殻入れに落とし、マヒロは牛乳を飲んだ。

「……で？」

「なんです？」

「いや、誰だれか紹しよう介かいしてくれるんじゃないのか。そういう貴族」

「あなたの味方だと言ったはずですよ」

「もちろんだ。だから紹介してくれたっていいじゃないか。どう考えても突つっ立ってるだけでちやほやされる口だろ、君」

　彼は何度か瞬まばたきした後、あー、とか、えー、とか難しい顔をしながら切り出した。

「……つまりその……真ま面じ目めな話抜きで、ちやほやしてくれるだけのガールフレンドを紹介して欲しいと？」

「真面目は真面目だが」

「あんた一応ルナス嬢じようのお婿むこさんですよね？」

「馬鹿親が認めてくれないのだから正室や側室候補探すくらい親公こう認にんではないか」

　そして少しの間。

「うわっ。うっわ、ひどい……これはひどいと思いました。いつもそんな無茶苦茶な理り屈くつでお嬢たちを言い負かしてたんですか」

「え？　ああ。うん。だいたいね」

　キラは咥くわえ煙草たばこで困ったように髪かみを搔かき上げてから一息ついた。

「んー……じゃあどっちにせよ、ともかく明日の夜でしょう」

「明日？」

「聞いてませんか？　明日の夜は、宮殿で定期舞ぶ踏とう会かいが催もよおされるんです。上は四大大公の一族から、下は平ヒラの富ふ裕ゆう層まで。恐おそらく向こうもそこに的を絞しぼって仕し掛かけて来ます。でまあ、引っかけたいっていうなら、そこで引っかければいいんじゃないですか？　どうなっても知りませんけどね、俺は……」

　ふぃ～、と。休憩時間だろうに、疲つかれたように煙を吐き出す。

「……っと、ああ、それを言おうと思って来たんでした。なもので……今日明日なんかは、どれだけ歩き回ってもボウズだと思いますよ？」

　……。

「早く言え。というか、昨日のうちに言え」

「いま俺に言われましても」

　咥え煙草のままケケケと笑う。

「……なぁんだ、結局暇ひまになってしまった」

　それは新生活の一日二日で厄やつ介かいごとに巻き込まれたいとも思わないが、三日目……明日の夜会でいきなり仕掛けてくるという保証もない。シャルロッテたちが危き惧ぐしているだけで、そもそも不穏な貴族たちというのが動くかどうかも不ふ鮮せん明めいなのだ。

　……まあ、それを解明するためのエサでもある。巣穴の前にぽとりと垂らして、出てくるのなら不満そうに腹を空すかしている証あかし。出てこないのなら、この国の現状に満腹しているという証。

「俺は反対したんですけどね、王子がこっちに来ることには。ただでさえごたごたしてるっていうのに、それをさらに引っかき回すような真ま似ねは控ひかえた方がいいって。それがルナス嬢のお婿さんならなおのこと、おめでたい話に水を差すような真似はやめた方がいいってね。そりゃ、中原の方と血けつ縁えん関係を持てるってのは、皇室としちゃ強みになるかも知れませんけど……」

　どちらかと言えば年配諸兄に好まれる強めの煙草、ハイライツ。二本目の紫煙をくゆらせながら、マヒロの姿を横目にする。

「……あんた、どう考えてもそんなタマじゃないでしょ？」

「そんなって？　どんな？」

「親の首取られてそうやって笑ってられるってことは、お嫁よめさんの首取られても笑ってられるってことだ。あんたみたいなのは、血縁関係程度じゃ信用ならないって話です」

　吸い殻がら入れに灰を落とし、火種の先せん端たんを整えながら、またケケケ。

「ま……お嬢たちは、あなたのそんな危なっかしいところを買ってるんでしょうけどね。ただ、そんな危なっかしいのが婿だなんて、男親としちゃたまったものじゃないわけで」

「……実際問題、昨日のあれはどうなんだ？　かなり本気なように思えたが」

　シャルロッテは芝しば居いだと言ってたにせよ。確かに当初は不自然なものを感じたのは事実だが、後半……特に剣けんを振ふり回し始めた辺りから。避よけなければ、確実に斬きられていた。

「いくら王様や皇こう帝ていと言ったって、冗じよう談だんで人は斬りませんよ」

「だよね……」

「そんなわけで未いまだに強制退去させられていないということは、陛下はあなたのことを利用するつもりです。皇族の地位目当てにルナス嬢をたぶらかし、取り入ろうとしているあなたをね。だから婚こん儀ぎだけは、どうあっても認められることはないと思いますが……」

　また煙けむりを一口。

「ま……、あなたを利用するという皇帝やシャルロッテ嬢の思おも惑わくを利用するのは、あなたの自由ですしね」

「じゃあ利用するさ」

「ええ。だったらもう一つ。ミスマルカではどうだったかわかりませんが、この国では一領主が中原の一国の王と同じか、それ以上の権力と財力、そして頭脳を持っています。それらを一所に押し込んだ坩堝るつぼが、このロッテンハイム宮です。気を付けてください」

「わかってるよ」

　キラは頷うなずき、ふうっ、と最後の紫し煙えんを吐はいた。

「じゃ、俺はこれで失礼します。有意義な一服でした。俺に用事だったら陛下のところか、俺の部屋に直接どうぞ。でなければ、適当なところで煙草吸ってますので」

「わかったよ。ありがとう」

　お互たがい軽く手を挙げ、キラは吸い殻を吸い殻入れにしまいながら宮殿の入り口へと去っていく。

（……煽あおってるんだか、なだめてるんだか……）

　途と中ちゆう、やはり貴族の娘むすめなり、メイドなり、女おんな騎き士しなりに声をかけられては邪じや険けんにするでもなく、慣れた様子で歩いていった。

「……いやはや、宰さい相しよう殿どのは羨うらやましい限りですねぇ」

「おや、もう一人の色男」

　マヒロが振り返ると、シャルロッテの直属の一人、ルディ＝シャンク・マタドーラーが立っていた。宮仕え用の精せい悍かんな制服姿だ。

「なぁーにが羨ましいだ。君だってモテるだろ？」

「ご冗談を。宰相はレベルが違ちがい過ぎますよ。といってもあんな病的な美しさというのは、正直ぞっとしませんがね」

　それがポケットに両手突つっ込み、咥くわえ煙草たばこでケケケと笑ったりするのだから。愉ゆ快かいな男に違いなかった。

　ルディはキラが座っていたのとは反対側に腰こしを下ろす。

「どうも、お久しぶりです。先ほどお見かけしたんですが、何やらお話し中だったようなので」

「皇帝は絶対に結けつ婚こんなんて認めないし、僕を利用しているだけで、ここはおっかないところだから国に帰った方が身のためだってさ」

　気にした様子もなくルディは言う。

「確かにごたごたはしてますがね。皇室も……もう少しシリアスな意味では、この帝国という国自体も」

「連合だった頃ころは、どうあっても太た刀ち打うちできないと思ってたんだけどなぁ。舞ぶ台たい裏うらを覗のぞけばそんなものか」

　それを見る観客席に向けては夢の世界を。裏方に回れば、黒子たちが必死で書き割りを支えている。得てして、世の中とはそうしたものなのかも知れない。

「それを鎮しずめるための王子と聞いてますよ、シャルロッテ様からは。というより、王子みたいなタイプはその方が動き易やすいのでは？」

　マヒロは牛乳を一口して言った。

「で？」

「ええ、そのシャルロッテ様からの言こと伝づてなんです。明日の夜、舞ぶ踏とう会かいがありましてね」

「ああ。それならさっき、キラから聞いた」

「なら話は早いです。衣い装しようを見み繕つくろっておくように、とのことなので」

　マヒロは盛せい大だいに溜ため息いきをついた。

「……ダンスってのはどんな」

「普ふ通つうの社交ダンスですよ。ワルツなんかの。中原でもやるでしょう？」

　やる。そして苦手だ。

　気分的に。

「と言っても、ここではもっぱら踊おどりよりも交流が目的です。そんな舞台みたいに振ふり付けしてフィーバーするわけじゃありませんから適当な正装を……」

「フィーバーする方がいいなぁ……」

「でしたら今度、一いつ緒しよに盛り場にでも繰くり出しますか？　実は私も先日、薄はつ給きゆうながらオートモービルを買いましてね。これでもう、そこらの半はん端ぱなボンボンには負けませんよ」

　女の子を引っかける意味で、だろう。

　いっそ踊りとはもう関係ない。

「薄給が聞いて呆あきれる」

　ちょっとやそっとの稼かせぎで買える代しろ物ものではない。曲がりなりにも、第一皇女直属のエリート外交官。

「……そうだ。うちの車馬隊呼んでやろうか？　速くなるぞ」

「速くしてどうするんですか」

「いや、速い方がいいだろう」

　するとルディは大おお袈げ裟さに肩かたをすくめ、やれやれとかぶりを振った。

「あのねぇ、王子。どこかの自じ称しよう文学系魔ま女じよっ子軍団じゃないんですから……中原じゃどうかわかりませんが、ここじゃオートモービルっていうのは、女の子を隣となりに乗せて優ゆう雅がに走らせるものなんですよ」

　と、両手を空中にやりハンドルを操あやつる仕草を見せる。それを買ったことがよほど自じ慢まんで嬉うれしいのか、そんな子供のような素振りだけでも鼻歌交じりの、満面の笑えみ。

「それにあんまり飛ばすと、小石なんかが跳はねて車体に傷が付きますしね」

「……死ねっ」

「はいっ？　あ、ちょっと、王子……」

　社交ダンスのこともあるが。

　女の子を後ろに乗せたオートバイで優雅は疎おろか時速二〇〇キロを目指したこともあるマヒロは、帝てい都と上層階級の腐くさった風潮に不快感もあらわにその場を後にした。

　無論、興味のない者からすればどっちがどっち、ということもない見解の相そう違いであるのだが。
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　……そして翌日の夜。

　坩堝るつぼというならこれが坩堝。ロッテンハイム宮の大ホールには盛装した千名以上もの老ろう若にやく男なん女によが集まり、顔に笑み、会話に花を咲さかせていた。臣民にしてみれば、この定期舞踏会に参加できるか否いなかが、この国における一流か否かのステータスの境目であり、また皇族をその目にできる数少ない機会の一つ。

　その日の夜は緩かん衝しよう地帯での勝利後、ルナスが中原より、ユリカもまた要よう塞さいより帰き還かんして初めての舞踏会。いやが上にも盛せい況きようとなっていた。

　ルナスは黒の、ユリカは薄うす紅べに色いろのドレスを身にまとい、シャルロッテと同じように頭の上にティアラを載のせて佇たたずんでいる。

　二年前の宣戦布告以来は三さん姉し妹まいがそうして一所に揃そろっていることも珍めずらしく、人々はそんな皇女らの揃った姿を一目見ようと遠巻きにしては、凜りんとした美しさにうっとりとした溜息を漏もらすのだった。

　そして遠巻きだからこそ、楽団の演奏と会話に満ちた中、姉妹たちが上品に何を談だん笑しようしているかなど、聞こえるはずもない。

　ユリカが言った。

「ルナス。笑顔が引きつっている」

「……足が……爪つま先さきが痛いです……。コルセットがきついです……」

　ヒールが高く、爪先は細い。コルセットはサイズの合わぬ鎧よろいの如ごとく、深呼吸もままならない。ルナスは来らい賓ひんに背を向けては、そんな慣れぬ格好にぼやいていた。

　しれっとした顔でシャルロッテが言う。

「毎日適当な格好しているからよ」

「軍人が軍服を着るのは当然のことです……」

　言い訳するルナスへ、今度はユリカが言う。

「だったら舞ぶ踏とう会かいにこういう格好をするのも当然のこと。情けない顔をしない」

「だったらユリカ姉こそ、もう少し愛想あいそよく笑ったらどうですか」

「……。」

　舞踏会と言っても、コンテストや何かではない。踊ることが参加条件なわけでもない。あくまでも皇室が主しゆ催さいするパーティー、社交の場であるという、それだけのこと。

　だから無理してまで踊る必要はない。三人とも教養として心得てはいるが、立場が立場、おいそれと誰だれかを誘さそうことはなく、己おのれからそうした姫ひめ君ぎみらに声をかけようなどという身の程ほど知らずの者もいない。

　ただ粛しゆく々しゆくとそこにいて、この会場に品格と彩いろどりを与あたえる。それだけの役回りなのだ。

「……昔っから嫌きらいなのです。何をするわけでもなくただ突つっ立っているだけではありませんか……だから帝都にはいたくないのです……」

　ルナスの言葉にユリカは首しゆ肯こうした。

「それは同感。要塞の方が静かで読書に集中できた。あそこには、こんな無意味な時間もなかった」

「はいはい、あなたたちはいいですねお出かけできて。お姉様は毎回毎回あんたたちの分までひとりで突っ立ってんのよ。たまの舞踏会くらい、愛すべき民たみの皆みな様さまに手の一つも振ふって差し上げなさい」

　ルナスとユリカは顔を見合わせ、不承不承の溜ため息いき一つ。そちらへ振り返り、少し微び笑しようを作り、軽く右手を挙げてみせる。

　ただそれだけで、回りからは感かん嘆たんの声が上がる。場所が場所だから小さな声であったが、男も女も若者たちは憧あこがれの存在に目がハート。これが野外の劇場などであれば絶ぜつ叫きようにも似た大だい歓かん声せいだったに違ちがいない。

「……ほら、たまにはいいもんでしょ？」

「騎き士し団だんの一糸乱れぬ敬礼の方が私は好きです……」

「人混み自体が苦手……」

　ルナスとユリカはそれぞれ言って、すぐまた姉の方に向き直った。

「それでシャル姉。マヒロのやつは？」

「いるでしょう、あの辺に」

　シャルロッテは、若者ばかりが集まっている一角へ視線を向ける。マヒロはああ言ったが、向こう……というより、この国の民が一枚上手だったようだ。

「あの……、人混みの中にですか？」

「転校生やら新参者っていうのは、とかくちやほやされるものよ。それが将来の皇族なんていったらなおのことね」




　　　　◆




「中原の方ではどのような音楽が流は行やりなのですか？」

「ご趣しゆ味みはなんですか？」

「観劇などにはよく行かれるのですか？」

「乗馬はお好きですか？」

「スポーツは何を？」

　マヒロは冷や汗あせを内心に隠かくしながら、まあまあ、と両手を挙げた。

「あ、あはは、みなさん、あのですね、先日の旅の途と中ちゆうで足首を捻ねん挫ざとかしてましてですね……」

　正直、予想外だった。

　あそこまでやったのだ。寄ってくるとしたら、皇室から目を付けられる相応の覚かく悟ごを持った家。逆にいえば大たい概がいは目を付けられたくないから、そういう以外は接せつ触しよくしてこないと思っていたのだが。

　俄が然ぜん、帝てい国こく貴族というのはたくましいらしい。ここに集つどう自分と似たような年代の若人わこうどが国家転てん覆ぷくなど企たくらんでいるはずもないし、疑ったところで、純粋にご友人としてお近付きになりたいだけです、と言いきってしまえばそれまでのこと。

　もちろん、それを計算した上で、家長らが年とし頃ごろの子息子女らをこうしてけしかけているのであろう。

「政務官とはどのようなお仕事をなさるのですか？」

「お休みの日のご予定などは？」

「今度中原の方へ旅行へ出かけるのですけど、どこかお薦すすめの……」

「あー……、えーと、だからですね……」

　埒らちが明かない。

　明かないなら明かないでいいが……正直、ここまで鬱うつ陶とうしいとは思わなかった。一応、ルナスの婿むこ候補というのは知れているはずなのだが、だからこそか、女子の方が押しが強い。遠えん慮りよがない。

「よろしければわたくしと一曲踊おどっていただけませんか？」

「あら、わたくしの方が先にお願いしてましてよ」

「あなたでは王子様とは不釣つり合いですわ」

　女の子同士の争い、怖こわい。

（……）

　マヒロはいよいよ笑え顔がおも疲つかれ、天を仰あおいだ。

「……あー、わかりました、皆みなさん。僕からも一つ、皆さんにお聞きしたいのですが」

　ごく自然な笑顔で問いかけると、存外、ぴたりと静まった。

「当主の方から、僕と仲良くなってこいと言われた方は？」

　毒も険も無さそうな紳しん士し淑しゆく女じよが、瞬しゆん間かん、気配を巡めぐらせた。周りのライバルがどう出るかを値ね踏ぶみするように気配を探さぐる。

（うわぁ、おっかなーい……）

　自分で問うておいてだが、いっそ呆あきれる心境だった。

　それは小国家群だって王家があり、王族がいて貴族がいた。だが、若い者たちがここまであからさまに政治の場に駆かり立てられることは少なかった。

「いえ、そんな。私は純粋に王子様とお近付きになりたくて……」

「遥はる々ばる中原からお一人でいらっしゃった王子様が、寂さびしくはないかと……」

「ええ、新しいお友達になれればと……」

「慣れぬ地でご不安だと思いますが、お知りになりたいことなどあったら……」

　ま、そんなもんか……とマヒロが見切りを付けたとき。

「わたくし、お爺じい様さまから言われて参りましたわ。あなた様を籠ろう絡らくしてくるように、と」

「……」

　声のした方をマヒロは振り返った。

　前まえ髪がみを揃そろえ、長い後ろをアップにまとめたブロンドの少女。うなじから背筋、胸むな元もとまで大だい胆たんにアピールする浅あさ葱ぎ色いろのドレス。目め尻じりはやや切れ長で芯しんの強そうな印象もあるが、それだけに安くはない風格があった。

　そもそも、立ち居振ふる舞まいを心得ていた。集団に混じってはいたが出しゃばらず、他と一いつ緒しよに口うるさくすることもなかった。手て練だれの暗殺者と同じだ。その時が来るまでは、つかず離はなれずの距きよ離りでじっと機会をうかがっていて、だが、こうして一歩前に出れば一瞬にして彼女だけが主役になった。

「初めまして王子様。コーネリア・カイラ・バクターヌと申します」

　しかも四大大公の中の一つ、ブラウスピカと並び重要視していたバクターヌ家の令れい嬢じよう。容姿も、振る舞いも、何よりもその度胸、とびっきりの上玉。

「初めまして。マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトです」

　バクターヌの名を聞いた途と端たん、他の者たちは粛しゆく々しゆくと輪を広げ、それとなく場を去り始める。家いえ柄がら自体が強大なのもあるだろうが、半分は貫かん禄ろく負けと言ったところか。よほど自分に自信がなければ、張り合おうとは思わない。張り合うだけ、自分が惨みじめになるのが目に見えているからだ。

　そうしてある程度人ひと払ばらいが済んだことを見やり、コーネリアと名乗った少女が告げた。

「……少し夜風でも浴びに参りませんか？　王子様」

「丁度よかった。まだ宮きゆう殿でん内に不慣れなもので」

「では参りましょう」

　微び笑しようを浮うかべながら、彼女の方からマヒロの手を取る。当然、レディの方からというのは中原でも、帝てい国こくでも、あまりマナーの良いことではなかったが。

（……）

　正直、痺しびれた。
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　そうして人混みが晴れていくと、何とはなしにそちらを見み詰つめていたルナスの目にも、ようやくマヒロの頭が見えるようになった。

「……シャル姉。マヒロがどこかへ……」

　言われてシャルロッテも、カクテル片手にそちらを見る。

　そして少し意外に思った。

（……バクターヌの方が食い付いた……？）

　記き憶おくに間ま違ちがいがなければ、あれはバクターヌ公の孫まご娘むすめのコーネリア。

　社交界では家柄もともかく、本人の素養も手伝い抜ばつ群ぐんの人気を誇ほこっていると聞いたことがある。この定期舞ぶ踏とう会かいではあまり目立っている例ためしはなかったが……。

　ともあれ、こういった大胆な動きに出るとすれば、ブラウスピカの方だと踏ふんでいた。バクターヌも不ふ穏おんは不穏だが、あからさまな対立姿勢を見せることはない慎しん重ちよう派だったはず。

「あ……、あっ。しかもなんだあいつ、手なんか繫つないで……！」

「ルナス。落ち着く」

　今にも駆け出しそうなルナスの肩かたにユリカは手を置き、引き止める。

「しかし……！」

　シャルロッテは小さく嘆たん息そくした。

「あんたねえ、子供のやきもちじゃないんだから。釣りよ、釣り。今ようやくエサがつつかれたところ。合わせる前にバラしてどうするのよ」

「やっ……やきもちなどではありません……！　シャル姉に取り上げられるのは百歩譲ゆずって我が慢まんしても、赤の他人に、しかも断りもなく触さわられるのは我慢できないと言っているだけです……！」

　それは、ま。

　ただのオモチャどころか、彼女が命いのち懸がけで中原から奪うばい取ってきた戦勝品だ。それを労せずして横からちょっかい出される気持ちも、理解しないでもないが。

（……まあ）

　自分はお姉様だからともかく。

「……どこの家の者かわかりませんが、あの不届きな娘に一言言ってきます」

「ちょっと、待つ。待って、ルナスっ……」

　ユリカが引き止めようとはしているのだが、いよいよ本気になっては戦争馬ば鹿かと活字ジャンキーでは馬力が違いすぎる。

（……なんとなく面おも白しろそうね）

　シャルロッテもその場を辞して、二人に付いていくことにした。




　　　　◆




　日中に気温が上がったおかげか、テラスから裏庭に降りても、さほど肌はだ寒ざむくはなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　寒かったら上着を貸しますけど」

「いいえ、ストールだけで充じゆう分ぶんですわ」

　にっこりと。

　会場内では他の娘らを蹴け散ちらすためか油断ならぬ雰ふん囲い気きもあったが、そうして笑うと美しいのみならず、また可愛かわいらしい。

「お優やさしいのですね、マヒロ様」

「まあ、そのつもりなら、もう少し雰囲気のいい聞き方もあるんでしょうけどね」

　一度肩をすくめ。

「しかし危ない真ま似ねをしますね。真っ向から籠ろう絡らくだなんて」

「あら。王子様があのようなご質問をなさらなければ、わたくしも他ほかに言いようがありましたのに」

　それはまあ、裏のある者は誰だれだと問うたのは自分が先だったが……あれは半ばの混乱を抑おさえたかっただけで、まさか本当に名乗り出る者があるとは思っていなかったのだ。

「でも、おかげでこうして二人きりになれましたわ」

「ええ……。まあ。そうですね」

　アホだなんだとけなされる中を搔かい潜くぐるのには慣れていたが、案外こういう手合いに面したことがなかったことに気付かされる。

　宮殿を出たまま歩みを止めることなく、月明かりで群ぐん青じように照らされる見事な庭園の中を進んでいく。

「籠絡とのことでしたが、バクターヌ公……お爺じい様さまは、僕に何かのご用で？」

「さあ。わたくしはただ、マヒロ様にお近付きになるようにしか言われておりませんの。それとも、マヒロ様の方からご用件などございましたら、お伝えしておきますけれど」

「ではそのうち帝てい国こくをひっくり返すので、考えておくように伝えてもらえますか」

　既すでに決まったことのように述べるマヒロに、コーネリアが歩みを止める。

「……あけすけなのはよろしいですけど、野放図なのは感心いたしませんわ」

「そりゃあ警けい戒かいしますよね。敵地のど真ん中だ。僕が皇室に密告しないとも限らない。だから今すぐのお返事は結構です」

「マヒロ様こそ、わたくしやお爺様が密告するとは思いませんでしたの？」

「ははっ、どうせ皇帝は僕に手出しはできませんからね。今ここで僕の身に何かあったら、ようやく落ち着きを取り戻もどした中原が一年前に逆戻りするだけです。今の帝国には、それを捌さばくだけの余よ裕ゆうはありませんよ」

　マヒロが、当初こそコーネリアの立ち居振ふる舞まいに感心したように……。

「……」

　今度はコーネリアが、マヒロの大だい胆たんさに息を吞のむ番だった。

　彼が口にしたのは、明確な国家反逆の意志。それでありながらも、これっぽっちも悪びれる風もない。帝国というものをまるっきり嘗なめているような口振りではあるが……そんなはずはないのだ。彼の国自体が、既にこの帝国の侵しん略りやくを受けたのだから。

　コーネリアはだからこそ、この王子の余裕が信じられなかった。自分より年下のような少年だ。せいぜいがもっと悲劇を気取ったように、さも苦しく切なそうに身の上話でもされると思っていたのに。手を出すとすれば、そういう寂さびしい心に付け入る形で……と思っていたのが、完全に当てが外れた。

「……どうしました？　なんなら今からホールに取って返し、実際に確かめてもらっても構いませんが」

「いいえ」

　逆を言えば、この余裕……ルナスの婿むこらしいという立場上、すでに皇室から絶対的な信しん頼らいを得ているから？　となればこれは、そうした意志の芽を摘つみ取るための皇室側の罠わな。

　しかし、親を討うたれ国土を踏ふみにじられた人間が……しかもその国の王子が、そう簡単に誇ほこりや何かを捨てられるものだろうか。でなければ、小国からこの一大帝都に招かれ、その豪ごう勢せいな暮らしに浮うかれているだけのただのアホ。

　コーネリアにはわからない。今一歩、踏み込みきれない。

　だからとりあえず、くっついておく。

「えっ？　いや、あの……」

　戸と惑まどうマヒロの腕うでに腕を絡からめ、身を寄せる。

「やはり、ストールだけでは少し寒いですわ」

「あ……、ああ……そうですか……」

　この手の押しには、弱いようだ。

「……マヒロ様は、このグランマーセナル帝国のことをどう思われてますの？」

「いい国ですよ。見た限りみんな笑え顔がおで、軍は精強でモラルが高く、治安も良さそうです」

「それなのに、ひっくり返してしまわれる？」

「ああー。まあ、それはその……寒いなら上着を……」

「いいえ。これくらいで丁度よろしいですわ」

「……そうですか」

「ええ」

　戸惑うマヒロと、邪じや気きなく微笑ほほえむコーネリア。




　　　　◆




「だからどうしてあの娘むすめは我が物のように……！」

「だからあんたも、もう少し待ちなさいってば」

　今にも飛びかかりそうなルナスの腕を、シャルロッテはきつく捕つかまえる。

「……どうなの」

　呟つぶやいたユリカに、シャルロッテは答えた。

「見ればわかるでしょ？　結構いいところよ」

「そうじゃなくて。お姫ひめ様さまが揃そろいも揃って、茂しげみでこそこそデバガメしているのは。どうなの」

「……じゃああんた戻ればいいじゃないの」

「それは……。今、いいところだから……」

「なんですかユリカ姉までっ、姉上たちは揃いも揃ってどちらの味方ですか……！　もういいです！」

「あっ、コラっ……」

　ルナスがシャルロッテの手を振りほどき、出て行ってしまった。

「おい、マヒロっ！」

「え？　うわっ、ルナス様……いつからそこに……」

「いつからでもいい。うるさい。黙だまれ」

「あら、ルナス様。ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます」

「……ほう。そのように見えるとは大した節穴だな」

「あら。失礼いたしました。夜分なもので」

　ユリカが息を吞のむように言った。

「……姉上。あの娘、すごい……」

「……ええ。あれはすごいわね」

　シャルロッテは感心するあまり、思わず笑った。

　嫁よめが目の前に現れたというのに、マヒロを離はなさない。まだ胸の谷間を婿むこ殿どのの二の腕に押し付けたまんまなのだ。

「なんのつもりだ？」

「はい？　わたくし、何かいたしましたでしょうか」

「その手を放せと言っているのだ。それは私がミスマルカから奪うばい取ってきた私の婿だ。知らんとは言わせんぞ」

「まあ、そうだったのですか。そのようなご冗じよう談だんは存じ上げませんでしたもので、失礼を」

　それでもまだ、離さない。

「……なんだと、貴様？」

「グランマーセナル帝てい国こくの皇女様ともあろうお方が、そんな野や蛮ばんな真ま似ねをなさるなんて思ってもみませんでしたもの。押し入った先の家から家人をさらうなんて……まるで盗とう賊ぞくですわ」

「っ……！　言わせておけばっ……」

　最も早はや冗談では済まなくなりそうな雰ふん囲い気きに、マヒロが口を挟はさもうとした。

　それより早く、コーネリアが次の一手を打ち据すえる。

「それとも、お二人は愛し合っておられまして？」

「っ……」

　ルナスが口くち籠ごもった。

「相思相愛のご関係でいらっしゃいまして？　そういうことでしたらわたくしも女として、大人しく身を引かせて頂きますけど……そんなはずありませんわよね、マヒロ王子」

「え？　えっ!?　そこで僕に振ふりますか!?」

　射殺すような視線を受けて、マヒロが慌あわてふためく。

「国を滅ほろぼされ、お父様を討うたれた相手を愛するなんて真似、本当にできまして？　皇女様にしてもそう。そのお立場を考えれば、かつての敵国の、今や地位も名めい誉よもない亡国の王子様がお相手というのは、いささか不釣つり合いに思われます」

「わぁい、また遠回しに没ぼつ落らくって言われたよ……」

　どうにか場を和なごませようとマヒロは言うのだが、ルナスの吊つり上がった双そう眸ぼうも、引き結ばれた唇くちびるも、和むどころか緩ゆるむ気配すらなかった。

　それでも、か。だからこそ、か。コーネリアは止とどめのように言葉を投げかけた。

「常識から言っても、お二人が結ばれるなんてことは許されませんし、許されるようなことがあってはいけませんわ」

「……ではお前はなんだ。私が盗賊なら、貴様はその獲え物ものをかすめ取る女め狐ぎつねか」

「わたくしはマヒロ様をお慕したいしておりますの。一人の男性として」

「っ……、想おもうのは勝手だが、さかったような卑いやしい雌めす猫ねこが私のものに手を触ふれるなと言っているっ！」
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「まあ、こわい」

　笑い。

　ようよう、コーネリアは。さも名残なごり惜おしいかのように。焦じらすように。ゆっくりと。マヒロの腕から、自分の両腕を解いていく。

「今度また、ゆっくりとお会いしましょう。王子様」

「え……、あ……はい……。いや……」

「さっさと離れろ！　バクターヌ家の目的が何かは知らんが……！」

「ああ、そうそう皇女様。マヒロ様、いずれこの国をひっくり返されるおつもりだそうですわ」

　啞あ然ぜんとしたのは、マヒロであり、またルナスでもあった。

「わたくし、そういう野心溢あふれる男性に惹ひかれますの。ルナス様はいかがでございます？　いずれこの国の全すべてを滅ぼし、お父様であらせられる皇帝陛下を討ち取ろうと画策しているお相手を、それでも愛するような真似ができまして？」

　最後に問いかけるだけ問いかけ、コーネリアは悠ゆう然ぜんとした足取りで去っていった。

　しばし。

　ルナスとマヒロはもちろん、それを見ていたシャルロッテとユリカも、息を吞み目を見張るほどだった。

　茂しげみの中でユリカは呟つぶやく。

「……女としては、ルナスの完敗……」

「……バクターヌ家……。とんでもないタマを持っていたものね……」

　シャルロッテは小さく舌なめずりをした。

　名実共に、まさに上玉。

　女としての強したたかさは言わずもがな、頭の切れも相当だ。マヒロが「確かめてみろ」と言ったことを、色いろ恋こい沙ざ汰たに絡からめてあっさりと言い放った。効果は二つ。こちら側のマヒロに対する不信感を煽あおると同時、それをあの状じよう況きようでルナスに直接述べたことで、ルナスとマヒロの関係にも少なからず亀き裂れつが生じる。

　まず間ま違ちがいなく、コーネリア自身はバクターヌ公からある程度のこと……マヒロが先に述べてしまったようなことをわかった上で接近してきたのだろう。一方でマヒロと皇室がどの程度繫つながっているかわからないから、誘さそいの罠わなとも言える予想外の言葉を述べたマヒロに対し、途と中ちゆうではどう返答するか口籠もってしまったに違いない。

　しかし、そこにルナスが出て行ってしまった。

　その場の流れを冷静に読んだコーネリアは、一気に方向を切り替かえた。どう繫がっているかわからないならあの状況、普ふ通つうは様子を見るため一度引き下がるのが常道だろうに、彼女はもっとも確実で、効率の良い手段に切り替えた。

　即すなわち、自ら不仲を引き起こす。

　その機転。目の前に突とつ然ぜん嫁よめが現れても動じず、他人の不幸など歯し牙がにもかけぬ冷れい酷こくなまでの度胸。感服にも値あたいする。

「いっ……いいかマヒロ、この際よく言っておくが、お前は私のものなのだ！　私の許可なくよその女に勝手にほいほい付いて行くな！　どこの子供だ、まったく！」

「えっ、あ、いや、その、はい……」

　それに比べて我が妹。

　呆あきれたようにユリカが呟いた。

「……子供は、どっち……」

「まあいいじゃないの。あれ以上の奥様向け泥どろ沼ぬま劇場になるよりは」

　もっともシャルロッテは笑い事抜ぬきで、マヒロも半分は本気だろうと踏ふんでいた。もし本当に帝てい国こくが内圧、外圧に耐たえきれず崩ほう壊かいしそうになったときの保険として、諸しよ侯こうとの結びつきは作っておきたいと考えているはずだ。あの頭の冴さえなら、まず間違いなく。

　問題があるとすれば、諸侯側がその考えに同調できるほど頭が良いか、労せずして扱あつかえるほど頭が良くないか、という点であろうが……今回、いきなり。コーネリアほどの、同じく頭の冴える逸いつ材ざいに出会った。

　蛇へびはこれを、どう考えるだろうか。
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　翌日、マヒロは呼び出されたシャルロッテの執しつ務む室しつで言った。

「姉上、余は怖こわいです。帝都の女の子はおっかないです」

「開口一番情けないこと言ってるんじゃないの。宮中なんて中原だってどこだって似たようなものでしょうが」

　シャルロッテは執務机ではなく、テーブルの方のソファにかけ、スカートの下に脚あしを組み、紅茶を飲んでいた。

「……でも、少なくとも中原にはシャルロッテお姉様はいなかったし……」

　飛んできた靴くつの爪つま先さきが、コンッ、と眉み間けんに刺ささり、マヒロはその場にうずくまった。

「意外だったのはバクターヌの方が先にアクションを起こしたことよ。来るとしたらブラウスピカだと思っていたから」

「……しかし、帰順したのはバクターヌ家の方が遅おそかったのですよね？」

　涙なみだ目めで眉間を押さえながらマヒロは言う。

「だったら理由から言っても、妥だ当とうなんじゃないですか……？」

「ええ。だからこそ私たちに疑われていることも一番自覚しているはずなのよ。だから議会でも、明確な敵対姿勢を見せることはなかったわ」

「……なるほど」

　それがいの一番に、まだマヒロがこちらに来て数日もしないうちにあそこまで派手な動きを見せた理由。

「近いうちに、何か起こすつもりでしょうか」

「わからないわね。そんな急ぎで、そこまで大逆転を狙ねらえるような目があるのか。それとも単にあんたのことについて、他ほかの家に先を越こされたくなかっただけか」

　少し。ほんの数秒経過し。

「……エサ、ですよね？　僕は」

「エサよ？」

「エサですよ」

「でも、生きたまま吞のみ込まれれば、お腹なかの中がどうなってるか見えるかも知れないわよね」

　嫌いやな予想が当たったマヒロは、大きく溜ため息いきをついた。

「……あの子も怖いですけど、ルナス様が怒おこるんです」

「ただのやきもちくらいで死にやしないわよ。それに……」

　ソーサーとティーカップを置き、シャルロッテは値ね踏ぶみするような目で告げる。

「吞まれた先で、あんたがどう動くのかも確かめておきたいわ」

「……まさか、ここまで来て僕が裏切るとでも？」

「裏切るためにここまで来たって言っても、驚おどろかないし構わないわよ。ただ、この前あんたがここで言った帝国の領土分ぶん割かつの話。あれ、相応に説得力はあったわ。裏切るためでもなんでも、あんたがやりたいのなら私は止めないわよ。ただ、平和と平へい穏おんのためにあんたは動く。そういう意味で私はあんたのことを信しん頼らいしているし、買っているの」

「……」

「あんたの貴族に対する行動が、この国が傾かたむき始めたときのための保険なのか、それとも平和裡りに傾かせるための手段なのか……血が流れないのであれば、私はどっちでも構わない。あんたが私たちの目と手の届かない場所でどうするのか、どこまでやれるのか、その結果私たちに対してどうするのか……それを私が納なつ得とくしたいだけ。ただそれだけよ。正解なんてないから、好きにしなさい」

　マヒロは眉まゆをハの字に曇くもらせた。

「……めんどくさい人ですね……」

「ああ、でもそうね。お願いって言えばお願いが一つだけ」

「？　なんです？」

　意外そうな顔をするマヒロに、シャルロッテは言った。

「あのコーネリアって娘むすめ。欲しいわね」

「……えっ。じゃあお姉様って薔ば薇らっていうより百ゆ」

　スコーン、と。もう片方の靴の爪先が、眉間にスマッシュヒットした。

「冗じよう談だん抜ぬきであんたはあの娘のこと、どう思った？　味方にできるなら欲しいと思わなかった？」

「はいっ……、味方としても側室としても欲しいと思いましたっ……あとめちゃくちゃ痛いです、この靴っ……」

　ひぃひぃ言いながら、マヒロは眉間を押さえて涙を流した。

「正直で大変結構。じゃあ、そのように」

「……、わかりましたけど……でもそんなの、どうやって……」

「良きに計らって」

「……はい……。いや、無理だと思いますけど……ねぇ……」




　　　　◆




　同じ頃ころ。帝てい都と上層区にあるバクターヌ邸ていでは、老大公とその孫娘が向かい合っていた。

「……そうか。確かにそれは愉ゆ快かいな王子だな……」

　コーネリアが持ちかけるより先に、向こうの王子から要点を切り出してきたという話を聞き、老大公ロベルト・バクターヌは静かに笑いながら髭ひげを撫なでた。

「何より、お前がそういう楽しそうな顔をしているのが良い証しよう拠こか」

「……あら。お爺じい様さまには、そんなふうに見えまして？」

「お前の眼鏡めがねに適かなった男など、今までいなかっただろう」

　コーネリアは、俗ぞくに言うおじいちゃん子だった。領地で総そう督とくをしている父も、祖父に連なる格式の高い男であったが、コーネリアが好きなのは祖父だった。優やさしくもあり、厳しくもあるが、先日のブラウスピカ公とのときのように、時折悪そうな話をしている祖父が、何より頼たのもしく思えた。

　君主として、また一人の人として、年季も貫かん禄ろくも備えたそんな祖父の元で可愛かわいがられたからこそ、他の男など父も含ふくめ、どうしても退たい屈くつにしか思えなかった。

　しかし昨夜出会ったあの王子様だけは、違ちがうようだった。

　まだ底は見えないが、祖父と同じ危あやうい匂においを感じた。通常、彼のような立場であればルナスの存在が生命線だろうに、その彼女が現れても言い訳をするどころか、腕うでを払はらおうとさえしなかった。

　そんなことも祖父に話す。

「……っふ、ふっはは……、そうか。ルナス皇女に食ってかかったか」

「やり過ぎましたか？」

「いいや、構わん……そこまでして斬きり捨てられなかったのであれば、黙もく認にんするつもりなのだろう。向こうは内々に決めておるのだよ。その王子をエサにして、こちらの腹を探さぐるつもりに違いあるまい」

「やはり罠わな……？」

「そんなことは百も承知だ」

「では……探らせますの？」

「探るも何も、吞のんでしまえばエサはエサだ」

　なんの杞き憂ゆうもなく言い切ってしまう。

　祖父のそういうところが楽しかった。

「お前に任せよう。好きにしなさい、リア」

「はい、お爺様」

　コーネリアはゆったりと頷うなずいた。
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　それから二日が過ぎた。

　場所は以前、宰さい相しようのキラと話した噴ふん水すいの縁ふち。猫ねこが気ままに寝ね床どこを変えるようなもので、今のマヒロはその場所が気に入っていた。

「参っちゃうよなぁ……」

　昼食後のコーヒーをすすりながら、マヒロは新聞をめくる。

　めくるほどに見出しは様々だ。





『ロッテンハイム宮定期舞ぶ踏とう会かい　三皇女揃そろう』

『中原の王子、皇帝陛下と対立か？』

『交易ギルド　ヴェロニカに不安の声』

『共和国の産業に不景気の兆きざし』

『北西線　開通迫せまる』

『定期舞踏会から見える春の流行色！』

『謎なぞの美少女剣けん士し　その正体を追う』

『商業区の錬れん金きん術じゆつ店またお騒さわがせ？』






　政治から地元の時事ネタまで、新聞の様式も、発行ペースも、他の国と変わりないようだ。一面のトップがドレス姿の三さん姉し妹まいというのは、いくらか戦時を脱だつした平和な時世を感じさせる。

　が、マヒロが参っているのは新聞の内容ではなく、取りも直さずコーネリアのことだった。

　それはただ探るよりは、向こうの者を味方にしてしまった方が安全かつ、手っ取り早いに決まっている。ただ、それをこちらに仕し掛かけたいのは向こうも同じこと。お互たがい腹が同じなのでは、うまく行きそうな気がしない。

　そこをなんとかしろというのが、シャルロッテのワガママなのだが……。

「ごきげんよう、マヒロ様」

　新聞から顔を上げ、横を見るとコーネリアが立っていた。明るい緑色の、春らしい風合いのドレスに、リボンと羽は根ね飾かざりが豊かな同じ色のドレスハット。

　少し離はなれたところに、御ぎよ者しやとメイド、二人の従者が控ひかえている。

　マヒロは新聞を畳たたみ立ち上がった。

「こんにちは、コーネリア様」

「コーネリアでよろしいですわ」

　日ひ射ざしと帽ぼう子しの影かげの下、にこりと微笑ほほえむ。

「マヒロ様にでしたら、リアとお呼びいただいても構いませんわ」

「は……、いえ。まあ。略すより素す敵てきですよ。コーネリアというお名前の方が」

「まあ嬉うれしい」

　そう言って、先日と同じように腕うでに抱だき付いてくる。

（……）

　正直に言えばあれなのだ。

　蹴ける殴なぐる邪じや険けんにされるのは国の侍じ従じゆう隊のおかげもあって、文字通り死ぬほど慣れているのだが。

（……）

　一方でよくわかる。

　なるほど、コレはダメになる。余よ所その王子や貴族のボンボンが年とし頃ごろになるにつれダメになっていくという話はよく聞くが、そこら中の女の子からこんなふうに言い寄られたのでは……それは、ダメになる。なんだか、とてもよくわかる。

「えー……と。本日は、どのようなご用で」

「はい。祖父に、マヒロ様がとても素敵な方だと紹しよう介かいしましたら、ぜひ一度お会いさせて頂きたいと」

「……遠回しに没ぼつ落らくって言いましたよね？」

「恋こいには地位も名めい誉よも身分も関係ありませんわ」

　まあそれはそれにしても、あの切り出しから本当に食い付いてくるとは。

　一族揃って肝きもが太いのか。

「そうですか……ではいつお会いしましょうか」

「王子様のご都合に合わせさせて頂きます。お暇ひまでしたら、本日でもよろしいですわ」

　少し意外だった。

「大公も……お忙いそがしいのでは？　僕なんかと違ちがって」

「実質的な政務は、地方にいるわたくしの父が行っておりますの。もちろん大事なことは祖父が決めるのですけど……大事なことなんて、そう多くはございませんでしょう？」

　やはり大公というのは自分やタクローのような『人ひと質じち』ではなく、この中央で戦うための『顔』。連合の会合を見ていてよくわかったが、そういう場では頭も、権力も、財力も、最低限は必要だが……それらを最大限生かすためには貫かん禄ろくもまた重要なのだ。

「……僕と会うのは、大事なことだと？」

「はい。そのように申しておりましたわ」

　少し考える振ふりをして。

「じゃあ、行きましょうか」

「あら。ごめんなさい、なんだか急がせてしまうようで……マヒロ様、この後のご予定はございませんの？」

「大公と違って、僕なんかはただの人質なものでね。あ、でもちょっと待っていてください。コーヒーのカップだけ返してこないと」

　伸のばそうとした手を。手首を、コーネリアが捕つかまえる。

「でしたら、また後日に致いたしましょう？」

「……」

　ともすれば、何でもかんでもはいはいと言うことを聞いてくれそうに錯さつ覚かくしてしまうが……やはり、相当鋭するどい娘むすめだった。

　アポイントメント抜ぬきで現れたのは、事前の用意をさせぬため。予定がないかと聞いたのも、今すぐここから連れ出すため。今ここで手を押さえたのは、宮きゆう殿でんに戻もどった隙すきに何らかの手はずを整えさせぬため。

　信用しないのであれば、こちらももう信用はしない。

　コーネリアの瞳ひとみは、そう語っている。

「あの……。じゃあ他ほかの誰だれかに、お願いしても？」

「では、一いつ緒しよに返しに参ります？」

（……本当に物もの怖おじしない人だなぁ……）




　　　　◆




　マヒロがコーネリアと共に噴ふん水すいを離れ、敷しき地ち内を正門の方へと歩いていく。

　その噴水の裏、針葉樹の皮が剝はがれた。いや、正確には木の皮の模様をしたカモフラージュシート。その裏に潜ひそんでいたのは、メイドの姿をした一人の女。

「あーあー、結局カップも新聞も置きっぱなしにして。しようのない王子様ですねぇ……」

「どうする」

　静かな声は彼女の頭上、枝葉の中から。

「追いなさい、貴たか月つき。……何もないとは思いますけどね」

「承知」

　さぁっ、と風が木の葉を揺ゆらすような音がした。そのときには、黒尽ずくめの忍しのびの姿は、どこにもなくなっていた。
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　正門を出て、馬車で揺られたのはものの十分ほどか。上層区の中でも、特に宮殿に近い一角にバクターヌ家の公こう邸ていはあった。

　表側は漆しつ喰くいではなく、レンガのような石積みの風合いを生かした、堅けん牢ろうさを窺うかがわせるアンティークな佇たたずまい。そうして庭もこざっぱりとしていたが、中に入れば絨じゆう毯たんや、シャンデリアや、階段の手すりなど、目に留まりやすい場所はこれ以上ないほど金がかかった上等上質。さすが皇こう帝ていに対しても発言権を持つ大公の屋や敷しきと一目で知れた。

「こちらでございますわ」

　コーネリアに案内されて入った応接室。老大公は片手にステッキを突ついてはいたが、立ち姿で迎むかえ入れた。

「ようこそお出いでくださいました。マヒロ殿下。ロベルト・ブラクファッド・Ｃ・バクターヌです」

　なんてことはない、好こう々こう爺や然とした、品の良い柔にゆう和わそうな老人である。

「いえ、僕の方こそ突とつ然ぜんお邪じや魔まして申し訳ありません、バクターヌ公。マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトです」

　一いつ旦たん握あく手しゆを交かわし。

「どうぞ、殿下。お掛かけになってください」

「失礼します」

　促うながされるまま、やはり程ほどよい硬かたさの上質なソファに掛ける。テーブルを挟はさみ、向かいにバクターヌ公とコーネリアが掛ける。

　既すでに準備していたのか、ベテランの執しつ事じがワゴンを押してきて紅茶の用意をし始める。

　ソーサーとカップが三つ、それぞれの前に並び、中央にはクッキーの皿。マヒロの部屋付きと違ちがい、よくできた執事は一言も余分を言わず、一礼して出て行った。

　まずは紅茶を一口。飲むのではなく、舌先を湿しめす程度。

「いい紅茶です。さて、何から話しましょうか」

「前置きは必要ありませんかな？」

「そうですね。僕の目的は、そちらのコーネリア様にお伝えしたはずです」

　確かに、と老バクターヌは頷うなずいた。

「では、こちらの目的をお話しすべきでしょうな」

「よろしければ手段も構いませんか？」

「もちろん」

　頷き、彼も紅茶に口を付ける。

「目的はこのグランマーセナル帝国の打だ倒とうと、その支配地域の解放。手段は武装蜂ほう起きです」

　マヒロはそのとき初めて、視界の端はしにコーネリアの驚おどろく様子を見た。しかし今は構わず老大公に言う。

「武装蜂起ですか。少し投げやりなのでは」

「もちろん我々バクターヌが治める領土だけでは難しいでしょう。しかし、充じゆう分ぶんな勝算を持った上でのことです。それをより確実なものとするため、中原領の実質的な領主であるマヒロ殿でん下かにも、お力ちから添ぞえをお願いしたい」

「勝算というのは？」

「今はまだ、お話はできません。しかし一見豊かな繁はん栄えいを謳おう歌かするこの帝国内にも、不満を抱かかえる者は数多くいる、ということです」

　まあ、そこはこれ以上無理に聞いても仕方あるまい。向こうはこちらを引き入れたがっている。より具体的に、と食い下がったところで、適当な戦力を述べられればそれまでだ。確かく認にんする術すべはない。今度は逆に、「これだけの勝算があるのになぜ与くみしないのか？」と疑われかねない。

「確かにそういった感情は僕自身、中原においてもよく見聞きしてきました」

「そうでしょうな」

　対するロベルト・バクターヌは表情を変えぬまま感心する。

　一応のため敷しいてみた布石……マヒロが推測した通りの布石……を、なんとも呆あつ気けなくかわされたからだ。若造の割にがつがつと結論を急がず、即そく座ざに引き下がった。偶ぐう然ぜんでなければ相当な交こう渉しよう術の持ち主と見て間違いはない……と。

「しかし僕は暴力は嫌きらいなのです」

「では、マヒロ殿下の仰おつしやる〝ひっくり返す〟とは、いかなる展望に基もとづくお考えか」

「思うに……バクターヌ公が言うような。本当に武力での勝算が見込めるほどの、盤ばん石じやくの一大勢力であれば。武器などかざさなくとも、言葉で詰つめ寄るだけで帝国の解体は可能です」

「……本当にそう思われますかな」

「無用の混乱は予測不能な展開を生みます。一つの切り札として相手に窺うかがわせることはあっても、それ自体を手段に定めるのは上策とは言えません。何より自治独立が目的であるのなら、政治的空白は取りも直さず他国からの執しつ拗ような干かん渉しようを招きます。後の統治において、これを払ふつ拭しよくするのはただ蜂起する以上の難題です」

　ロベルトは頷いた。

「確かに……仰る通りでしょうな」

「何より。僕が協力し、中原が手を貸すとなった場合、真っ先にその干渉を受けるのは他ほかでもない中原です。未いまだ無事な北中原諸国と、共和国。これらの強したたかさと強きよう硬こうさは……僕はかつての連合盟主であった父の元にいたので、身をもって知っています。紛ふん争そう後では、とても抗こうし得うるだけの体力は、中原領の諸国にはありません。なので武装蜂起が手段なのでは、僕はおいそれと首を縦に振ふるわけにはいかないのです」

「……」

「それともその場合の保障に値あたいする何かについては、策をお持ちですか？」

　黙もくしながら、ロベルトは感心のあまり言葉に窮きゆうしていた。

　この若さにして、ただ正義や善意といった感情論に訴うつたえかけない。ただ勝敗のみを論ずるのでもなく、その結果どうなるかという遥はるか先までを見み据すえられる視野の広さ。

　急な招きだったにもかかわらず、事前に打ち合わせた舞ぶ台たい上のように淀よどみなく紡つむぎ出される理詰めの言葉。その聡そう明めいさ。

　十中八九、皇こう帝ていの擁ようした罠わなだろうに、説得するどころか保障があるなら乗らないでもないという姿勢まで見せてくる。

　ロベルトは小さく笑った。

「……いえ、結構。わかってはいるのです。あなたは私を訝いぶかしむ皇室から、私の腹を探さぐるか、説得するために遣つかわされたということは。無理に協力の姿勢まで見せる必要はありません」

「いえ。無理ではなく、本心です。説得というなら、確かに説得はしていますが」

　それはロベルトにしても意外な言葉だった。

「……どのような意味ですかな？」

「今のままでは、この帝国はそう長くは保もちません。あなた方のような、不満を抱かかえた人たちが大きな力を持っている今のままでは。ですからもし、帝国が内外からの圧力に耐たえきれず、大きくなり過ぎた自重によって崩ほう壊かいするような場合……可能な限り穏おん便びんに、平和裡りにことが進むようにしておきたいのです。あなた方もそういった不安定さを感じているからこそ、武装蜂起などというものに勝利の目を見ているのでしょう？」

「……確かに。それは否定できません」

「僕には中原一帯を守る責務があります。それが先の一戦で故国を守るために散っていった、多くの兵士たちへのせめてもの餞はなむけと考えているからです。独立や何か以前に、混乱を招くような事態は困るのです。しかしそのような騒そう乱らんを防ぐためであれば、独立も考えましょう」

「……つまり平穏を乱すような武装蜂起は認めず……平和のためであれば、独立さえもあなたにとっては目的ではなく、手段の一つだと？」

「ああ……、まあ……言われてみればおかしな順番ですが、そうなってしまいますね」

　ロベルトは思わず笑った。賢かしこいが、確かにそのままの意味で愉ゆ快かいでもある。

「……信じてもらえるかどうかわかりませんが、僕はシャルロッテ様にもこのことは話しました」

「ほう。それで、シャルロッテ殿下はなんとお返事を？」

「血が流れないのであれば、何をしてもいいと。結果、こうしてバクターヌ公の元へお邪じや魔ますることも許されたようです」

　確かに軍の中ちゆう枢すうもあるあの宮きゆう殿でんが本気でガードを固めたとなれば、コーネリア程度がこの要人を連れ出せるはずもない。

　マヒロは続ける。

「皇帝の目的は、いつか来るであろう西域からの魔王軍の侵しん攻こうに備え、人類を一つにまとめ上げることです。シャルロッテ様はそれを理解しているからこそ、人類としての戦力が削そがれる無用な争いよりは、話し合いによって領土を割かつ譲じようする方が良いと考えているようです。独立だけが目的であれば、これもまた重要な隙すきであるとは考えられませんか？」

「……」

　こうも矢や継つぎ早ばやな言葉に対するには、少し歳としを取り過ぎたか。

　そんなことをロベルトは自じ嘲ちようしてしまう。

「……時間がないのですよ、殿下」

　大公の様子が少し変わったことに、マヒロは瞬まばたきした。腹を割るというより、どこか諦てい観かんさえ感じさせる様子に。

「……どういう意味です？」

「二十年です。祖国が占せん領りようされ、もう二十年もの歳月が流れました……私のように当時を知る者は皆みな老いさらばえ、武器を手に取り戦える者も少なくなってきました。若者たちはこのリアのように帝国で生まれ育った、戦いくさを知らぬ世代です」

「……」

「もう、今しかないのですよ。祖国を奪だつ還かんするために戦うには、これ以上先はないのです。先ほどは支配地域の解放と言いましたが……正直に言えば、我々が行いたいのは祖国の解放なのです。これから先の若者たちが……かつての国を知らない者たちが行ったのでは。それは祖国のための戦いではなく、ただの独立になってしまう。祖国が蘇よみがえるのではなく、ただ全く新しい国が生まれるだけの話になってしまう」

「……それは……」

「話し合い、言葉だけでそれが達成されるなら望むべくもありません。しかし……それには、この先どれだけの歳月がかかるでしょうか。あなたは先ほど私に中原に対する保障を求めましたが、あなたにはその期限を保証することができますか」

　若き王子は、安易には言葉を発せず、真しん剣けんな表情で口くち籠ごもった。

「国を奪うばわれたあなたであれば、ご理解いただけるはずです。同情ではなく、我がこととして。私たちの心境を。この二十年という歳月がどのようなものであったかを」

「…………もちろん、僕は……二十年も堪たえ忍しのんだわけではありません。しかし……」

　真剣に思い悩なやむ少年を見て、ロベルトはもう一度自嘲した。自分は本当に老いてしまったことを、自覚した。

「……いや、失礼しました。意地の悪い質問でしたな。私はてっきりあなたが、感情にまかせて私を説得にかかるものかと思っていましたが……どうやら感情的になってしまったのは、私の方だったようです」

「……いえ。もちろん今すぐにというわけにはいきませんが。では、目め処どが立てられるなら？」

「その答えをお聞きするまでには……こちらも、中原における保障について用意できればと考えます」

　ただ一度の面会で結論の出るような話ではない。それは両者とも理解していた。擦すり合わせるべき問題点が見付かった。それ自体、大きな前進と受け止めるべきだった。そもそもが両者とも、勘かん案あんすべき点があると思ってはいなかったのだから。

　冷め始めた紅茶をお互たがいに一口、二口と。

　張り詰つめていた空気が、淡あわ雪ゆきのように解けていく。その日話すべき話は、終わったのだ。

「ああ……ところで殿下」

「なんでしょう」

「急な話で申し訳ありませんが……ぜひとも。中原領の代表でもある殿下であれば、適任だと思いましてね……」

「？」

　マヒロは首を傾かしげる。

「この度新たに、北西線という鉄道が開通するのはご存知でしたか？」

「……ああ、そういえばペルグルンの方からバクターヌ領を通って、帝てい都とに繫つながるやつでしたね。ミスマルカにいた頃ころにも、予算やら資材やらの関係で耳にはしていました。今日の新聞にも載のっていましたね。走るのは最新型の魔ま導どう機関車だとか」

「そうです。その開通に当たって、六日後に私どもの領地で記念式典が行われるのですが……そのテープカットの役をぜひ殿下にも、と」

　クッキーをかじったままの姿勢で、マヒロの手がしばし止まる。

「え……ええ～……？」

「帝国の鉄道ではありますが、難しい話を抜ぬきにすればこれは、新たに加わった中原領との絆きずなを象しよう徴ちようする、初めての幹線鉄道の開通です。その結びつきを象徴するようにこの度たび帝都にいらっしゃったマヒロ王子こそが、誰だれよりお役に相応ふさわしいと思ったのです」

「え～……いやでも、その……。そういうのってもっと偉えらい人が……あ、身分とかそういうの抜きで、中身の立派な人って意味で」

「今お話ししてわかりましたが、でしたらますます殿下が適任だと思うのですよ。人ひと質じちとして移されたと思っている中原の人々も、そうして表おもて舞ぶ台たいに立つ殿下の姿を知れば安心すると思うのですが」

「あはは……そこまでは心配されてないと思いますけどね……」

　マヒロは小さく呟つぶやいた。

　それはともかく、大公たっての申し出だ。またさらに何らかの情報を得られる可能性もある。情報さえあれば、さらに擦り合わせるべき点を見みい出だせる可能性もある。

「まあ……しかしいくら暇ひまでも、帝都を離はなれるとなると何らかの許可を得なければ」

「もちろんです。このことについては私からもロッテンハイムの方へ、正式にお願いするつもりです」

　日時の決まった場所に、公式な遣つかいとして要よう請せいするのであれば……そこまで危き惧ぐすべき裏があるわけでもないのだろう。公務を装よそおった上で、より踏ふみ込んだ話をする機会を設ける意味か。

「う～……ん～……、わかりました。じゃあ、一応そのように考えておきますね」

「ありがとうございます。きっと良い式典になるはずです」

　そう言って、ロベルトは壁かべの時計へ目をやった。

「突とつ然ぜんのご招待にもかかわらず、長々とお引き留めしてしまって申し訳ありませんでした」

「ああ、いえ。紅茶もクッキーもおいしかったです。あ、おやつにいくらか分けてもらっていいですか？　クッキー」

「ええ、どうぞ。すぐに包ませましょう。料理長もきっと喜びます」

　ロベルトが一声かけるとすぐに執しつ事じが現れ、一度下がってはそれを入れた綺き麗れいな箱を持って戻もどってくる。
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「リア。……コーネリア？」

「え……？　あ……、はい、お爺じい様さま」

「マヒロ殿でん下かがお帰りになる。お見送りを」

「……はい」

　ではではごちそうさまでした、などと気楽な挨あい拶さつをするマヒロと共に応接室を出る。館やかたを出る。元来たときのように、二人で馬車に乗る。隣となり同どう士しで座る。

「あの……どうしました、コーネリア様？　顔色が優すぐれないようですけど……加減が良くないのなら、無理に付き添そってもらわなくとも」

　ドアが閉められ、馬車が動き始めたところで、ようやくコーネリアは口を開いた。

「本気……なんですの？」

「え？　何がです？」

　思い詰つめた表情に予想だにしなかったように、マヒロが瞬まばたきをする。

「お爺様も、あなたも、本当にこの国を滅ほろぼしてしまうつもりなんですの……？」

「え……。いや、それは一番最初にひっくり返す、って。で、コーネリア様もルナス様に滅びるとか皇帝が死ぬとか……」

「あんなのその場凌しのぎの売り言葉に決まってますでしょう!?　あなただって、あんな簡単にひっくり返すだなんて……！」

　罠わなに釣つり出すために、わざと見み栄えを張って、大おお袈げ裟さに言っているのだと勘かん違ちがいしていた。祖父にしたってそうだ。王子と親しくなってこいと言われたときも、好きなように任せると言われたときも、いつもの祖父と変わりなかった。いつもの、少しだけ悪いことを考えている祖父にしか思わなかった。

　それなのに……二人の口から出てきた真相は、少しどころか、最大最悪の罪の話。一人二人が殺されるのとはわけが違う。何万、何十万……いや、もっとかも知れない。そういう単位の人々が、その後の人生を狂くるわせられることになる。

　国家転てん覆ぷく。

　問答無用の極きよつ刑けいに当たる、反逆罪。

「わたくしはただ、王子様を通して皇室に何らかの影えい響きよう力を持つためと……あるいは他の諸しよ侯こうより先に、中原にパイプを作るための画策か何かだとばかり……」

「……聞いて……なかったんですか？」

　コーネリアはひどく落ち込んだ顔をしていた。

「知っていたら、いくらなんでもあんなふざけた振ふる舞まいできませんわよ……」

「……あ……あはは……は……。そう、ですよね……おふざけ……はは」

　ちょっとくらい本気じゃないかと憶おく測そくしていたマヒロは、舞い上がっていた分だけ勢いよく地面に墜つい落らくした気分だった。

　コーネリアは深々と重い溜ため息いきをつく。

「……信じられませんわ……。政治ってそういうものなんですの……？」

「そういう、って……言われましても」

「国を滅ぼすとか、滅ぼさないとか、そんな話をした後に、そうやってへらへら笑っていられるのが政治なんですの……？」

　もちろんマヒロ自身には、そこまでへらへらしている自覚はなく。

　ふと、共和国で出会ったある男のことが目に浮うかぶ。

「まあ……政治のことでいつも気難しい顔してるのは、革命家くらいのものですよ。たぶん」

「……お爺様は……本気、なんですの……？」

　これについては、一度溜息をつく。

「実際にそれだけの軍勢を見たわけではありませんが……あの様子だと、何らかの手だてはあるのでしょうね」

「……マヒロ様は……本気でいらっしゃいますの？」

「ええ。僕についてはあの部屋で述べた限りです。必要ならひっくり返します」

　マヒロがあっけらかんと言うと、ぽん、と弱々しく、突つき放すように肩かたを押された。

「……信じられませんわ……」

　それきりコーネリアは窓の方へそっぽを向き。突き放された以上、マヒロは反対側の窓に寄りかかったまま彼女に近付けるはずもなく。

　車窓から見える上層区の街並みは美しく、豊かで、皆みな笑え顔がおで歩いている。身なりが違うだけで、それは帝てい都とへ初めて来たときにマヒロが見た商業区や産業区の人々の笑顔と変わりない。ミスマルカの民たみは穏おだやかで朗ほがらかだったが、この国の人々は共和国やヴェロニカのような都会と同様、潑はつ剌らつとして活気に満ちていた。

「……コーネリア様はこの国がお好きですか」

「……自分が生まれ育った国ですもの」

「バクターヌ公も、そうだったのでしょうね」

「……」

　少しして、窓の外を向いたままコーネリアは言った。

「……だからといって……。今はもう違う国ですわ。それなのに、どうして……」

　難しい質問だった。難しかったが、マヒロは自然と、思った言葉を口にした。

「国というのは、個人を形成する上での重要な要素の一つです。失ってしまった自分の一部を取り戻もどしたいと考えるのは、当然のことなのかも知れません」

「……」

　また少しして。

「……マヒロ様も、そうなんですの？」

「さあ、どうでしょうね。僕がいたミスマルカの多くの民は……もちろん、それぞれ思うところはあるのでしょうが……占せん領りようされる以前と、あまり変わらない暮らしをしています。僕はそれに満足しています。そして支配下であれ、独立するのであれ、民を苦しめるような混乱だけは避さけたいと思っています」

「……」

「……信じられない気持ちはともかく……現時点では何らそうした証しよう拠こはありませんし。時間がないとは言っていましたが、今日明日の話というわけでも……」

「……お爺様」

　あまりに小さな声で、馬車の蹄ひづめの音にも搔かき消されてしまいそうだった。

「え？」

「お爺様、心臓の具合がよろしくないの……」

「……」

　……時間がない。

　大公がそう述べたときの悲ひ壮そうな瞳ひとみ。

　シャルロッテが言っていた、こんなにも早く、派手に仕し掛かけてきた理由。

（……これか……）

　一気に重くのし掛かる。

　ひょっとすると、これこそが最大の懸け念ねん事じ項こうになるかも知れないと。

「……わかりました。そのことも含ふくめて勘かん案あんしておきます」

　ほどなく、馬車は皇こう宮ぐうの正門前に到とう着ちやくした。

　御ぎよ者しや台だいから降りてきた付き添そいのメイドが、マヒロの側のドアを開ける。

　降りるが、コーネリアは頰ほお杖づえを突いてそっぽを向いたままだった。

「あの……見送り……」

「この期ごに及およんでそんなことを言える神経が信じられませんわ」

　それを聞いたメイドが、車中で何があったのやらと、マヒロを疑いの眼まな差ざしで射すくめる。

「いや、あの……別に僕は何も、ね……？」

「でも、……ありがとう」

　そっぽを向いたままコーネリアが言った。

「元気付けようとしてくださったのでしょう？」

「……そう受け取ってもらえたのなら」

「ド下手でしたけど」

「……。」

「政治だけでなく、レディについてもお勉強なさることをお勧すすめしますわ」

　それきり。

　おっかない目をしたメイドがコーネリアとの間を遮さえぎるように強くドアを閉め、軽けい蔑べつ的な目でマヒロに頭を下げ、無言のまま御者台に戻る。

「くっ、くれぐれも言っておきますが！　余は！　僕は何も！　そんな、やましいことは何も……！」

　馬車は、かたこと揺ゆれて、いま来た道を取って返していった。

　代わり。メモ帳片手の連中がわらわらと。

「ＧＭＮ新聞社の者ですが、あなたがいま噂うわさのマヒロ王子ですか!?」

「ルナス様がお婿むこ候補として帝都へお連れしたという話は本当ですか!?」

「一部では皇帝陛下にドロップキックをかまされたという噂もありますが真相は!?」

「いまの馬車のお嬢様とのご関係は!?」

「写真を一枚よろしいですか!?」

　ラジオリポーターも、無ぶ精しよう髭ひげ生やしたベテランブンヤも、妙みように小こ綺ぎ麗れいな女記者も、わいわい、がやがや。

「違ちがいます！　違います！　人違いです、人違いです！　のーっ！　のーこめんとっ！　僕から言えるのは、マヒロ王子はとっても優やさしくてフリーダムなナイスボーイということだけですっ……!!」

　マヒロは泣き叫さけびながら、正門の中へ逃にげ帰った。
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　夜。

「……なるほど、ね……」

　話を聞き終えたシャルロッテは机き上じように手を組んだまま、小さく嘆たん息そくした。

「ではあなたの見立て通り、本気かも知れませんね。長くて一年。早ければ半年以内」

「また具体的に言いましたね」

　マヒロの疑問に、シャルロッテはこともなげに答えた。

「一週間後に死ぬなんて宣告できるのは呪じゆ術じゆつ師しくらいのものよ。まともな医者なら患かん者じやに最低限の希望を持たせるために、もって一年、もって半年、くらいの言い方をするでしょう」

　本当の大おお怪け我がや、本当に末期的な病状であればともかく……実際に会ったマヒロ自身、コーネリアから言われねばわからぬほど壮そう健けんそうであった。

「……なるほど。確かに」

「以内だから、もちろん今日明日の可能性もあるけれど……開通式に招待したって言うなら、それまではマージンがあるはず」

　マヒロは小さく肩かたをすくめる。

「もしくは、そこで何かを仕掛けてきますか」

「そういうことね」

　シャルロッテの机には、バクターヌ家からさっそく届いたという招待状が一枚。

「どうします？」

「行ってらっしゃい」

「いいんですか？」

「事前予告したってことは、あんたについて危害を加える気はまずないでしょう。逆に考えれば、領内に呼ぶってことはさらに深い話……恐おそらくはあんたに充じゆう分ぶんな勝算を認めさせるために、手の内の一部を明かす腹積もりなのよ」

「……確かに、それは充分考えられますね」

「ええ。いくらか護衛も付けてあげるし、あなたの言う通りに護衛が離はなれられるようにも整えるわ。だから安心して行ってらっしゃい」

　そこでふと思う。

「つまり……今日の僕は、殺されても文句の言えない状態だったわけですよね？　いくらエサでも、糸の付いていない針を放流するのは釣つりとしてどうかと思うんですが」

「何かあったときのために、葉は多た恵えと貴月にはマークさせていたわよ」

「……え？　ほんとに？　全然気付かなかったんですけど」

「本当に。あんたまた他ひ人とに出された紅茶を、自分から先に口付けたんですって？」

「う、うわぁ……、本当だぁ……おっかなぁい……」

　もちろん用心して、いきなり飲み込むような真ま似ねはしなかったが。だったら最初から飲まなければいいのだが……ああいった状じよう況きよう下かで出される酒や茶を口にする行こう為いには、相手を信用している、というアピールをする意味合いもある。

「で、もう一人の方は？」

「嫌きらわれました」

「……そ」

「僕のような没ぼつ落らく王子なんて、最初っからお遊びでおふざけだったんです！」

「当たり前じゃないの」

「そこまで当然のように言われるとそれがまた傷付くというか……でも真ま面じ目めな話、姉上が自在に使い回せるほど……こういった話には慣れていないみたいでしたよ」

「そりゃあ、あの娘こはまだ若いもの。それくらいは慣れればどうとでもなる話なんだけど……」

　だから同じような若さで、これだけ使いっぱしれるマヒロが異常なのだ。

「……まあいいわ。じゃあ差し当たってはバクターヌ公の方ね。式典でヘマやらかさないように。何かあっても抜ぬかりのないように。明日から暇ひまだったら話のタネに鉄道や機関車の勉強でもしておきなさい。いい？」

「わかりました」

「はい、結構。……ああ、ところで」

「なんですか？」

「気付いたかしら？」

「……何にですか？　葉多恵さんと貴月になら……やっぱり……」

　今日の一日を頭の中で振ふり返ってみる。

「……ええ、まったく。不自然なことは思い当たりませんでした」

「そう。だったらいいのよ」

　そのときのシャルロッテは、なぜか嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。
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　数日なんてあっという間に経過し。

「マヒロのやつは、今いま頃ごろ式典の準備でもしているのでしょうか」

「多分」

　ユリカはルナスと、退たい屈くつしのぎにチェスを打っていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。あのコーネリアという娘は、仕事ビジネスでマヒロ王子に近付いてきただけ。本当に横取りするつもりなんてない」

「……わかっています。それくらい……」

「そう」

　ユリカは盤ばん面めんを眺ながめながら、嘆たん息そくしそうになった。ルナスの打ち筋だ。頭でわかってはいても、心で安心しきれてないから、手が乱れる。

　ルナスには直情的なところもあるが、一軍を率いる将でもある。戦略的、大局的な思考に甘い部分はあっても、攻せめ際ぎわ、引き際という、最前線において最も重要な局面を見抜く感性は天才的なものがあった。

　その資質はこんな盤上の遊ゆう戯ぎにもよく表れ、将しよう棋ぎやチェスの腕うでも決して弱くはないのだが……今日の妹の差し手には、幾いく分ぶんの乱れが垣かい間ま見みられた。

　それを見み透すかされるのが気まずそうに、ルナスが話題を変えた。

「……それとは別ですが、シャル姉がまた寝ね込んでいるそうですね」

「まあ。いつものこと」

　ユリカは頷うなずいた。昨夜は、親子揃そろっての夕食に顔を見せなかった。

　妹たちと違ちがい、シャルロッテは基本的に宮きゆう殿でんの外に出ない。あまり身体からだが弱いというわけでもないのだが、やはり毎日執しつ務む室しつに閉じこもっているのは、健康にいいはずもない。

　常人からすればとてつもない量の仕事をこなしているにもかかわらず、これといった趣しゆ味みも持っていない。

「根を詰つめ過ぎなのでは、と……たまに思います。私は剣けんの稽けい古こで、ユリカ姉は読書で気晴らしをできていますが……」

「心配？」

「……それはまあ。あんなでも、姉上は姉上ですから」

「大丈夫」

　ポジティブに言うなら、シャルロッテは仕事が趣味なのだ。まるでガーデニングのように手て間ま暇ひまかけてこの国を世話し、大きく育つのを見守るのが趣味のような人物なのだ。

　そしてこの国がいま帝てい国こくとしてあるのは、彼女の働きが大なることを、二人はよく心得ていた。諸しよ侯こうに不ふ穏おんな動きがあると言っても、こうして吞のん気きにチェスなどして、マヒロの話などしていられるのも……国についてはシャルロッテがいれば不安はない、という絶対的な信しん頼らいの表れでもある。

「……あとで見み舞まいにでも行きましょうか」

「……またフォルゴーレに追い返されるだけかも知れないけど。じゃあ、これが終わったら」

　ユリカはクイーンを一手、進めて、サイドテーブルから紅茶を取り上げた。




　　　　◆




《……即すなわち今日、この時を迎むかえられたことは、グランマーセナル帝国の益々の発展と繁はん栄えいを象しよう徴ちようしていると言っても過言ではなく、私にとっても無上の喜びに他ほかなりません……》

　駅前の広場には、鉄道の開通を喜ぶために多くの人々が詰めかけていた。地元の人々のみならず、取しゆ材ざい陣じんはもちろん、鉄道の管理局員、レールの敷ふ設せつ作業に携たずさわった多くの労働者、新型機関車の設計製作に携わった作業員等々……皆みな、その日の青空にも負けぬ晴れやかな笑え顔がおで大公のスピーチに耳みみを傾かたむけていた。

「……マヒロ様」

　演えん壇だんの横に控ひかえていたマヒロに、羽根付き帽ぼう子しとドレス姿で着き飾かざったコーネリアが言う。

「先日のことについては……誰だれかにお話しになりましたの？」

「……シャルロッテ様には」

「そうですの……」

《……この鉄道が、新たな仲間である中原領と、我がバクターヌ領、そして帝都に、より多くの豊かさと、幸せを運んでくれることを願います》

　大きな拍はく手しゆと、賑にぎやかな歓かん声せい。それは決して儀ぎ礼れい的なものではなく、老大公が領民から、大いなる信頼と支持を寄せられているのがよくわかる一幕だった。

　壇上よりステッキを突つきながら降りてくる祖父にコーネリアが付き添そい、壇の横にいる司会の者がプログラムを読み上げる。

《続きましては、この北西線の開通とグランバクターヌ駅の開設を共にお祝い頂くために遥はる々ばるミスマルカよりお越こし頂いた、マヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルト王子よりお言葉を頂きます》

　やっぱりテープを切るだけじゃなく喋しやべるのか、とマヒロは陰いん鬱うつな気持ちになった。半ばお祭りのようなものなので、誰が何を言っても良いのだろうけれど。

　ひとまず背筋だけを伸のばし、大公とコーネリアと入れ替わりに壇に上がる。

《皆みな様さま、初めまして。只ただ今いまご紹しよう介かいにあずかりましたマヒロ・ユキルスニーク・エーデンファルトです。と言っても大事なことや、良いことはたった今、大公閣下に全すべて言われてしまったので……どうしましょうか》

　和なごやかな笑いを誘さそいつつ、マヒロは短く、一分ほど。

《……そんなわけで帝都も、昨日から訪おとずれているこの町もとてもいいところですけど、中原の方にも一度、足を運んでみてください。よろしくお願いします。以上です》

　軽く一礼すると、温かな拍手を送る聴ちよう衆しゆうの中に、悪い顔をしている者はいなかった。どうやら、好意的に受け入れてもらえたのだろう。

　それから駅舎の入り口にバクターヌ公、町長、駅長、鉄道局員ら数人と一いつ緒しよにマヒロは並んだ。鉄道開通と、駅の竣しゆん工こうも兼かねて一同の前に渡わたされたテープを、一いつ斉せいに切る。

　一ひと際きわ大きな歓声と拍手の中……よく考えれば中原大使としての、表向きには初めての公務。どうやら成功に終わったようだと、マヒロは不思議と安あん堵どした。

　歩み寄ってきたロベルトが言った。

「ありがとうございました、マヒロ王子」

「いえ、こちらこそ、バクターヌ公。このような良い式典にお招き頂いて光栄です」

　握あく手しゆを一つ。

　それからマヒロは、改札の方を見ながら言った。

「しかし……予定では、噂うわさの魔ま導どう機関車はすでにホームに入っているとのことでしたが？」

「それでしたらご心配なく。少しトラブルがあったそうですが、すでにこちらに向かっているとのことです」

　そう言って老大公は、懐かい中ちゆう時計を取り出し、一目見てすぐに懐ふところに収めた。

「せっかくですので駅長室でお茶でも淹いれさせましょう。よろしければそれまで、マヒロ王子も構内を散策されてはいかがですか？」

「……あ、いいですか？　わかりました、ではそうさせてもらいます」

　そして大公とコーネリアとは、一いつ旦たん別れる。

　マヒロのみならず、四大大公の一人がいる。構内には、厳重な警備が敷しかれている。領内の兵だけでなく、バクターヌ家の私兵、シャルロッテがマヒロに付けて寄こした騎き士したちもいる。何より人目が多い。危険は少ないだろうと、マヒロは歩き始めた。

　そうしてまずは混雑する改札口を避さけ、一息つこうと人気の少ない通路へ赴おもむいてみたところ。

「ＧＭＮ新聞ですがマヒロ王子、鉄道開通について改めて今のお気持ちを一言！」

「王子もお帰りにはこの鉄道をご利用されるのですか？　やはり上り一号列車にご乗車で？」

「ＧＭラジオ・バクターヌ支局が、グランバクターヌ駅より録音でお送りしております」

「ルナス皇女のご婚こん約やく者しやとして帝てい都とにいらしたという件についてですが……」

「それについて皇帝陛下と何らかの対立があったという情報もあるのですが？」

「先日、コーネリアお嬢じよう様さまと密会されていたという噂に関して……」

　メモ帳片手の連中がわらわらと。今日については、録音用マイクを持ったのも一人二人。最前線には宮きゆう殿でんの正門前で見た記者も。

　……そう言えば、こういう場合の対応に関してはシャルロッテとも打ち合わせていなかった。

「わかりました。ここだけの話ですが全て事実です。余は超ちようモテモテなので皇帝に一人なんてケチなこと言わず娘むすめ三人全部側室に寄こせと言ったところ危あやうく全面戦争になりかけました」

「……。」

「……。」

「……。」

「……影かげ武む者しや？」

「……スポークスマンだろ」

「いつの間に入れ替わったんだ？」

「これじゃ記事になんねえなぁ……」

　三々五々。

　事実はゴシップより奇きなり。

「……」

　が……先ほど最前線に突つっ込んできた女性記者の一人が妙みように気になり、マヒロは呼び止めた。

「あの、君」

「はい？」

　やはり宮殿前でも最前線にいた女性記者だった。アップにまとめた金きん髪ぱつに、目ま深ぶかに被かぶったハンチング帽ぼう。レンズの大きな色の薄うすいサングラス。赤いネクタイを締しめたブラウンのブレザーと、活動的な膝ひざ丈たけのプリーツスカート。

　他の連中と違ちがって妙に小こ綺ぎ麗れいだったので、記き憶おくに残っていた。

「あの……」

　それは帽子も被っているしサングラスもしているが……整った顔立ちをこうして間近にしてみれば。

　いや、そんなはずはないのだが。

　そんなはずは……。

「どうかしました？　私の顔に何か付いてます？」

「…………失礼ですが、お名前は？」

「あ、はい！　私フリーのジャーナリストをしているシャーリー・ロッテって言います！　特技はよくシャルロッテ様に似ているって言われることです！」

　そう言って彼女は名めい刺しを一枚。

「あ……ああ。なんだ。特技ですか」

　それはそうだ。まさかとは思ったが、まさかはまさか。冷静に考えれば、いるはずがないのだ。だいたいが護衛がいない。昨日この町に入ってからノアールローゼン一人見ていない。シャルロッテが出るとなれば、エーデルワイス以下の特級侍じ従じゆう隊が総出でついてくるだろう。騎士団だって一個二個で済むかどうか。

「いや、特技と呼べるのかわかりませんが……てっきり姉上かと」

　皇帝に次ぐ帝国の最重要人物なのだ。この構内にＣＩＣの一人でも紛まぎれ込んでいたら、それだけで大陸の情勢がひっくり返りかねない。

「あ、ということはつまり？　私をシャルロッテ様と間違えて姉上と呼んだということは、やはりルナス様とはそのようなご関係が？」

　メモ帳にすごい勢いでペンを走らせ始める。

　それはそれで口が滑すべったかとも思ったが。

「わかりました。あなたの熱意に免めんじてここだけの話ですが、シャーリーさん」

「はい、はい。なんですか？」

「シャルロッテ様ってああ見えてものっ凄すごい性格のひねくれた超ドＳワガママ女」




　どふっ。

　どふっ。どふっ……。




　ずどふっ！




「……あっ!?　ご、ごめんなさい私ったら!?　安物のペンだから手が滑っちゃって……！」

　ともあれマヒロは彼女の手を摑つかみ、『関係者以外立ち入り禁止』のドアの中に彼女を連れ込み、ドアを閉めた。

「……って、なにやってんだあんたあああああああああああああああああああ!?」

「えっ、えっ。何って、お仕事ですよ！　取材を……！」

「まだシラ切るかこの超嗜し好こう性暴力女!?　滑った手が三度鳩尾みぞおちにクリーンヒットしたことは百歩譲ゆずったとしても最後のお膝おキックはありえんだろうがっ!?」

　ついに観念したように、彼女は横を向いて小さく舌打ちした。

「ちっ。案外簡単にバレちゃったわね……」

「……あそこまでやって簡単にはバレないと思っていたその腐くさった性しよう根ねに驚おどろきました。というか、帝国の第一皇女がお忍しのびとか何アホなことをやっているんですか」

「ミスマルカ第一王太子のあんただって似たようなことやってたんでしょ」

「立場が違うでしょう、立場が！　うちは超ちよう弱小国！　ここは共和国と並ぶ大陸の最重要国家！」

「そんな堅かたいこと言わないでよ。私だってたまにはね、民衆の喜ぶ顔を間近で見たいわけ」

　翻ひるがえっては、宮きゆう殿でんで見えるものなど、貴族のおべっか使った笑え顔がおばかり。つまりはこれが、シャルロッテの原動力。国が栄え、民たみが喜び、それを自身で目まの当たりにすること。

「……たまには、ってことは……」

「別に今に始まったことじゃないわよ。社交界の事情通、シャーリー・ロッテって言えば業界じゃちょっとは知れたものなんだから」

　言われてみれば確かに、宮殿の前でも、さっきも、歴戦っぽいブンヤたちに混ざりながらも、ほとんど違い和わ感がなかった。

「……マジで？」

「ま、あんたもミスマルカじゃ城下に抜ぬけ出す気さくな王子様で通ってたみたいだけどね。私くらいになるとレベルが違うのよ、レベルが」

　ふふん、と小鼻を鳴らし、得意満面にペンを振ふるシャルロッテ。

「記者だったら誰だれからだって、国や社会に対する率そつ直ちよくな意見が聞けるでしょ。忘れないようにメモ帳に書き留めておいたって何もおかしくないし……」

「……。」

　サングラスの奥で割と真ま面じ目めな目をするシャルロッテに、マヒロは呆あきれ半分、しかし感心半分。今の今まで、そこまで積極的に民の声に耳を傾かたむける王族というものをマヒロは見たことがなかった。そんなことするのはせいぜい自分くらいだろうと、高を括くくっていた節すらあったのが……上には、遥はるかに上がいた。

「……記事を通して情報操作もできるしね」

　にっ、と白い歯を見せて笑う事情通。

「報道のあり方について少し……いや、そんなのは今はともかく。これからバクターヌ公と会ってきますけど、ついてくるとかは言い出しませんよね？」

「ただの新聞屋が、さすがにそこまで首は突つっ込めないわよ。もう少し辺りを取材したら帰るつもり」

「……なら、いいですけど……」

　マヒロはどっと疲つかれた気分だった。

　護衛をしていた頃ころのパリエルが、どうしてあんな日がな一日怒おこっていたのか……その理由が、少しわかった気がする。

「さすがに、お一人でここまで来たわけじゃありませんよね？」

「ええ。ルディがオートモービル買ったってはしゃいでたから、慣らし運転ついでに」

[image: ]

「あの……他ほかには？　フォル子さんとか、葉多恵さんとか、貴月とか」

「メイドや忍にん者じやを連れた新聞記者がどこにいるってーのよ」

　嘆たん息そく。

「……じゃあ……もう、いいですけど……気を付けて帰ってくださいね？」

「ええ、せっかくだから夕方の列車で帰るわ。始発一号の特等チケットはさすがに取れなかったのよね」

　むしろ取材で特等席を取る新聞記者もいないと思った。

「あんたこそ気を付けなさいよ。私はいるはずのないシャルロッテでも、あんたは中原大使としてここに来ているんだから」

「それこそ言われるまでもなく、百も承知……」

　ガタン。

「「……？」」

　部屋の奥の物音に振り返る。

　　　　[image: ]

　通路で目に付いたから適当に入っただけの部屋だったが、掃そう除じ用具やレールの点検用具などを収めた物置のような暗がり。ロッカーの一つがガタ付き、その戸が開くと縄なわで括られ、轡くつわを嚙かまされた男が倒たおれ出てきた。

「っ……」

　マヒロはシャルロッテと共に近付き、その轡を外してやる。服装は鉄道局員のもの。

「君、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……誰かに、突とつ然ぜん……殴なぐられて……。……それよりっ……、はやく……」

「早く？　どうした？」

「……列車ジャック……、……強ごう盗とうがっ……」

　それでまた、気絶してしまった。

　幸いまだ息はある、が……。

　大型の車両が滑すべり込んでくる震しん動どう。ホームの方からの大きな歓かん声せい。それに応こたえる、甲かん高だかい汽笛の音。

「……私は医者と警備を呼んでくるわ」

「わかりました。バクターヌ公は駅長室で待っているそうなので、僕は駅長と大公に列車を止めるよう掛かけ合ってきます」

　シャルロッテは部屋を出ると、すぐに改札近くの警備兵の元へ。そしてマヒロが駅長室がどこか、周囲を見回したそのとき、コーネリアの声がした。

「あ……マヒロ様、捜さがしましたわ。お茶の用意が……」

「わかりました、すぐ行きます。すぐ行きましょう。駅長室はどこです？」

「え？　二階の方になりますけど……何か？」

　コーネリアが手の平を向けた方へ、足早に歩きながらマヒロは告げた。

「騒さわぎになるといけませんから、大公の元へ着いてから話します」

　小走りに駆かけるようにして階段を上がり、プレートを見て、コーネリアが追い付くより早く、ノックもなしにドアを開ける。

「……ああ、マヒロ王子。お待ちしておりました。どうかなさいましたかな？」

　マヒロは、あまりいい予感はしなかった。

　ざっと見回すが駅長の姿はない。バクターヌ公が応接用のソファにかけ、その護衛らしい男が室内に数人いるだけだ。

「駅長は？」

「彼なら列車を迎むかえるため、既すでにホームの方へ降りました。何かご用でしたか？」

　ヒールの音を鳴らし、遅おくれてコーネリアが入ってくる。

「マヒロ様、一体何が……？」

　問うたのはコーネリアだが、マヒロは真っ直すぐに大公を見み据すえて述べた。

「では大公でも構いません、列車がジャックされるという話を聞きました。すぐに出発を中止させてください」

　それを聞いたコーネリアは目を丸め、しかし大公の方は一いつ笑しように付す。

「マヒロ王子……誰だれから聞いたのかはわかりませんが、このような祝うべき日に、それをないがしろにするような悪い冗じよう談だんは感心しかねますな」

「何を言っているんですか！　冗談や何かだとしても、十分やそこら出発を遅らせ、車両と局員を調べるだけのことです！　その祝うべき鉄道が開通初日に乗っ取られたのでは、冗談にもなりませんよ！」

　そう言った瞬しゆん間かん、空気が変わった。

「……王子はそのような瑣さ末まつな話をするために、わざわざ私の領地までお出いでになったわけではありますまい」

　後ろで、コーネリアが服の裾すそを引くのがわかった。マヒロが半歩後あと退ずさったときには、入り口は大公の護衛によって閉とざされる。

　マヒロは一息の後、覚かく悟ごを決めた。

「……話が見えませんね、大公。あなたの自由が利きく手勢だけでは、到とう底ていこの国を覆くつがえすことなど不可能です」

「わかっています。だが他の諸しよ侯こうだけでも、いわんや中原だけでも不可能なこともおわかりのはず」

「ですから、まずは足並みを揃そろえなければ。足並みさえ揃えば無用な血を流さずとも、充じゆう分ぶんな圧力をして皇こう帝ていに迫せまることも適かなうはずです」

「……それで、殿でん下か。その具体的な期日の見通しについては」

　先日の会談よりこの数日、考えないわけではなかった。だが当然、保証できるほどの段取りが付けられたわけではない。

「……北中原や共和国との折り合いも付ける必要があります。各領地の民衆にも、その気運が高まらなければなりません。しかし……」

「そうです。到底、一年や二年で片の付く問題ではない……」

「何をそこまで急ぐ必要があるのですか!?　コーネリア様からも伺うかがいましたが、仮に余命幾いくばくだとしても、今動くのは無む駄だだと言っているのです！　それでは領民が、元を辿たどればあなたの祖国の民たみが傷付くだけです！　わかりきったことでしょう!?」

　内々にしていた病を孫に明かされていたことを知っても、マヒロが正論と思って述べた言葉を聞いても、ロベルト・バクターヌはゆっくりとかぶりを振ふるだけ。

「一番恐おそろしいのは、殿下」

　長く生きた胸中の、様々な思いのこもった、深い、深い色の瞳ひとみだった。

「十年先……二十年先。やがて、そうしてこの国が傾かたむきかけたとき。祖国を知らぬ者たちが祖国の名を騙かたり、祖国と正義のためではなく、野放図な自由と権益のために戦うことです。そうして欲に満ちた戦いの果てに、我が祖国の名が汚けがされることです」

「……っ」

　マヒロは強く奥歯を嚙かんだ。

　彼の背に負う悲ひ壮そうな想おもいに、自国や、中原の国々で見た民の姿が重なり。

「……ですが、大公……今でさえ、帝国に対するほどの戦いくさを仕し掛かけるとなれば、多くの若者を動員することになる！　あなたが掲かかげた祖国という大義のために傷付くのは、祖国を知らぬその若い世代です……！」

「若者たちは自由のために闘とう志しを燃やし、我々はそれを祖国の解放と喜ぶ。それだけのことです。年寄りの我わが侭ままということはわかっています」

　いよいよ、老大公がステッキを両手にして腰こしを上げる。真っ直ぐにマヒロへと向き直る。

「話を戻もどしましょうか、殿下。先ほど申し上げた通り、確かに私の手勢だけでは不可能です。だが私の手勢なしには、他の諸侯にも勝算はありますまい」

　そして謀む反ほんなど。

　一度失敗すれば、二度目はない。

　バクターヌ公という一大巨きよ頭とうを失うことは、反乱分子にとってはこの上ない痛手となるだろう。

「つまり。私が動けば、他の諸侯は動かざるを得なくなる……ということです。さあご決断を、殿下」

「……」

「保証します。我ら元からの諸侯だけならば良くて五分。しかし中原方面の協力を得られるならば、万ばん全ぜんとなります」

「……不可能です、大公。中原領における実権を持つのは、ラズルカ王その人です。あの方もまた、何より民を愛されているお方です。僕が今からミスマルカまで取って返したところで、首を縦に振るとは思えません」

「ならば……」

　彼は懐ふところへ手をやり、そして懐かい中ちゆう時計ではなく。

「お爺じい様さまっ……!?」

　コーネリアが悲鳴じみた声を上げた。

　バクターヌ公が手にし、マヒロへと向けたのは、見事なエングレービング輝かがやく銀色のリボルバー拳けん銃じゆう。

「動いてもらうしかありませんな」

「……脅おどしでは動きませんよ。僕は」

「脅しではありません。あなたにはここで死んでもらう」

　そう言って彼は、撃げき鉄てつを引き起こしていく。その護衛たちは腰の鞘さやから抜ぬき身を放ち始める。

「我々は二十年を過ぎてなお、その心を失わなかったのです。父上を討うたれたあなたが堪たえ忍しのんだからこそ押さえ込まれた憤ふん懣まん、あなたという要かなめを失えば、その反動は生半可ではありますまい」

　わかってはいたことだ。

　その可能性をシャルロッテに示し唆さしたのは、他ほかでもないマヒロ自身。

「……確かに。そうでしょうね」

　誤ご魔ま化かすことなく認めながら、マヒロは周囲に視線を配す。

　一地方の凄せい絶ぜつな混乱でも、それが帝国に対するものならば、諸しよ侯こうにとっては充分利するものになる。だが、可能であればそのエネルギーをより統制の取れたものとしてコントロールしたい。

「もう一度だけ問います。ご決断を。殿下」

「やめてください、お爺様！」

　コーネリアが叫さけび、マヒロの前に身を挺ていするように両手を広げ、立ちはだかった。

「間ま違ちがっています！　こんなのは間違っています！」

「……どきなさい、リア」

「どきませんっ！」

　頑がんとして睨にらみ付ける孫まご娘むすめに、老大公も視線と語気を強めた。

「どきなさい」

「何が祖国ですか！　若者だとか犠ぎ牲せいだとかっ……！　死を恐おそれ、バクターヌの名と地位を私利私欲のために利用しているのは、お爺様の方ではありませんかっ！」

　その全すべてを悟さとったように、ロベルト・バクターヌは否定も肯こう定ていもしなかった。

「……もう遅おそい。リア。そこをどくのだ」

「どきませんっ！　私はバクターヌ公国の民たみではありませんっ！　グランマーセナル帝国の臣民ですっ！　裏切り者の言葉に耳を貸す義理などありませんっ!!」

　涙なみだながらにコーネリアが吐はき捨てる。

　その痛つう烈れつな言葉に、あれほど泰たい然ぜんとしていたバクターヌ公の顔が、初めて苦く渋じゆうに歪ゆがむ。

「そうか……コーネリアよ……」

　外からは一号車の出発を祝う盛せい大だいなファンファーレが聞こえてきた。

　その賑にぎわいを合図としたように、老大公はわずかに息を止め、目を見開く。その仕草。殺気という名のそれを感じ取った瞬しゆん間かん、マヒロはコーネリアをその場に押し倒たおしていた。銃じゆう弾だんはマヒロの髪かみをかすめ、駅長室の真新しい厚い木のドアに穴を穿うがつ。

「っ……」

　短く一息の後、マヒロは震ふるえるコーネリアの身体からだを庇かばうように立ち上がらせ、次の行動に備えた。当然だが大公は熟達の暗殺者ではない。射撃の手しゆ腕わんはそれほどでもない。銃の口径も小さい。護衛たちは刃は物もののみで銃は手にしていない。距きよ離りさえあれば、まだなんとかなる。

　ロベルトは、小さく肩かたで息をついていた。

「……もう遅いのだ。あの魔導機関車は一度走り出せば、帝てい都とまで止まることはない。一時間もすれば魔導機関が臨界を越こえて暴走を始める。その莫ばく大だいな魔力は、機関の自じ壊かい寸前である魔ま法ほう陣じんへと流れ込む」

「魔法陣……？」

　マヒロの疑問に、大公は言葉で返した。

「賊ぞくには、機関車のコントロールを乗っ取るための装置だと伝えてあるが……単純なベクトル変へん換かん型の魔導器だ。障気を発生させるためのな……」

　マヒロは目を見開いた。

「くっ……そ、がっ……!!」

　それが狙ねらい。

　こんなにも急ぎ、派手に動く理由。その最後の謎なぞ。即すなわち、勝算。

　ファンファーレの終わりと同時、出発の合図の汽笛が一つ。一ひと際きわ大きな歓かん声せいが聞こえてくる。

「単純だが、臨界突とつ破ぱしたエネルギーであれば帝都は数年に亘わたり死の都となるだろう……、皇族が死に絶え、中ちゆう枢すうの指揮系統さえ失ってしまえばっ……ぐっ……」

　いよいよの段となり、極度の緊きん張ちようと興奮が祟たたったか、バクターヌ公が胸を押さえて照準を逸そらす。護衛らが跪ひざまずいた大公に気を取られた瞬間、それが持病によるものだと察したコーネリアはマヒロの手を引き、ドアを蹴け破やぶるように飛び出した。

「っく……！　私のことは構うな、いつもの発ほつ作さだ……何をしている、追え……！　あの二人を逃のがすなっ……！」

　　　　[image: ]

　一号列車。その先頭に接続された機関車両。

「うぇっへっへ、楽な仕事だぜこいつぁ……」

「こんなもんいつ乗ったって変わらねえってのによ。最初の便ってだけでアホな金持ち共がたんまり乗ってやがる」

　局員の制服姿をした男たちが野や卑ひな声で笑い合っていた。床ゆかには既すでに警備員、機関士、運転士、車しや掌しようともが倒れている。

「なあキリンよぉ。こんなにうまく行ったんだ、そんな機械なんかなくったって別によかったんじゃねえか？」

「はぁ～あ？　馬ば鹿かなこと言ってんじゃないよぉ？」

　きっちりとネクタイを締しめた車掌の制服に、しっかりと制せい帽ぼうを被かぶった男が、空になった大きなトランク片手に振ふり返る。清潔感のある小こ綺ぎ麗れいな服装とは裏腹に、眉まゆをハの字にした卑ひ屈くつな笑みと、波打った長めの黒髪。

「これが一番大事なんだよぉ、これがぁ。何かあったら大変だろ？」

　機関の奥には、銀光りするポッドが既に取り付けられていた。

　賊たちは元からのチームではない。この話のために寄せ集められたような一団だったが、その話を持ちかけてきたキリンというこの男は、それら爪つま弾はじき者たちの中でも一等、異質な雰ふん囲い気きを持っていた。

「そりゃ、ま……」

「このテの仕事にトラブルは付きもんだが……」

「そうさ。だからぁ、段取りはしぃっかり踏ふまなきゃならんわけよ」

　それはもう、大変なことにするために。

　男は笑いながら帽子を深く被り直し、運転席の操作レバーに手をかけた。

「よぅしっ、行くぜぇ！　しゅっぱぁあぁあっつ！　しんっこぅおぉおぉおぉおぉおっ!!」




　　　　◆




「マヒロ様、列車が……！」

「くそっ、間に合わないっ……！」

　一階まで降りてきたときには、列車はホームを滑すべり出していた。改札の向こうもこちらも鈴すずなりの人だかり、搔かいて分けられる密度ではなかった。そんなことをしているうちに、列車は遥はるか彼方かなたへ行ってしまうだろう。

「だーかーらーっ！　わっかんねーやつだわね！　さっき運ばれていった局員が言ってたの！　強ごう盗とうが乗ってんのよ!?　私が実はシャルロッテ皇女だって言ったらどうするつもり!?　あんたあとで絶対減給で降格で謹きん慎しんにしてやるわっ！」

「ふざけるなこの不敬者が！　我らがアイドルのお美しくお優やさしいシャルロッテ様が貴様のような下品な言こと葉ば遣づかいをするか！　帰れ馬鹿者！」

　マヒロはシャルロッテが何やらのために振り上げた拳こぶしをすれ違ちがい様に捕つかまえ、そのまま手を引いてコーネリアと共に駅の構外へ飛び出した。

「えっ？　ちょっとあんたたち、何よ、どう……」

「強盗なんて生なま易やさしいものではありません！　ルディは!?　クルマは近くにあるんですか!?」

　すぐに大公の護衛が飛び出してくる。

「止まれ！　誰だれかそのガキを引っ捕とらえろ！」

「生死は問わん！　あの誘ゆう拐かい犯はんを捕らえた者には報ほう奨しようを出す！」

「マヒロ王子の名を騙かたりコーネリアお嬢様をさらった不届き者だ！」

「ふざけんなこのクソ平民風ふ情ぜいが余は正しよう真しん正しよう銘めいミスマルカ王朝直系マヒロユキルスニークエーデンファルト宇宙大たい帝てい殿でん下か陛下猊げい下か閣下だ馬ば鹿か野や郎ろうっ!!」

　周囲が何事か、あるいはなんの催もよおしか、判断を決めかねているうちに駅前広場を駆かけ抜ぬける。

「なに、なに!?　なんか派手なことやらかしたみたいね!?」

「いつまで記者ごっこやってるつもりですか!?　大公の真の狙ねらいはあの新型機関車です！　帝都に到とう着ちやくを許せば大だい惨さん事じになります！」

「なるほどね！　概がい要ようは理解したわ、こっちよ！」

　走りながら、コーネリアが当然の疑問を口にする。

「マヒロ様、こちらの方は……!?」

「詳くわしくはあとで！　この国で一番頼たよりになる人です！」

　シャルロッテの手引きに従い道を逸れ、路上に並んだ多くの馬車とオートモービルに混じってルディ＝シャンクが立っていた。

　ボンネットの長い、幌ほろ付きの、帝都で流行のクラシックスタイル。買ったばかりの自じ慢まんのオートモービルにもたれかかりながら、通りすがりらしい数人の貴族娘むすめと親しげに談だん笑しようなどしている。

「で、どうかな？　これから僕と一いつ緒しよに、こいつでドライブでも」

「えー、すごい、お若いのにお車をお持ちだなんて！」

「お金持ちなんですね！　ロッテンハイム宮にお勤めって本当なんですか？」

「ねえねえ、どうしようか？」

　ルディはさらりと前まえ髪がみをなびかせ、白い歯を輝かがやかせた。

「はっはっは、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。何も怖こわいことなんてしないさ。と言ってももちろん、君たちがそういう火遊びに興味があるなら話は」

「っかあしいわこのボケが!!」

　叫さけび、マヒロはその側頭部に向けて前方宙返りからの浴びせ踵かかと蹴げり一発。石いし畳だたみに倒たおれたルディに、シャルロッテが手を差し出す。

「鍵かぎ」

「ってて、いきなり何をっ……！　あ、シャルロ……シャーリーお嬢様と、マヒロ王子……と、そちらは確かバクターヌ家の……？」

　ゴッ。

　と、シャルロッテのショートブーツの爪つま先さきが寸すん分ぶん違たがわずルディの眉み間けんに突つき刺ささる。

「カ、ギ。私が同じこと二回言うの嫌きらいだって教えなかった？」

「あ、はい、キーはこちらに……」

　ルディが尻しり餅もちついたままポケットから出したクルマのキーを、シャルロッテはひったくる。追っ手がすでに向こうに見えてきていた。

「乗って！」

　シャルロッテが運転席に滑り込むのと同時に、マヒロとコーネリアは後席へ。

「えっ？　いやちょっと！　これ、私の買った車でっ……！」

　造作もなくエンジンをかけたシャルロッテを見て、慌あわててルディが空いている助手席のドアから乗り込む。

「というかシャルロッテ様、オートモービルの運転資格って……！」

「そんなものっ、走りたいという気持ちさえあれば充じゆう分ぶんよっ！」

　ギアを入れ、アクセルを思いっきり踏ふみつける。

「逃にがすな!!　タイヤを狙」




　どんっ!!




「……。」

「……。」

「……。」

「……あの……、姉上……。ギヤがバックです……」

「さ……三、四メートル吹ふっ飛びましたよ……後ろの誰だれか……」

　マヒロとルディはそれぞれ息を吞のんで後ろを振ふり返る。直接ぶつかったのは二人で、もう一人がそれに巻き込まれて路ろ肩かたに伸のびていた。

「だ……、大丈夫よ、我が国では国民に一日一いつ杯ぱいの牛乳を飲むことを推すい奨しようしてるし、だからカルシウム豊富だし……」

　言い訳にもならない言い訳をしながらガチャガチャとギアをいじって、今度こそ前へ、タイヤを鳴らしながら急発進する。

「とにかく、馬車やオートモービルの近くで遊ぶのが危険だなんて子供でも知ってることよ。あんな大人がいるから子供たちが安全で安心で健康に育てないのね、まったく……」

　完全に論理のすり替かえ……にもなっていない強ごう引いん過ぎる責任の棚たな上あげ。もしくは転てん嫁か。

「ああ……クルマに傷がっ……。一体何の騒さわぎなんですか、みなさんこれは……」

　トランクのへこみは諦あきらめたように情けない顔をするルディ。マヒロはシャルロッテに対しても、改めて説明した。

　機関車が帝都まで止まらないこと、障気の発生装置が積んであること、恐おそらくはタイミング的に、帝都に入ったところで機関が臨界突とつ破ぱしその装置が作動すること。その一いつ環かんとして大公は自分を殺し、否いやが応にも中原に反帝国の気運をもたらそうとしていること。

「へぇ……なるほどね、うまいこと考えてあるじゃない。私がバクターヌ公だったら、その手はアリね。ほぼ完かん璧ぺきだわ」

「感心している場合ではありません！　僕はともかく、今この時期に帝てい都とが滅ほろびたなんて言ったら……！」

「ええ。わかってるわよ」

　帝国は完全に分ぶん裂れつ、分断。北中原も共和国も、そんなおいしい話を放ほうってはおくまい。そうして大陸は、乱世の時代に逆ぎやく戻もどりするだろう。混乱は、人類を疲ひ弊へいさせながら、また再び何十年と……長く続くことになるだろう。

　シャルロッテが真しん剣けんな眼まな差ざしで小さな溜ため息いきをついた。

「……まさに予想し得うる最悪のシナリオね。ルディ、この辺りに外事局は？」

「ありますが、そのことが事実ならすでに大公の手が回っている恐れがあります」

　明日にも蜂ほう起きするつもりでいるのだ。マヒロにあそこまで大っぴらに手を出した時点で、バクターヌの領内はすでに敵地と考えていい。

「伝信機は？」

「仕し事ごと柄がら、一応トランクには積んでありますが……送信範はん囲いが帝都まで届くかどうか」

「そんなの呼びかけてみなきゃわからないでしょ。マヒロ、取ってちょうだい」

　そう言って、シャルロッテが運転席の下を見回し、それらしいレバーを引っ張り上げる。バクン、と後ろでトランクリッドの浮うき上がる音がした。

「シャルロッテ様！　前！　前を見て運転してください！　というかせめて私が運転しますのでっ！」

　よそ見をした間にクルマはなだらかに蛇だ行こうし、フェンダーミラーを街灯に引っかける。

「ああっ……！　買ったばかりなのに……！」

　頭を抱かかえてぼやくルディをよそに、シャルロッテが言う。

「マヒロ、伝信機！」

「えっ。姉上。だったらクルマを停とめて……」

「停めたら追い付かれるでしょ!?」

　背後からは明らかに公用らしき地味な黒くろ塗ぬりのオートモービルが数台、迫せまりつつあった。

「だからってどんな曲芸ですか!?　まかり間ま違ちがって転落死したら戦争なのですよ、戦争！」

「ああもうワガママね、二言目には戦争戦争って、人類ってなんて悲しい生き物なのかしらっ！」

　シャルロッテは大きくハンドルをぶん回し、交差路で急きゆう旋せん回かい。マヒロは遠心力で押し流されてきたコーネリアを受け止め、後続の一台が運転を誤りアパートの外がい壁へきに突つっ込んだ。

「イエス！　ざまぁ、ざまぁ！」

　そんな後ろを振り返りながらはしゃぐシャルロッテ。

「だからシャルロッテ様前をっ!!　ストォオオオップ!!」

　ルディの悲鳴じみた声。すぐ先の交差路に検問が敷しかれている。

「馬ば鹿かじゃないの!?　クルマは急に止まれないのよっ!?」

　そう言ったシャルロッテが踏ふみ抜ぬいたのはアクセルペダル。検問のバリケードは対馬車用のスパイク。馬であれば胸むな元もとを串くし刺ざしにされるが、そこまでの車高のない、またスピードも乗っているオートモービルは勢いのままバリケードを撥はね除のけ、市街地を突破する。

「ふっ、甘いわね。この私を止めたければ共和国から戦車でも持ってきなさいって話よ」

「ああっ……エンブレムもグリルもフェンダーもっ……」

　視界が開け、彼方かなたには快走する上り一号の姿が見え始める。

「改めて見るとでかい列車ですね……！」

「そりゃそうよ。レール四本、客車は旧文明時代のジェット旅客機を参考にした二階建てですもの」

　鉄道は船せん舶ぱくに次ぐ大量輸送手段だが、あまり連結が長くなり過ぎると、旧文明の時代と違い賊ぞくや魔ま物ものに襲おそわれたときに防ぼう御ぎよし辛づらくなる欠点があった。だから一両あたりの積せき載さい量を多くすれば、長々と連結せずとも従来以上の輸送量を維い持じできる、という設計思想から生まれたのがこの幹線鉄道であった。

「あっ、そう言えばこのクルマって屋根が開くのよね？　そうすればトランクまで簡単に手が届くじゃない」

「走行中の幌ほろの開閉はぁあああああっ!!」

　ルディの悲鳴も一手遅おそく、シャルロッテはフロントガラスの上の留め金に手をかける。走行中の風圧が車内に流れ込み、幌は強風に煽あおられた傘かさのように一気に捲まくれ上がり、全すべての留め金を振ふり切ってテイクオフ。

　後のち。

　飛んでいった幌はうまい具合に追っ手のクルマのフロントガラスに張り付き、視界を失った先頭車は他のクルマも巻き込みながらクラッシュした。

「さっ……さすが私ね。何もかも計算通り過ぎて怖こわいくらいだわ」

「買ったばかりなのに……ローンなのに……オプションのタン・カラーの幌なのに……」

「……姉上、さすがにルディが可哀かわい想そうになってきたんですが」

「何よ、よってたかって私が悪者みたいに！　悪いのはあいつらでしょ!?　ああほんと悪い連中だわ！　大だい丈じよう夫ぶよルディ、あなたの愛車の敵かたきはとってあげるから！」

「敵を討うつより修理代の領収書を切ってくださいませんか……」

「それはダメ」

「……。」

「ほらマヒロ、伝信機。少しスピード落としてあげるから」

　はいはい、と返事をしながらマヒロは座席から後ろへ身を乗り出し、トランクに手をかけた。

「あの、落ちないでくださいませ……！」

　不安いっぱいな表情をしたコーネリアが、マヒロの腰こしを抱だきかかえるように支える。

「ああ、大丈夫ですよ……っと、これだな」

　それらしいサイズの小型のブリーフケースを、トランク内に固定するバンドを解いて取り出し、無事元のシートに腰を落ち着ける。

「で、えーと……？」

　プロ仕様の無線伝信機だけあって、操作するボタンやダイアルがたくさんあり、知識がないと難しそうだった。

「あ、ちょっと揺ゆれるわよ。舌嚙かまないようにね」

　シャルロッテが言った瞬しゆん間かん、オートモービルが段差を乗り越こえた。そのスピードから車輪が予想外に弾はずみ、

「「あっ」」

　マヒロとコーネリアが呟つぶやいたときには、ぽーん、と……マヒロの両手の中にあった伝信機が宙を舞まっていた。慣性の法則により元の場所に落ちて……くることはなく、風圧に任せるまま後ろに。デリケートなハイテク機械の、スクラップ状に砕くだけ散るのが見えた。

「……ごめん、姉上。壊こわれちゃった」

「あんた自分の国じゃないからって危機感薄うすいんじゃねーのっ!?　もっと真ま面じ目めにやんなさいよ真面目にっ!!」

「真面目だし超ちよう真面目だし帝てい都と以前に命狙ねらわれてるの余だし!!　そもそもあんなあそこまであからさまに危険だってわかってる大公のところに単たん騎き突とつ入にゆうして情報引っ張ってこいとか言いだしたの誰だれですかっ!?」

「仮にそんな命令をしたのがどこかの誰かだったとしてもそれを承知の上で了りよう解かいしたのはあんたの意思だしそういう個人の自由ってもっと尊重すべきだと思うからあんたが悪わりぃんでしょうがあんたがっ!!」

「あの……、お二人とも、ケンカをしている場合では……」

　コーネリアが言う頃ころには、クルマは線路沿いの道路に入り、もう少しで列車に追い付こうかというところだった。

「まったくよ。さすがいいところのお嬢じよう様さまは言うことが違うわよね。どっかの没ぼつ落らく風ふ情ぜいと違って」

「うわ……王子とすら呼ばれなくなった……」

「で、ルディ」

「はい？」

「なんか赤いランプがピカピカ光ってるの、何？」

　ルディより先に、後ろにいたマヒロがインジケーターを覗のぞき込んだ。

「油温の上がり過ぎじゃないですか？　だいぶ長いこと上の方まで引っ張ってますし」

「……何かまずいの？」

「最悪、オーバーヒートってやつです」

　それを聞いたシャルロッテが、なぜだか嬉うれしそうに胸むな元もとで手を打った。

「あら、これが!?　そうなの！　マシンがイカレるのが先か、ゴールするのが先か……ギリギリの勝負になるぜ！」

「ゴールってどこですか!?　なんで盛り上がってるんですか!?　せめてハンドルから手を離はなさないでくださいっ!!　可能ならメーターより道を見てください!!」

　またもや絶ぜつ叫きようし、ルディが横からハンドルを押さえ付ける。

「ゴールったらあそこしかないでしょーよっ！」

　目標を見み据すえたシャルロッテが、握にぎり直したハンドルを大きく切って線路の方へ道を外れる。砂じや利りの道どう床しようを斜ななめに駆かけ上がり、小さくジャンプ。オートモービルの車体を線路に乗せる。

　列車最さい後こう尾びまではわずかに数十メートル。

　枕まくら木ぎと砂利道のひどい複合路面にシェイクされながらマヒロは叫さけぶ。

「どうする気ですかっ!?」

「あれだけデカいんですもの、伝信機の一つ二つ積んであるでしょ!?　それも帝都まで届く強力なやつ！」

　ルディが手振りも交えて大きくかぶりを振った。

「無茶ですっ!!　賊ぞくが乗っているんですよ!?　いえ、大公が用意した人材だとしたら、ただの賊ではなく手て練だれの可能性が……!!」

「やかましいわね!!　ここは私の国なのよっ!!　私しかいないなら私が守るしかないじゃない!!」

　さらにギアを入れ替かえ、暴れるハンドルを押さえ付けたままアクセルを底そこ突づきさせる。

「ハンドル!!　お願い!!」

「ちょっ……！」

　シャルロッテが帽ぼう子しを押さえながら運転席から身を乗り出した。ルディが急いでそちらのシートへと入れ替わり、アクセルを踏ふみ直して車速を取り戻もどす。

　シャルロッテはフロントガラスを跨またぎボンネットへ。バンパーが列車の連結器に追突した瞬間、展望テラスの手すりを捕つかまえる。

「あんたたちはそのまま逃にげなさい！　次の町に正規軍の駐ちゆう屯とん地ちがあるわ！」

　しかしそのとき折り悪く、エンジンから白はく煙えんが噴ふき出してきた。

「すまないルディ、僕たちも乗り移る！　ここで故障されたら、追い付かれたときに逃げようがない！」

「はいはい、もう皆みな様さまで勝手にしてくださいっ……！」

　ルディが真後ろから横に出て、速度を上げる。ドアの上じよう縁えんを足がかりにして、まずはマヒロが手すりに。そのままコーネリアの手を引き、彼女のもう片方の手をシャルロッテが捕まえて引き上げる。

　オートモービルはいよいよ白煙の量を増し、速度を落とし、離れていった。

「何であんたたちまでついてくるのよ……」

　呆あきれたようなシャルロッテに、呆れたようにマヒロは言った。

「あのクルマが壊れたら、僕たちは追っ手に殺されて終わりですよ」

「それに……」

　コーネリアが真しん摯しな眼まな差ざしで言った。

「……私の一族がしでかしたことです。何もできないかも知れませんが、もしものときは、お二人の身代わりくらいにはなれます」

　マヒロと顔を見合わせたシャルロッテへ、コーネリアは言う。

「シャルロッテ様……なのでございましょう？」

「えっ？　ううん、そんなまさか。私は美女っ子新聞記者のシャーリー・ロッテちゃん」

「うわぁ、まーだごまかせると思ってやがるこのアホ皇女」

　どふっ。

「……とにかく。美人で可愛かわいくて誰だれにも平等なお優やさしいシャルロッテ皇女様がこんな所にいるわけないじゃない。わかった？」

「ええ……はい。わかりました……」

　半ば理解したように、コーネリアは小さく笑って頷うなずいた。

　まだ若いとは言え、コーネリアもまた四大大公に連なる一族だ。だからコーネリアは知っていた。会話したことはないが、祖父に連れられた宮きゆう殿でんの中で見かけたことはあった。最も敬愛すべき憧あこがれのレディとして、その顔も、声も、胸の裡うちに焼き付けていた。

　ここは私の国。

　私しかいないなら、私が守る──。

　さっきシャルロッテの口から聞いた言葉に、敬愛の念は一層強くなった。たとえバクターヌ家が取りつぶされ、一族もろとも極きよつ刑けいとなろうとも……起きてしまったことだ。

　ならばすべきことをなし、守るべきを守ろうと。

　　　　[image: ]

　記念すべきこの上り一号は特別編成であり、貨車を持たない。そして客車の一階部分は、二等、三等客室。見晴らしの良い二階部分は特等、一等客室として割り当てられている。

　オートモービルから取り付いたマヒロたちがひとまず乗り込んだのは、その一階部分。内装も木のベンチが据すえられ、網あみ棚だながあるだけの簡素な三等客室だった。

「あ……あんたたち、どこから乗ってきた……？」

「あれってマヒロ王子じゃないのか？　式典のときにバクターヌ公と一いつ緒しよにいた……」

「ああ、や、どうも。どうもどうも。この度は大公閣下の特別な計らいによりですね、えー……」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやになんのアトラクションかとざわめくほど、列車の中はいたって平へい穏おんな雰ふん囲い気きだった。マヒロが場を和なごませている間に、コーネリアは控ひかえめの声でシャルロッテに言う。

「まだ誰も、賊のことには気付いていないみたいですわね」

「ええ。どんな物好き、腕うで利ききが乗ってるかわからないもの。少しは頭を使える連中みたいね」

　局員に扮ふんして紛まぎれ込んだのは、第一に警備の目を誤ご魔ま化かして乗り込む意味もあるだろうが、余計な混乱を招かないようにもするためだろう。下手に強ごう盗とうだなどと名乗りを上げればパニックが起き、予想外の事態を引き起こしかねない。乗客たちが乗車時に武器を預けていたとしても、上等な魔法使いや格かく闘とう家かには関係のない話だ。

「……えー、そんなわけで、ちょっと車しや掌しようさんにご挨あい拶さつしたいと思うのですが……いませんか？　いませんね。では失礼、少し通らせてもらって……」

　進んでいくと、雨風も日ひ射ざしもないのに深々とフードを被かぶって俯うつむく、あからさまに怪あやしい三人組がいた。

　シャルロッテがマヒロの袖そでを引いて立ち止まらせる。

「……追っ手がいたってことは、この列車にも連れん絡らくが入っている可能性があるわ」

「わかっています」

　こちらは丸まる腰ごしだ。

　そうして冷静に考えれば、このまま先頭の機関車両まで向かうのは難しいだろうか……と、考えあぐねている内に、怪しい三人組の中から声が聞こえた。

「……ど、どうしよう……止まってる……気付かれた……？　バレた……？」

「……だから私は、堂々としていた方がいいと言ったんですが……」

「だって私やクーデリカはともかく……」

　マヒロはその声を聞き、妙みように自分の中の緊きん張ちよう感が薄うすれていくのがわかった。

「あの、失礼ですが……」

「えっ!?　あ、ああ、ワタシチガイマス、ワタシ関係ナイノ人デス、ワタシアホ王子知ラナイノ人デス……」

「黙だまれ特に大きくもなければロリ受けするわけでもない凡ぼん庸ようなる没ぼつ落らく姫ひめ」




　ドゴッ!!




「おー上等だてめえ上っ等じゃねーかコラ人が下手に出てりゃ付け上がりやがってどっちが没落してるかてめーのその体に今すぐ刻み込んでやんぞ、ああっ!?」

「ちょ……ちょっと、いきなり何してるんですかパリエル様っ……」

　すぐ隣となりに掛かけていた銀ぎん髪ぱつの少女が慌あわててパリエルを羽は交がい締じめにする。

「大だい丈じよう夫ぶですか、マヒロ様……!?」

　通路に伸のびたマヒロを急いでコーネリアが抱だき起こす。

「なんだ？　どうした？」

「ケンカか？」

「マヒロ王子が殴なぐられたらしいぞ……！」

　そんな騒そう然ぜんとする中。

「……勝ったわ……！」

　驚おどろきに目を見開き喜色を浮うかべたシャルロッテは、フード被って静かに掛けたままの長身の男の腕うでを捕つかまえ、あとはパリエルと、もう一人と……起きたマヒロとコーネリアと。とにかく全員まとめて、前方、客室の外まで押し出した。




　　　　◆




　シャルロッテたちと、今しがた出会ったパリエルたちと。

「これだ！　またこれだっ！　もうたくさんだっ!!」

　二階への階段もある車両の連結通路部分でマヒロは泣き叫さけんだ。

「この大陸にまともなお姫様はいないのかっ!?」

「うっさい」

「黙れ」

　シャルロッテに鳩尾みぞおちを、パリエルに顔面を殴られ、マヒロはその場に倒たおれ込んだ。

　グーを固めたままパリエルが言う。

「大体なんで王子は私の行く先行く先に出てきて邪じや魔まするんですか。ゴキブリですか。ストーカーですか」

「げふっ……会ったのはまだ二回目で、今回は何もしてないんですけど……。で、そっちの可愛かわいい子は誰だれだパリエル。側室に紹しよう介かいしてくれ」

　心底呆あきれたように嘆たん息そくし、パリエルが銀髪の少女を手の平で示しながら言った。

「この子はクーデリカ。本人曰いわくレイナーの妹らしくて……」

「妹さんを側室にください」

　パリエルはもう一発、グー。

「いーからてめーがまずそっちの状じよう況きようを説明しろ」

「ふ、ふぁい……えーとですね……。こちらがバクターヌ公の孫まご娘むすめでいらっしゃるコーネリア様で、これが……ええと……」

「いいわよマヒロ。ちゃんとわかってるみたいだし。久しぶりですね、猟りよう剣けん」

　シャルロッテが向いているのは、レイナーの方。

　レイナーは言う。

「……ああ。シャルロッテ皇女」

「「っ……!?」」

　パリエルが、クーデリカという少女と共に絶句する。

　次にはクーデリカがかぶりを振ふって否定した。

「……まさか、兄さん。帝てい国こくの第一皇女がこんな所にいるわけありません」

　パリエルが我に返ったように頷うなずいた。

「あ……、ああ……冷静に考えればそうだよね、うん……。見た感じ護衛の騎き士し団なんかも列車には乗ってないみたいだし」

　シャルロッテはさして気に留める様子もなく言った。

「もちろん信じる信じないはそちらの自由です。ただ、あなたたちをこうしてここに呼んだのはお願いがあるからです。あまり時間がありません」

「……どういうこと？」

　真しん摯しな態度に改まったパリエルへ、シャルロッテは告げる。

「この列車に賊ぞくが侵しん入にゆうし、機関車両に爆ばく弾だんを仕し掛かけたという通報がありました。その事実を知っているのは、マヒロ王子とコーネリア嬢、そして私だけ。賊は鉄道局員に化けている、または乗客に紛まぎれ込んでいる可能性があります」

「……それで……？」

「私たちは機関車両にある伝信機で、帝都と連れん絡らくを取る必要があります。そこまでの警護をお願いしたいのです」

　服装はともかく、そうした口調から自然と滲にじみ出るような気品に、パリエルはややも圧あつ倒とうされた様子だった。

「……う、ん……それが本当なら大おお事ごとだけど……」

「いやいやパリエル、何を迷う必要がある？」

　マヒロは言った。

「君たちはただ、僕たちを先頭車両まで連れて行ってくれればいい。仮にデマだったとしたらそれが最高だし、もし本当なら……君が帝国にどういう印象を抱いだいているか知らないが、この列車に乗っている多くの人たちに罪はない」

「……ペルグルンでのときも思いましたけど……王子はよくそんな簡単に割り切れますね」

「もっと言えば、この列車に乗っている君たちだって無事じゃ済まないぞ」

「ですが」

　クーデリカが言った。髪かみの色同様、冷たい眼まな差ざしで。

「三人も要人がいるのに、護衛の一人もいないのは不自然です。下の者ではなく、要人だけがその情報を持っているというのもおかしいです。通常、情報は下から上に上がって来るものでしょう」

「それは……」

　マヒロは言い返そうとしたが、説得力のある言い分が思い付かない。

　シャルロッテが新聞記者のままなら、特ダネや偶ぐう然ぜん素すっ破ぱ抜ぬいた等、まだそれらしい理由にもなったが、身分を明かしたこと……身分を知っているレイナーがいることが逆に徒あだとなった。

　クーデリカはさらにマヒロへ言った。

「それにもし事実なら一大事なのに、あなたはパリエル様に失礼なことを言ったり、人の顔を見るなり側室だなんだとふざけたことばかり。あなたこそ本当に王子なのですか」

「うんうん、そうだよ。本当に王子はあの王様の子供なんですか？」

「う、うわああぁ、そこまで話がこじれるのかぁ……」

　話が収拾つかなくなり、マヒロが頭を抱かかえそうになったとき、コーネリアが進み出た。

「お願いします。協力してください。このことを企くわだてたのは、私の祖父なのです」

　パリエルが目を丸める。

「……って……えっ……!?　あなたが大公の孫娘さんてことは……大公本人が、ってこと……!?　でもなんで……」

「バクターヌ領も、元は帝国に占せん領りようされた国の集まりでした。マヒロ様とシャルロッテ様は、帝国に不満を持つ祖父に内々の話として呼び出された結果、言う通りにしないのであれば、と……この列車のことを告げられたのです」

　一人だけ、疑わしさのない上質なドレス姿の、口振りも立ち居振る舞まいも非の打ち所のないコーネリア。それがさらに目に涙なみだを浮うかべ、顔を覆おおってその場にくずおれる。

「お願いします……このままでは祖父は、多くの無む辜この民たみを犠ぎ牲せいにした大罪人となってしまいます……！　どうか……！」

「あ、ああ……、う、うん、わかったよ……そういうことなら、信じるから……。顔を上げて……」

　そう言ってパリエルは、コーネリアを立ち上がらせた。

「……ごめんなさい、みっともない姿をお見せしてしまって……」

「うん、いいよ。そういうことなら仕方ないし、王子の言う通りデマならデマでそれだけの話だし……」

「パリエル様……！」

　クーデリカという少女が食い下がるも。

「まあまあ、クーデリカ。中原大使と大公のお姫ひめ様さまと第一皇女を助けたなんて言ったら、それはもうたんまりお金もらえるだろうし……うん、悪くないよ。悪くない仕事だよね。うんうん」

　どことなく期待するような視線がマヒロたちに向けられる。

「本当に皇女様で王子様で孫まご娘むすめ様でそんな一大事なら、ね。こっちも一応、傭よう・兵へい・稼か・業ぎよう、でそれなり腕うでに覚えはあるし。そんじょそこらの盗とう賊ぞくなんて日常茶さ飯はん事じな雑ざ魚こみたいなものだし、困った人を助けるのは当然かなって。傭・兵、としてもあんまり安くない私たちだけど、まあたまには無む償しよう奉ほう仕しも乙おつかなーなんて……」

　あれ、パリエルなんか変わったかな……などとマヒロが思っている内に、シャルロッテがポケットから財さい布ふを取り出した。

「金貨百枚でどうでしょうか」

　そしてそのうちの十枚を手て渡わたす。

「これは前金です」

「お……おお、お金持ちだっ!?　ラクな仕事だ！　レイナー、稼かせぐよーっ！」

　冷めた様子の銀ぎん髪ぱつ二人と対照的なパリエルを見て、あーやっぱりなんか変わったんだなー、とマヒロは思った。

「さあさあ参りましょうお姫様方！　悪漢なんかには指一本触ふれさせません！」

　パリエルを先頭に、部下で兄きよう妹だいらしい二人が次の車両へと歩いていく。続いて歩きながら、シャルロッテがコーネリアに言った。

「やるじゃない」

「涙一つでどうにかなるなら、ちょろいものですわ」

　瞬しゆん間かん、マヒロがぞっとしたのは。

　コーネリアがパリエルたちから見えない所で、ほんの少し、口元を緩ゆるめたこと。

　コーネリアも必死なのだった。本当に全すべてが祖父の思い通りになったら……あとは泣いても叫さけんでもどうにもならない。だから今なのだ。今が大事ということを、コーネリアは心得ていた。今できることならなんでもするし、泣いてどうにかなるなら涸かれるまででも泣くだろう。

「……それにしても金貨の百枚や二百枚であんなにはしゃぐなんて、安いものですわね。このドレス一着も買えませんのに」

「ま、下々の者たちの金銭感覚なんてせいぜいそんなもんよ。ほんとに払はらうかどうかなんてこっちの腹一つだってのに、憐あわれなもんよねー」

　そんな二人の会話を後ろで聞きながら。

　マヒロは女って怖こわいと思った。
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　帝てい国こくの女は、強い。
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「と言っても、武器は預けちゃってるからあんまり大それたことはできないけどね」

　そんなパリエルの言葉に付け加えるように、クーデリカが言った。

「しかしこうした狭せまい場所だと、剣を持っていても動きづらいですし」

　そうして次の車両も難なく通り抜ぬけ、マヒロたちが三両目に入ったとき、先頭側の入り口からは車しや掌しようが入ってきた。

「はぁあ～い、毎度ご利用ありがとうございまぁ～す。キップをはいけ～ん」

「……」

　あまりカタギらしくない伸のびた黒くろ髪かみ。皮肉げなハの字の眉まゆ。端はなから切きつ符ぷなど持ち合わせていないマヒロたちはもちろん立ち止まる。パリエルたちもその男の雰ふん囲い気きから気持ちを切り替かえ立ち止まる。

「先ほどですねぇ～、上の見張りから連れん絡らくがあったんですよ～。オートモービルで追ってきて乗り込んだ不届き者がいるってねぇ～。何かご存じの方は車掌まで遠えん慮りよなくどうぞ～。情報などお待ちしております～」

　乗客らの取り出した切符を見ながら、ゆっくりと近付いてくる。

「はいどうも～。はい、はいどうもぉ～。ご利用ありがとうございますぅ～」

　機関車両までは、ここともう一両、客車を通り抜けなければならない。

　パリエルが訊たずねる。

「……どうするの？　怪あやしいけど……」

「構わないわ。進みましょう、堂々と」

　誰だれもが予想外のシャルロッテの言葉に、一行はそのまま通路を進み始める。二等客室、ベンチではなくシート付き。シートは三人掛がけが左右の壁へき面めんに、四人掛けが中央に。だから通路は二本。車掌が進んできたのと反対側の通路を進む。

　なんてことなく進んでいくと、客室を出るスライドドアの前まで来たところで、車掌が戻もどってきた。ドアまではあと一歩というところで対たい峙じする。

「あ～、お客さ～ん、キップをねぇ～、はいけ～ん」

「なくしたわ」

　聞いたパリエルたちがぎょっとするほど真っ向から、シャルロッテが言い切った。

「……あ……あのねぇ、お客さぁ～ん……」

「だからこちらのマヒロ王子とコーネリアお嬢様のご厚こう意いで乗せてもらったの」

　あまり堂々と言うものだから、その声は乗客たちにも充じゆう分ぶんに聞こえていた。

「やっぱり王子も一号車でお帰りになるのか」

「おお、ほんとだ。コーネリアお嬢様だ」

「さすが大公のお姫様だけあって、近くで見ると一層お綺き麗れいだわ～……」

　そしてマヒロは流れを読み、コーネリアと言った。

「我が中原領との架かけ橋となる記念すべき一号車ですから、ぜひこちらの新聞記者のシャーリーさんにも取材していただきたいと」

「わたくし、この方が切符を風で飛ばされるところを見ましたわ」

　悪びれもせず、立て続けに堂々と。

「っ……、しかしぃ～、あんたら最初っからこの列車に乗ってたわけじゃ……」

「「「乗ってました」」」

　おくびにも出さず、今度は三人揃そろって言い切った。

「だから……だからってなぁ、そんなガキみてぇな言い訳が通るとでも思っ」

「なんですの、あなた先ほどから」

　コーネリアが一気に畳たたみかけた。

「一いつ介かいの鉄道局員のくせに、このわたくしの顔に泥どろを塗ぬるおつもり？　中原大使であらせられるマヒロ様に恥はじをかかせ、バクターヌ家に楯たて突つくおつもりですの？」

　その頃ころには、乗客たちの顔にも不ふ審しんな表情が浮うかび始めていた。共和国と違ちがい、帝国は相応の階級社会だ。ただのサラリーマンが、誰もが知るほどの王おう侯こう貴族に抗あらがうことはそうそうない。

　しかもマヒロはその正当な理由を述べ、この鉄道の開発に尽つくしたバクターヌ家の者がそれを保証した。たかが切符の一枚二枚で、こうまで食い下がるのは、おかしい。

「どうなんですの？」

　コーネリアはさらに一歩詰つめ寄る。

「いや……だからぁ……」

　車掌はまだ食い下がる……いや、賊ぞくであることを隠かくしながらも、計画の邪じや魔まだてをする恐おそれのある連中を、どう足止めするかに苦く慮りよしている。

　辟へき易えきとしたようにコーネリアはもう一歩。

「では帝てい都とまでの区間分の運賃をお支し払はらいすればよろしいんですの？　おいくら？」

「ええ……っと、料金は……確かぁ……」

　ついに車掌がもう一歩、後あと退ずさる。ドアの前が空く。

「もう、埒らちが明きませんわ。わたくしはこの分からず屋の車掌に言って聞かせますから、シャーリーさんたちはお先にどうぞ」

「あらぁ、申し訳ありませんわねコーネリアお嬢様……行くわよあんたたち！」

「行けっ、レイナー！」

　パリエルがドアを開けると同時、シャルロッテとレイナーが先頭車両へ向かって駆かけ出した。

「だっ……だから金持ちだの貴族だのは嫌きらいなんだよぉおぉお!!　待てっつってんだろうがクソがぁああああっ──!!」

　車しや掌しようが腰こしの後ろへ手をやると同時、マヒロはコーネリアの身体からだを後ろへ引き戻し背中に庇かばった。次の瞬しゆん間かん車掌が突き出した腕うでをクーデリカが拳こぶしで払い上げ、パリエルがその鳩尾みぞおちに蹴けりを入れて距きよ離りを取る。

　車掌の手に握にぎられていたのは柄えまでも鋼鉄製の鎌かま。武器として使用するには特異な形状と、滅めつ法ぽう磨みがき上げられた刃やいば。そこらの賊が使うには過ぎた代しろ物ものだと一目でわかった。

　その一瞬で引っかけたのか、パリエルの髪かみが数本、床ゆかに舞まい落ちていく。

「助かった、パリエル……！」

「当たり前です……！　いくら逃にげ足自じ慢まんの王子でも、麻あさ忍にん相手じゃ分が悪いでしょう！」

「「アサニン……？」」

　コーネリアとクーデリカが同じように疑問する。

　乗客たちは悲鳴もちらほらさせながら騒そう然ぜんとなり始め、マヒロは明るい声で呼びかけた。

「あー、あー、大だい丈じよう夫ぶです、みなさん、落ち着いて行動してください。これはただのニンジャアトラクションです。ただ、アクターにトラブルがあるようなので落ち着いて後ろの車両へ避ひ難なんしてください」

　そんなふざけた声に、歯ぎしりしながら車掌が言った。

「な……なんだっとぉお……!?　てめえら大陸人だろうがぁ!?　この俺様がニンジャだとなぜわかったあっ!?」

「アホか。それだけ甘い匂においさせてれば嫌いやでもわかるわこのヤク中が」

　マヒロに続きパリエルが言った。

「葉は多た枝えの郷さとで一回やり合ってるし」

「ちぃぃぃッ……！　まさかあんとき葉多枝党が紋もん章しようを渡わたしたって連中なのか!?　そこまでバレてるんじゃ仕方がねえッ……ごっこは止やめだぁ、野や郎ろう共どもッ……!!」

　車掌は指一本を口の中にひっかけ息を吹ふく。

　口笛……にしては音はない。

　だが、まるで犬笛のようにそれを合図として乗客の何人かが衣い装しようを脱ぬぎ捨て立ち上がった。さらには屋上から、鉤かぎ付きのロープでダイブした数人の忍しのび装束が左右の窓を蹴け破やぶり侵しん入にゆうしてくる。

「噓うそっ……!?　ちょっと待った！　こんなにっ!?」

　合わせて十数人にもなるか。さすがにパリエルも余よ裕ゆうがなくなったように喫きつ驚きようし、マヒロは頭ず巾きんと梵ぼん字じ覆ふく面めんの一団に息を吞のんだ。

「賊……って、風ふう牙が衆を丸ごと雇やとったというのか……!?」

「ヒャアヒャアヒャア！　冥めい土どの土産みやげに教えてやるぜ……風牙衆総代、麒き麟りん幻げん蔵ぞうとは俺様のことだァ!!　風牙がこのことに関かかわってると知られた以上、てめえら全員生かして帰すわけには行かねえ！　この俺様の〝奈な落らく〟でズタズタに引っ裂さいて皆みな殺ごろしだァ!!」

「はっはぁ!!　面おも白しろいじゃないか！　ならば仕方があるまい、特に大きくもなければロリ受けするでもない凡ぼん庸ようなる少女剣けん士し、こちらのパリエル様が相手だ！　じゃ、あと任せた!!」

　マヒロはコーネリアの手を引き、先頭車両へ向けて客室を飛び出す。すぐにパリエルとクーデリカも追ってくる。

「って、なぜだ！　足止めしろ！」

「別にてめーに雇われたわけじゃねーしあととにかく一発殴なぐらせろ!!」
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　シャルロッテとレイナーは、無事に機関車両まで辿たどり着いていた。中にいた賊の一味らしい男たちは、レイナーが難なく殴り倒たおした。縛しばり上げられているのは元々の鉄道局員たちだろうが、ひとまずシャルロッテは伝信機に飛びついた。

「ええっと、これが周波数で……これが出力だからＭＡＸにして……、今日の日付は……」

　簡単な暗号は、法則を以もつて日ごとに変わる。

　そのままどこかの駅や支局へ連れん絡らくしても、信しん憑ぴよう性は薄うすい。もっと確実に、直接的に、効果的に中央に伝えなければならない。

「緊きん急きゆう、緊急。蜂はちの羽音」

　もちろん……受ける者が近くにいなければ難しいが。

《……ザ……こちら一号。誰だれだ……ザ……》

《わからん。女の声なんて初めてだな》

「緊急緊急！　蜂の羽音っ!!」

《……今日は……ああ。日付と曜日が》

《……言うのか？》

《ザ……そういう決まりだからな》

　なぜだか諦あきらめたような嘆たん息そくの後。

《《ブブンブン》》

「おっせーのよバーカ!!　さっさと返事しなさいよバーカ!!　あんたら今月の給きゆう与よ査定楽しみにしときなさい!!」

《ザ……誰だか知らんが偉えらっそうな女だな》

《しかも給与査定と来たもんだ。やれるもんならやってみろバーカ》

《ま、それはともかく……ザ……仕事だからな……噂うわさをザザ……いのか、伝え……ザ……、どっちだ》

「北西線上り一号便に魔ま導どう兵器が搭とう載さいされているわ、帝てい都とに入れば被ひ害がい甚じん大だい、応おう援えん求む！　至急軍令本部長室のフォルゴーレに連絡して！　いい!?」

　そのとき車両の後方が騒さわがしくなった。駆かけ込んできたマヒロたち四人がドアを閉め鍵かぎを下ろす。

　と同時、無人の運転席の向こう側に人ひと影かげが見えた。腕うでにはめた鉤かぎ爪づめの一ひと振ふりで強化ガラスをいとも容易たやすく打ち砕くだき……シャルロッテがその刃やいばに捕とらえられようかというところで、間にレイナーが割って入る。

　走行風と共に二度、三度と伸のびて来る鉤爪をかわし、払はらい、銀ぎん髪ぱつ鬼きはその腕を捕らえた瞬しゆん間かん車内へ引き込み、体勢を崩くずしたところを喉のど首くび摑つかんで操作パネルに押さえ付ける。

「構うな、やれ!!　こいつらは普ふ通つうじゃない!!」

　パリエルの声と同時、レイナーはその喉のど笛ぶえを握にぎり潰つぶした。忍しのびの覆面が血ち反へ吐どでどす黒く濡ぬれるが、その目が鈍にぶい光を失わない。押さえ込んだ鉤爪の腕、力が止やまない。

　重い膝ひざ蹴げりを受け、彼ほどの体たい軀くをしても後退を余よ儀ぎなくされる。縛いましめから放たれた鉤爪が銀の長髪を散らす。致ち命めい傷しようを受けたにもかかわらず、その刃は精せい彩さいを欠くことはない。

「金庫は後ろ！　あんたたちの装備もそこにあるはずよ！」

　シャルロッテは倒れている賊ぞくから、本来は鉄道局員のものである鍵束を取り出しパリエルへ放ほうる。

「えっ、えっ、こんなたくさん渡されても、どれが金庫のカギよ!?」

「だめだ、もう遅おそい！　挟はさみ撃うちにされるぞ！」

　マヒロは叫さけんだ。後部車両へ続くドア、向こう側から刃が突つき抜ぬけ鍵が破は壊かいされようとしている。金庫らしき大おお扉とびらはそのすぐ近く。まごまごしていたら、ドアが破壊されると同時にやられかねない。

　連中の身のこなしであれば、前方の窓からもさらに増援がやってくる。

「姉上、帝都への連絡は!?」

「最中だったのよ！　通じたかどうか……！」

　そうしてシャルロッテが見た先では、レイナーが刺し客かくを殴り、殴り、殴り、殴り付け、そうしてようやく首をへし折るところだった。常人離ばなれした二人の格かく闘とう戦により、伝信機のパネルは無む惨ざんにひしゃげてしまっていた。

「このままだと身動きが取れなくなります……！」

　クーデリカが言う。

　機関車両の一階部分は魔導機関によって大半が埋うめ尽つくされ、自由なスペースといえば運転席回りと後続車両へ続く通路くらいのもの。その上相手は、鉤爪やクナイという閉所や超ちよう近接戦に優すぐれた武器を持っている。

　コーネリアが言った。

「この二階は特等の展望車両になっています！　そこなら少しは……！」

　一同は頷うなずき合うと操作室横、車しや掌しよう用の簡素な狭せまい階段を駆け上がった。




　　　　◆




《緊急》

「……なんだ？　非番だろ、新型機関車を見に行ってたんじゃないのか？」

《妙みような噂が流れてきた。その最新型に大量破壊兵器が仕し掛かけられたらしい》

《こちら二号。まずいぞ、本当かも知れん。いま上り一号が停車予定のニュール駅を素す通どおりした。おかげで写真を撮とり逃のがした、くそっ。昨夜ゆうべから一番いいポジションを取っていたのに……》

　鉄道ファンの写真はともかく……。

　記念すべき第一号がダイヤを無視するとなれば、ただごとでないのは明らかだ。

「ニュール……待て、速度はどのくらいだ？」

《さあな……だがかなりのスピードだったぞ。百キロは出てたと思うが》

「となると……帝都まで一時間もないな」

《軍令本部長室に伝えろと言っていた。あと……俺の方は後半、ノイズがひどくて聞き取れなかったんだが》

《フォルゴーレにどうとか言いかけたところで通信が途と絶だえた。争っているような音も聞こえた。破壊兵器はともかく、応援求むとのことだ。何かが起きているのは事実だと思う》

「わかった、こちらから伝えておく」




　　　　◆




「はい、こちら本部長秘書室……え？」

《北西線上り一号に大量破壊兵器が搭載されているという情報です。ニュアンスからは輸送のためではなく、それ自体が兵器として帝てい都とへ向かっている模様》

「……その発信者は？」

《不明ですが、どうやらその便に乗っているようです。あなたの名前を出したところで通信が途絶えたと……》

　フォルゴーレはその瞬間、さあっ、と青ざめて受話器を取り落としそうになった。

「た……たいへんっ……！」

《室長？　フォルゴーレ室長、応答を！　今新たな通信が入りました！》

「いえ、後で伺うかがいます、今それどころでは……！」

《ルディ＝シャンク外務官より、その関連です！　一号便を止めるため、マヒロ王子とコーネリア・バクターヌ嬢、他一名の要人が乗り込んだと！　列車に搭とう載さいしてあるのは帝都全域に被ひ害がいを及およぼす可能性のある魔ま導どう性の障気発生器！　またこれらはロベルト・バクターヌ公の企くわだてである可能性が高く、列車には相当な手て練だれが賊として紛まぎれ込んでいる恐おそれあり！》

　胸は早はや鐘がねを打ちながら、それでもフォルゴーレは速記でペンを走らせ要点を書き留める。

「わかりました、あなた方は新たな情報が入り次し第だい伝えてください！」
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　結局、障気の発生装置が取り付けられたという魔導機関は手付かずのまま。金庫からは武器一つ手に入れられず、伝信機は壊こわれてしまいこちらの状じよう況きようが外部へ伝わったかどうかもわからない。

　列車の規格がその巨きよ体たいのため、レールはほぼ一直線に敷しかれているが、それでも揺ゆれや流れる景色から、徐じよ々じよに速度が上がってきているのがわかる。

　また停車予定の駅を十分も早く素通りし、麒麟がその正体を明かしたことにより、他の車両の乗客たちも異変に気付き始めていた。

「お客様の中に素手でモンスターを倒たおせる格かく闘とう家か、一声で相手を塵ちりに変えてしまう魔導師はいらっしゃいませんか!?」

　踏ふみ込んで開口一番シャルロッテが訊たずねた機関車両二階部分も、身なりの良い乗客たちが残したのだろう手荷物や上等な酒、料理の類たぐいが残っているだけで、もう人ひと影かげはなかった。

「もうっ！」

　憤いきどおったシャルロッテが手近なワイン瓶びんを取り上げ、喉のどの渇かわきを癒いやすために一口ラッパ飲みにする。

「何がもうですか。そんなにうまい話なら、とっくにその誰だれかがあいつらやっつけてくれてますってば」

　マヒロは肩かたをすくめた。

　いや、いっそ中原屈くつ指しの少女剣けん士しと、大陸最強の呼び声高い剣士が乗り合わせていたというだけで、そんな幸運は使い果たしているだろう。剣を持たない剣士をそう呼ぶべきかは、ともかくとして。

　車両の中央部分まで進む。先ほど上がってきた運転室付近の階段から風牙衆が。示し合わせたかのように、後部車両へ続くドアからも同じ忍しのび装しよう束ぞくが。

　裕ゆう福ふくな上客たちが悠ゆう々ゆうと過ごせるように、椅い子すとテーブルは窓まど際ぎわにあるだけ。その間かん隔かくも通路も広々としているが……数に勝まさる敵に追い詰つめられたのは同じこと。左右から前方までの壁へき面めんには大きな窓が並び開放感があるが、解放されているのは視界だけ。逃にげることができなければ、水すい槽そうの中の魚同然だ。

「はぁ～いお客さ～ん、観念してくださ～い」

　麒麟と名乗ったあの男が、後ろのドアから入ってきた。わざとらしくも、まだ鉄道局員の制服姿で、ただしその皮肉めいた下げ卑びた笑え顔がおを隠かくさぬまま。

「特にそちらの、キセルの新聞記者さんはね～。てめえのせいで楽しい楽しい列車ごっこが台無しだよ馬ば鹿か野や郎ろう～」

「だってなくしたんだものしょうがないじゃないっ！」

「はいはい、それじゃあねぇ、車内販はん売ばい受け付けてますんでぇ。買ってもらおうか、バクターヌ駅発地じ獄ごく行きの片道切きつ符ぷをよぉおおおおおおッ!!」

　躍おどりかかるように飛びかかり、振ふり下ろされた鎌かま、瞬しゆん時じに進み出たレイナーが交差した腕うでで麒麟の腕を受け止め撥はね上げ、空いた麒麟の胸を蹴けり上げる。

「なんだぁてめえはぁあああっ!?　邪じや魔まするんじゃないよぉッ!?」

　もう一振り。かわし、レイナーは渾こん身しんで同じ位置に拳こぶしを入れた。

「……」

　レイナーはそれでこの男が普ふ通つうでないことを悟さとった。人間であれば肋あばらが砕くだける勢いだった。先ほど運転席付近で殺した忍も、それで折れた。そしてこの男も、先の蹴りで折れたはずだった。

　だが、全く同じように今また折れた。

「無む駄だなんだよ、無駄ぁっ!!」

「っ」

　麒麟の回し蹴り。腕でガードするが、中身の詰まった鋼鉄の棍こん棒ぼうで殴なぐられたようにレイナーが横に吹ふっ飛ぶ。上質のテーブルが砕け散るほどの勢いで。

　間かん髪はつ逃のがさず麒麟が追つい撃げき、踵かかとを使った蹴りが壁かべにもたれかかったレイナーの胸を射い貫ぬき、そのまま踏みにじるように壁に押さえ付ける。

「おらおらあ！　このまま血ち反へ吐ど噴ふくまで踏み潰つぶしてやるぜぇ!?」

「っ……！」

　レイナーは一瞬気合いを込こめ、自身を虫ピンのように押さえ付ける麒麟の足を、両手で捕つかまえ浮うき上がらせる。

「このっ……!?」

　横合いから鎌。不安定な姿勢から勢いの弱さを見たレイナーは、切っ先を腕に受け止めた。前ぜん腕わんの骨と骨の間に刃はを貫かん通つうさせ、瞬間、筋肉を締しめ上げ腕を捻ねじり、麒麟の手から奪うばい取り、起き上がる勢いのまま体当たりをする。

　勢いのまま押し倒し、真上から殴り付ける。鎌が刺ささったままの腕でも殴り付ける。震しん動どうが床ゆかから他の者たちの足元に伝わるほどの勢いで殴り付ける。それでも麒麟は沈しずまず、下からの突つき上げる拳にレイナーの身体からだが浮く。体勢が入れ替かわる。

「っだよてめぇはぁあああああ!!　おもしれぇじゃねえかぁあ!!　ヒトのカッコしたバケモンがあああよぉおおおお!!」

　二発、三発。殴られたところでレイナーは自分の腕から鎌を抜き様、麒き麟りんの胸を薙なぎ払はらう。瞬間的に麒麟は上体を浮かせたが、その胸むな元もとに鮮せん血けつが花と咲さく。

　二振り目により深く、心臓を目め掛がける。上体のバネだけで麒麟が後方に宙返りを打つ……その着地を見逃さず、レイナーは弾だん丸がんのように跳ね起き、麒麟の肩に鎌を突き立てた。別の腕に殴られながら一気に血ち塗まみれの鎌を引く。刃にかかった骨も、腱けんも、筋肉も引き裂さく。麒麟が己おのれの肩に気を取られた隙すきに足をかける。立った姿勢から全力、全体重を込めて……床に落ちた麒麟の顔面を打つ。

　肉の中で硬かたいものが砕け、ひしゃげる、くぐもった鈍にぶい音。

　二発、三発、四発、五発、六発。

　鼻も口もなく、目も潰れ、そうして麒麟の腕が伸のびきったところで、鎌を無造作なほど勢いよく心臓に突き立て、裂き、えぐり。

「……」

　油断なく立ち上がった最後に、その喉のど元もとを踏み砕いた。喉笛から頸けい骨こつまで、一気。

「……馬ば鹿かなっ……総代が……、っ……」

「狼狽うろたえるな……。この列車を帝てい都とまで届けるのが我らの命だ……」

　だが、その戦いぶりを見て、しかもそれが敵であると見て、それまでのような平常心でいられる者は少ない。

「レイナー、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「……ああ。問題ない」

「問題ない……じゃあねえだろぉおおお……！」

　声が聞こえた瞬間には、レイナーは振り返っていた。だがその手が届くより早く、麒麟の亡なき骸がらだったものは身軽に飛び起き、後転、跳ちよう躍やく、天てん井じようを蹴る。

「きゃっ!?」

「しまっ……」

　マヒロが気付いたときには、コーネリアの身体が麒麟の腕の中にあった。

「人の身体こんなにしやがってよぉ!!　大っ問っ題っじゃねえかぁあああっ!!」

　そう言ったときには、麒麟の顔はもう元のまま。自分で自分の心臓から自分の鎌を抜き放つと、それを逆手にしてコーネリアの首筋にあてがう。

　さしものシャルロッテも気き後おくれしたように息を吞のむ。

「な……なんだってのよ、あのバケモノは……？」

「何ぃ～っ!?　バケモノはそっちだろうがぁ！　だから俺様は金持ちと貴族とイケメンは嫌きらいなんだよぉおッ!!　まあ本気でやり合えたのは久しぶりだったもんで楽しかったがなァ～」

　再度レイナーが飛びかかろうと隙を窺うかがっているが、

「動くな」

　言って、麒麟は鎌かまを持った腕うででコーネリアの首を抱だいたまま、別の手でポケットから何かの無線装置を取り出した。そしてこちらに見えるようにカバーを跳はね上げ、中のボタンに指をかける。

「面おも白しろかったがてめえとやるのはもう疲つかれた。また今度だ。それ以上動くとドンするぜ。ド～ン」

　交こう渉しよう口に立ったのはシャルロッテ。

「あんたの言葉ってたまにハイセンスでちょっと理解に苦しむんだけど」

「新聞記者のくせにわかんねえ女だなぁ。爆ばく破はするって言ってんだよぉ、バ、ク、ハ～」

　最も早はやレイナーとの死し闘とうなど噓うそだったかのように、麒麟が笑う。

「必要なのはこの機関車両だけだ、客車の部分には列車ごっこの最後のお楽しみ用にこれでもかってほど爆薬仕し掛かけてあるんだよぉ……！　ヒャアッヒャアッヒャアッ！」

　怯おびえたような表情でコーネリアが問う。

「爆破って……どういうことですか……!?　それも、祖父があなたたちに命じたというのですか……!?」

「ああ～？　知らねえなぁ、そんなことはぁ！　どうせ全員死ぬんだ、ちょっとくらい趣しゆ味みで好き勝手殺したってバチが当たるかよぉ！」

　怒いかりを押し殺した表情でシャルロッテが言った。

「……あんた、この機関車両に仕掛けたのがなんなのか、知ってるの？」

「あ～あ、知ってるぜ……障気の発生装置だろぉ？　二、三日ばかり身動きが取れなくなる程度のシケたやつだ……！」

「えっ……？」

　驚おどろいたコーネリアが声を上げる。

「でもお爺じい様さまは……帝都を滅ほろぼすと……」

「いえ……恐おそらくは」

　マヒロは理解し、言った。

「それはあの場で僕に同意を促うながすための、誇こ張ちようだったのかも知れません」

　冷静に考えれば、帝都の全すべてを殺さつ戮りくするなど被ひ害がいが大き過ぎる。たとえ独立を取り返したとしても、その後の反感は統治などままならぬほど凄すさまじいものとなるだろう。バクターヌ領の民たみの中にも、家族が勤めのため、勉学のため、帝都で暮らしているというような者も多いはずだ。

「それに数日間の混乱であっても、帝都への打だ撃げきには違ちがいありません。手て際ぎわさえよければ勝機を摑つかむには充じゆう分ぶんなはずです」

「っ……お爺様……」

　もちろん、それを契けい機きに戦いくさが起こることには違いない。多くの人々が不幸に巻き込まれることには違いがないのだが……それでも祖父が、無差別虐ぎやく殺さつという悪あく魔まの如ごとき所業を望んでいたわけではないことを知り、コーネリアの目にはわずかの安あん堵どと共に涙なみだが浮うかぶ。

「では……」

「つまんねぇだろう？　ヌル過ぎるだろう？　そう思ってよぉ、取り付けてやったぜぇ……本当に帝てい都とを向こう十年死の海に変える、超ちよう強力な障気発生器をよぉ……!!」

　啞あ然ぜんとするマヒロたちを見て、それがさも面白かったように麒麟が耳みみ障ざわりな哄こう笑しようを上げる。

「だからどうあっても帝都まで止まってもらっちゃ困るんだよ、この列車はぁ……！」

　パリエルが瞬まばたきする。

「え……何言ってるのこいつ……？　積んであるのは爆ばく弾だんじゃなくて……？」

「お～っと、積んであるぜバクダンもなぁ！　この列車を止めるって言うなら、後ろの乗客はドンだ。言うこと聞けねえなら、手始めにこのお嬢じよう様さまを搔かっ殺す」

　そう言って麒麟は、鎌の刃はをコーネリアの首筋に押し付ける。

　シャルロッテが問う。

「……そ。じゃあどうあっても、この列車は止めなきゃなんねーわけね。それじゃあんたたち、また一階に下りるから護衛お願い。そのバケモノはともかく、他ほかの雑ざ魚こならちゃんと死ぬんでしょ？」

「え……？　えっ!?　いや、ちょっとそれは……！」

　パリエルが驚いた声を上げる。

「何よ、こっちはもう前金払はらってるのよ」

「そうじゃなくて、そのお嬢様が！　後ろの客車も！　話聞いてましたか!?」

　慌あわてふためくパリエルへ、マヒロは言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。爆破なんてできやしない」

「えっ……？」

「な……んだとぉ、てめえ……!?　ナメてんのかぁ王子様とやらぁ……なんなら試ためしに一両、吹ふっ飛ばしてみるかぁ!?」

　いとも簡単に進み出て。

　マヒロは、嗤わらった。

「面白そうだ。やってみろよ。それでゲームセットだ」
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「……何だとぉ……てめえっ……！」

「やれ。やってくれ。頼たのむ。お願いします。一いつ緒しよに綺き麗れいな花火を見ようじゃないか、なあキリン」

　おかしい。

　麒麟は、丸まる腰ごしのなんてことのない少年の目の色に、壊こわれた自分と同類の匂においを感じ、銀ぎん髪ぱつの男と殺し合った以上のプレッシャーを受けた。

　こいつはおかしい。

「てめえ、見ていたはずだぜ……客車に俺様の手下が紛まぎれていたってのはぁ！　ガセだと思って調子に乗っていると泣きを見るぜぇ！」

「見せてみろよ。ほら早く」

（っ……）

　退ひかない。王子は、一歩たりとも退こうとしない。

　わかるはずがない。身軽を身上とする忍しのび衆はそんな余計なものは大量に持ち歩かないと推測してか？　魔物の襲しゆう撃げきにも耐たえられる装そう甲こう付きを吹き飛ばすほどの爆薬、持ち込めるはずがないと高を括くくられたか？

　だが、……万一というものを普ふ通つうは考えるはずだ。仕掛けられていないことを全て確かく認にんしない限りは、ここまで余よ裕ゆうを見せられるはずがない。ではなぜだ？

「……待てよぉ。このキリン・イヤーとしたことが危あやうく聞き逃のがすところだったぜ……！　てめえ～、さっきゲームセットって言ったなぁ……！　ありゃどういう意味だ……！」

　いやらしく嗤ったまま、マヒロは言った。

「帝都全域を滅ほろぼす威い力りよくなんだろ？」

「それがどうした！　こっちの質問に答えろよぉ！」

「ってことは当然、魔導機関の出力をアテにした装置ってことにも、変わりはないわけだ」

「そうだ！　臨界突とつ破ぱすればエネルギーは装置に流れ込む！　だがバクダンはそれとは関係……！」

「この新型機関車の魔導機関が臨界突破するまでにかかる時間は知っているか？」

　……なに……？

「この列車の車速は把は握あくできているか？」

「なっ……あ……、っく……！」

　麒麟は理解した。

　本当に客車を吹っ飛ばすほどの爆薬をセットしていても、今それを爆破できない理由。

「えっ……と？　どういう、こと……？」

　まだ把握できていないパリエルに、クーデリカが言った。

「……わかりました。もし本当に客車が爆発してなくなれば、その分列車は軽くなります。今この列車は運転士がおらず、出力のまま走っているようですから……」

　マヒロは頷うなずいた。

「ギリギリなんだ。一両でもなくなったら、この列車は臨界点を突破するより早く帝てい都とに到とう着ちやくする」

「っ……！」

　麒麟は歯は嚙がみする。そんなところから爆ばく破はできない、爆破させない、脅おどしに使えなくするための理由を持ってきやがった。箱入りのガキのくせにこの状じよう況きようで冷や汗あせ一つかかず、嗤っていやがる。

「今でもう、一一〇キロか一二〇キロか……これ以上の速度で突つっ込むんだ、臨界突破のエネルギーが流れ込んで装置の紋もん章しようが発動する前に、機関車両はスクラップになるさ」

　もちろん、これはこれでマヒロの当てずっぽうだった。本当に爆薬がセットされていない保証はない。この機関車両の魔ま導どう機関のシステムも知らないし、いつ臨界に達するかだって正確なデータは知らない。

　だが噓うそと噓なら。

　より筋道立った言葉を、さも知ったような顔で言い切った方が真実となる。

「帝都が死の都にならずに済むなら、この列車に乗り合わせた乗客の命くらい、安いもんじゃないか。さあ押せ。今すぐ押せよ。嫌いやなら僕が押してやる」

「っく……！　ふざけやがって……！」

　麒麟は小型伝信機を持った方の腕うでで、コーネリアの身体からだをより一層抱だき寄せた。

「わかってねえなぁてめえは！　このお嬢様がどうなってもいいってのか!?」

「ええ、構わないわ」

「またてめえか新聞記者ぁあ!?」

「どうあれ謀む反ほんを企くわだてたバクターヌ公の一族なのよ。しかもその片棒を担かつぐためにマヒロ王子に近付いた。もし助かったとしてもどんな処しよ罰ばつが下されるかは明白。だからその子、そんなに落ち着いてるんじゃない」

　言われて麒麟は気付く。

　年とし頃ごろの娘がこんな状況下で、悲鳴の一つも上げず、逃にげようと藻も搔がきもせず、ただじっとしているのだ。

「ええ。わたくしのことはどうなっても構いません。皆みな様さまは早く下へ向かわれてください」

「じゃ、なんか話し込んじゃったけど行くわよあんたたち」

「おおおおおぉおおおい新聞記者ぁッ!!　脅しじゃねえぞてめえっ!!　人の命なんだと思ってやがるんだよぉ!!　命は地球より重いって話聞いたことねぇのかぁッ!?　何様のつもりだぁっ!?」

「私？　そう。知らないなら教えてあげるわ。私はね……」

　そこでシャルロッテは髪かみ留どめを外し、長く美しい金きん髪ぱつを自由に、ハンチング帽ぼうを脱ぬぎサングラスを外して見せた。

「グランマーセナル帝国第一皇女、シャルロッテ・アルセイン・マジスティア様よッ──!!」
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「噓ついてるんじゃないよぉおッ!?」

「え？　えっ!?　ほんとよッ!!　本当ッ!!　本当なんだってばッ!!　美女っ子新聞記者のシャーリー・ロッテは世を忍しのぶ仮の姿でッ……!!」

「なぁに力説してんだぁてめえますます怪あやしいじゃねえかぁッ!!　そもそもお姫ひめ様さまは自分で様付けだの美女っ子なんてハイセンスな喋しやべり方はしねぇし大体なんでキセルで乗ってやがんだよぉおっ!?」

「っかんねーやつね、だからなくしたつってんでしょーが!!　なくしたのよ、なくしたのッ!!　いいからへへーって頭下げなさいよッ!!」

「ふざけやがってよぉ、そっちが王子様でてめえが皇女様ならそこの奴やつは女王様かよぉ!!」

　と、鎌かまで差し示されたパリエル。

「えっ。あ、うん……実は意外とそんな感じ……かも？」

「てめえら、揃そろいも揃っ」

　鎌が首筋から外れ、拘こう束そくが弱まった瞬しゆん間かん、コーネリアは麒麟の手の内から小型伝信機を奪うばい逃げ出した。

　これで万が一の杞き憂ゆうもなくなる。マヒロは飛び込んできたコーネリアを抱き留めると同時に下がり、レイナーと立ち位置を入れ替かえる。

「ちぃぃぃぃっ……!?」

　いよいよ人ひと質じちという手段を諦あきらめた麒麟が、レイナーに捕つかまるより早く背後へ跳ちよう躍やく、車両前方の展望ガラスを背にし立つ。配下の風牙衆の半分が音もなくその前に揃い隊形を整える。残る半分は後部車両への出口に陣じん取どる。

「もう～いい。もう～あったまにきたぜぇっ!!　帝都までの暇ひま潰つぶしもこれで終わりだぁッ!!」

　麒麟が破り捨てるように鉄道局員の上着を脱ぎ捨て、カッターシャツの前を開いた。脇わきのホルスターから取り出した一本の注射器を、直接心臓へ、針の根元まで打ち込んだ。

　顔から開はだけた体たい軀くまで、激しい血流によって見る見る赤あか鬼おにのように染まっていく。極限まで拡大した毛細血管が、眼球の白目を塗ぬり潰つぶしていく。

「え……マジ？　もっとバケモノになるの、あれ……？」

「残念だが新聞記者ぁ。てめえと違ちがって俺様はマジだぜぇ……！」

　一息に筋肉が膨ふくれ上がった。

　シャツの肩かた口ぐちが破れ、岩のようにゴツゴツとした二の腕が剝むき出しになる。

「兄さん……！」

「レイナー……！」

　クーデリカとパリエルがレイナーの左右に位置を取ろうとするが、彼は先ほど傷付いた腕でそれを制した。

「……無理だ。姫たちは後ろの三人を頼たのむ」

　いかに腕うで利ききの剣けん士しでも、少女の力でどうにかなる相手ではないことを、レイナーは身をもって理解していた。無論レイナー自身、あれ以上ともなればどこまで抗あらがえるかはわからない。

「レイナー……、レイナー、なるほどなぁ。てめえが銀髪鬼レイナー・ラングバルトってわけか。強いはずだぜ……だが自じ慢まんの剣がないんじゃあ、本気を出した俺様には敵かなわねぇ」

「……」

　赤い眼めを爛らん々らんと滾たぎらせる麒麟へ、レイナーは無言のまま身構える。

　麒麟が獣けもののように口の端はしを吊つり上げた。

「今度は俺がその顔を脳みそごとぐちゃっぐちゃにする番だ！　いくぜぇええええ!?」




　ドドッドッ。




「っ……」

　三発。

　突とつ然ぜんの肉を打つ鈍にぶい音と共に、麒麟の上体が前へ揺ゆらいだ。一瞬遅おくれて、彼が背にしていた風防ガラスが砕くだけ散る。

「なっ、に……？」

　狙そ撃げきか、魔ま法ほうかと、麒麟が何かの飛んできた前方を振ふり返る。そうして見えた背中には、マヒロたちにはあまり見覚えのない刃は物ものが突つき刺ささっていた。

　だが、……恐きよう怖ふをしてそれを覚えている風牙衆の忍しのびたちは目を見開く。

「総代、これはっ……！」

　遥はるか前方に、車両が見えた。

　帝てい都と発、下り一号便。

「総代っ！　手しゆ裏り剣けんです！　それもこれは、黒こく龍りゆう号の使うッ……！」

　向かってくる下り便の先頭車両の屋根に、人ひと影かげが二つ見えた。一つは腕組みをして真っ直すぐに立つ黒い影。もう一つは今、エプロンのようなものを脱ぬぎ捨てた……。

「なっ……、なっ……!?」

「キリぃ～～～～～～～～～～～～ンさぁ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～んっ!!」

　車両同士のすれ違い様、和わ装しよう束ぞくの女がダイブする。

「あっそびましょ～～～～～～～～～～～～～～～～うッ♪」

「なんッだとぉおおおおッ──!?　なんで鬼おに蜘ぐ蛛もがいやがるんだよぉおおおおおおおおおおおおおおおべらっふぇあがああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　速度差二〇〇キロで突っ込んできた葉多恵がビルドアップした麒麟の身体からだにドロップキック。先頭から、あらゆるものを蹴け散ちらし、後部の壁かべごとドアをぶち破って通路まで一瞬で突き抜ぬけた。

　パリエルたちに倒たおされていなければ、マヒロたちも巻き込まれて即そく死しだったに違いない。

　そして倒れ仰あおぎ見た天てん井じように、火花を散らし片かた刃ばの刀が走るのが見えた。やはり先頭部分から後部まで、勢いが弱まると同時に引き抜かれ、さらに一刀、二刀。破った天井と一いつ緒しよに黒尽ずくめの忍が降りてくる。

　彼は無言で、ただそこに姿を見せただけで風牙衆を威い圧あつした。そして向こうからは葉多恵の声が聞こえてくる。

「麒麟さん麒麟さん、お久しぶりですね～。会いたかったんですよ～、わたし」

「がっ、ぐはっ……、げぶぁっ……！」

　葉多恵はその見た目とは裏腹に、レイナー以上に軽々とした手振りで、レイナー以上に砲ほう弾だんのような音を響ひびかせ馬乗りになった麒麟を打ち据すえる。

　へらへらとした笑えみさえ浮うかべながら。

「だって麒麟さん丈じよう夫ぶですもんねぇ～。今日は何して遊びましょうか麒麟さん。手足もぎもぎバッタごっこしますか。内臓もぎもぎナマコごっこしますか。そう言えば麒麟さんて真っ二つにしたらどうなるんでしょうねぇ？　今日は新しくプラナリアごっこに挑ちよう戦せんしてみますか」

「ごばっ、ばっ、てめえのはぁあああッ!?　ごっこじゃなくて全っ部っマジだろうがぁあああああああああああああッ!?」

「プラナリ～アごっこが成功すれば～、キ～リンさんがふったっり！　もういちっど引き裂さけ～ばキ～リンさんはよっにっん！　成功すればポケットの中で増えるみたいで楽しいですよ～！　真・分身の術として忍にん者じや界に革命が起きちゃいますよ～!!」

　本気で貫ぬき手を胸に突っ込み、雪でも搔かき分けるようにざくざくと、ひどい音を立てて抉えぐり引き裂き始める。

　葉多枝党として幾いく度どかやり合っている葉多恵は、麒麟が麻あさ忍にん以上にただ死なぬことを知っているのだ。レイナーのした程度ではまるで生なま温ぬるく、バッタごっこをしてもナマコごっこをしても、麒麟は蘇よみがえる。動きを止めさせるには、いっそ二つに引き裂くしかない程ほどただならぬ男であることを知っているのだ。

「ああああっ、がっ、てめぇえらああああ!!　なにやってやがるぅ、げぼぁ、皆みなっ殺ごろしにぃいあああああああてめえ鬼蜘蛛ぉおおおおおおおおおおおおおおおおっ──!!」

　まるで断末魔のように、麒麟が悲鳴と血ち反へ吐どをまき散らす。

　命を受けた風牙衆が中央を取り囲むように距きよ離りを詰つめ、手にした何かを覆ふく面めんの下で口に含ふくむ。そして麒麟ほどではないが、淀よどんだ鈍い光を覆面の奥の双そう眸ぼうに宿し始める。

「使え」

　貴月が横目にしたレイナーへと、手にした刀を放った。

　レイナーはその柄つかを摑つかみ取り、瞬まばたきした。

　刀。形なりは小振りだが、重さは自分が普ふ段だん使っている黒の剣ほどもある。鏡のように磨みがき上げられたその刃は、とてつもなく比重の高い金属を打ち据えられているのだ。

　それは常人であればバランスを保つのも難しいほどの剛ごう剣けんであるが、この男であれば使いこなせることを、一度刃を交えた貴月は知っていた。

　レイナーは一振り、二振り、初めて使う得物の具合を確かめる。

　それで慣らしは十二分だった。

「……借りるぞ」

「かかれぇッ──!!」

　上忍の掛かけ声によって忍たちの足が浮くか否いなかのときには、レイナーは後方からの五人を切り捨てていた。

　眉み間けんを割られ首を割さかれ心臓を破られ、誰だれも声すら発せぬままに倒れ伏ふす。

「ッ……ば……馬ば鹿か、なっ……」

「ここまで……強いのかっ……!?」

　総代直じき々じきに選び抜かれた精せい鋭えいが、瞬きの間に打ち倒されたのだ。訓練と薬やく剤ざいにより強化された視力と反射神経をしても、あれほど輝かがやく刃の動きを捉とらえきれなかったのだ。ただそれだけで、何かの幻げん術じゆつでも見せられたのかと、後続たちは我が目を疑い足を止める。

　そして前方からの一団を、体術と手しゆ裏り剣けんで貴月が受け持つ。途と中ちゆうからは風牙衆の得物を奪うばい、一人一人の急所……有り体ていに言えば首を、的確に刎はね飛ばしていく。

　鬼き神しんの如ごとき……いや、鬼神や羅ら刹せつとて戦いくさになれば憤ふん怒ぬの感情を表そう。だがこの二人は、それと呼ぶにはあまりに静かに、あまりにも淡たん々たんと命を刈かり取っていく。近付く者たち全すべてを屠ほふる戦せん闘とう機械のような二人の男に、投薬によって恐きよう怖ふ心しんなどとっくに捨て去ったはずの風牙衆は震ふるえ上がった。

「っ……総代……！　我ら、残りわずか……！」

「麒麟さ～ん、麒麟さ～ん、お～首が長いのね……♪」

「そのキリンじゃねえっていつも言ってるんだよぉおおおおおおお!!」

　ズタズタを通り越こして八つ裂ざきに近くなった麒麟が、だからこそ、ようやく葉多恵の悪夢のような責め苦から抜け出す。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……くそぁッ……!!」

　葉多恵が引っこ抜いた首は、まだ葉多恵の手の中にあった。だが、葉多恵の背後にも麒麟の姿はあった。ただし、片かた腕うでは欠損していたが。
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「あらら、また逃にげられちゃいましたね～……」

「てめえら撤てつ収しゆうだ、どうせもう止まりやしねえッ……！　ずらかるぞ……!!」

「待ちなさい！　葉多恵も待って！」

　シャルロッテの言葉に、それぞれの足が止まる。

「いいわ、今日のところは逃がしてあげる。その代わり教えなさい。なぜあなたたちは大公が望む以上の装置を取り付けたの？　答えて」

「新聞記者が、それ聞いて特ダネにでもするつもりかぁ……!?」

「だったらあなたを大好きな葉多恵と一いつ緒しよにこのまま帝てい都と……いいえ、この列車の行き先は地じ獄ごくまでだったかしら？」

「ッ……！」

　麒麟は明らかにたじろいだ。葉多恵と一緒に、の部分以上に、このまま帝都に……以降の部分で。あれだけ常識外れな身体能力を持ちながら。

「……そ。バケモノのあんたでもその様子ってことは、本気で凶きよう悪あくな装置みたいね。さあどうするの？　葉多恵とごっこ遊びしながら楽しく死ぬか。全部ゲロして立ち去るか」

「てめえっ……まさか本気でシャルロッテ皇女なんてオチじゃねえだろうなぁ……!?」

　シャルロッテが軽く手を挙げると、葉多恵は今にも飛びかかりますよー、と言わんばかりに両手を挙げる。

「っ……ちぃいッ……！」

「大公の用意したという、二、三日身動きが取れなくなる装置と、あんたが取り付けたっていう向こう十年皆みな殺ごろし装置。効力から考えて、ただの依い頼らいじゃコストが割に合わないでしょう」

　そもそも、それほど凶悪な装置がいかなるルートから持ち込まれたのかも定かではない。

「……まあいい、どうせ死ぬなら冥めい土どの土産みやげに教えてやるぜ。世の中には、あんまり平和になってもらっちゃ困る連中もいるってことだ。風牙衆としちゃ、世の中は混こん沌とんとしててもらった方が仕事が増えるから手伝ってやってるってだけだがな」

「その連中の名前は」

「ヒャアッヒャアッヒャアッ！　大勢いるぜ、大勢だぁ……！　愛やら自由やら正義やら、そういう大義名分で戦いたがっているような連中に限って誰も気付いてねえんだよ！　自分たちが利用されてるってことにな!?　ヒャッヒャッヒャッ！」

「それを利用しようとしている者の名前は」

「それは……」

「……？」

「そ……うぇ、あ……」

　麒麟の様子がおかしい。

　かと思うと、突とつ然ぜん麒麟は全身の骨が抜ぬけたように、溶とけるようにその場にべちゃりと潰つぶれてしまった。

「ヒャアッヒャアッヒャアッ!!　それがこの地球の意志って奴やつらしいぜぇッ──!?　あばよ新聞記者ぁッ!?　ヒャアッヒャアッヒャアッ──!!」

　声が聞こえたのは、貴月が降りてきた天てん井じようの穴。気付いたときには、通路にあったはずの葉多恵が引っこ抜いた麒麟の頭はなくなっていた。

　機関車が深い渓けい谷こくを渡わたす鉄橋に差し掛かかる。前もって打ち合わせてあったのか、屋根の上から遥はるか眼下へ跳ちよう躍やくする麒麟を追って、生き残った風牙衆も窓を突つき破り次々と脱だつ出しゆつしていく。

「なんと……さすが風牙の麒麟さん、すでに真・分身の術を完成させていたというのですか……」

「いや、今そこを感心しても」

　マヒロは軽く突っ込み、前を見る。破れた風防ガラスからは強い風が吹ふき込んでいる。列車はまだ止まっていない。装置もまだ、手付かずのままだ。

「……」

　レイナーが刀の血ち糊のりを一ひと振ふりして払はらい、無言で刀の柄つかを貴月へ向ける。

「……」

　貴月は無言で受け取り、背の鞘さやへ収める。

「さぁーて、今度はこの列車を止めなきゃならないのよねっ……」

　一難去っても息つく間もなく、シャルロッテが階下の運転室へと向かった。マヒロたちもそれに続く。
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　拘こう束そくされていた鉄道局員たちを解放し、代わりにレイナーが殴なぐり倒たおした賊ぞく共どもを縛しばり上げる。麒麟たちが端はなから風牙衆として乗り込んだのであれば、わざわざ局員を生かしておくような真ま似ねはしなかっただろう。だが、風牙衆の存在を明らかにしたくなかった麒麟たちにとっては、今回はあくまでもごっこ。

　ただ金品を奪うばうのと、ついでに人の命を奪うのとでは、捕とらえられた際の刑けいの重さが違ちがってくる。強ごう盗とうが見境なく殺しまくるというのは、よほどでなければ不自然であり、今回はそれが幸いしたが……。

「大だい丈じよう夫ぶ？　しっかりしなさい、ちょっと」

　シャルロッテが一人の胸むなぐらを摑つかみ上げ、その顔を左右に張るが起きる気配がない。全員がその調子なのだ。

「あー、これ催さい眠みん剤ざいか何か打たれてますねー」

　と、局員たちの首元に注射痕あとを見付けた葉多恵が呟つぶやく。脈を診みながら瞳どう孔こうを覗のぞき込む。

「……致ち死し性ではないようですが、風牙衆の毒なら無理に起こすのも危険かも知れませんねー。このまま入院させて様子を見た方が吉きちですよ」

「となると、私たちしかいないってわけ……!?　マヒロ、そっちはどう!?」

「いま見てます！　単車ならともかく、こんな馬ば鹿かでかい機関車なんて初めてです！」

　メーターは単位からおおよそ把は握あくできる。ただ、魔ま導どう機関という特とく殊しゆ性からか操作系統がやたらと多い。伝信機付近のパネルは、ひしゃげてしまってなおさらよくわからない。

「そっちは!?」

　シャルロッテが魔導機関自体のコントロールを振り返る。

「Ｃ、ｈ……ＭＭＰａ……第一……!?　第二……何が第二!?　え、えっと………クーデリカ!?　わかる!?」

「わかりません」

「レイナーは!?」

「……すまない、姫ひめ」

「だよね!?　だよねー!?　あはははは、傭よう兵へいなめんなこんちくしょう!!　壊こわしたら止まらないかしらっ!?」

　涙なみだ目めで自や棄けになったパリエルが叫さけんだとき、後ろの車両からコーネリアが駆かけ戻もどってきた。

「いらっしゃいました！　この車両を設計した技師の方たちです！　記念に乗っていらっしゃったそうです！」

　背広姿の初老の男二人にシャルロッテたちは手を打って喜び、希望を見る。

「それでお嬢じよう様さま、私どもは……!?」

「列車を止めてください、とにかく！　お願いします！」

　身分も問わず必死に頭を下げるコーネリアを見て、頷うなずき合った一人はマヒロと席を入れ替かわり、もう一人はパリエルたちと場所を替える。

　そのとき前方に空飛ぶ一団が見えた。鳥の群れではない。ワイバーンに乗った飛ひ竜りゆう隊。途と中ちゆうからこちらと速度を合わせるように一八〇度方向を変え、列車が追い付こうというところで高度を落としてくる。

　少しして、二階部分から二人降りてきた。

「はーい、マジックアイテムなんでもお任せ。雑貨屋エミリーちゃんでござーい。これ伝信機、必要だったら使って」

「エミリオだろ、エミリオ。屋号にちゃんを付けるな」

　マヒロがルディが持っていたような小型の伝信機を受け取る頃ころ、もう一人降りてきたのは工具箱片手のタキシード姿。

「おおっ！　これはこれはマヒロ様、奇き遇ぐうでございます！　マヒロ様もこの上り一号列車で優ゆう雅がにご帰き還かん……」

「というかなぜ君までここにいる。ここに来た？」

　シャルロッテが言った。

「あら。マクシミリアンは機械関係に強いのよ？」

　エミリオが頷く。

「魔導器関係ならボクだけでもともかく、機関車にリンクしてるって言うんでしょ？　それでね」

「はい！　執しつ事じたるものボイラーの修理からオートモービルのメンテナンスまでこなせなければ一流とは申せません、はいっ！」

「ああ、わかったから。だがいま……」

　マヒロは二人の技師を見た。

　しかし、表情は浮うかばない。

「どうだ!?」

「だめだ、圧が下がらない！　クラッチを切れないのか!?」

「操作盤ばんがイカレちまってるんだ！　それにいま切ったらベクトルを失った炉ろが空から焚だきになる！　ブレーキを使うか!?」

「圧がもうレッドに入っている、これ以上負ふ荷かがかかるのは危険だ！　くそっ、何が原因だ!?」

　そうか、とマヒロは口を開いた。コーネリアがあまりに急いで連れてきたから、まだ状じよう況きようを把握し切れていないのだ。

「賊が列車に細工をしたんだ、どこかに余計なパーツは付いていないか!?　君たちの見覚えのない装置だ！」

「なにっ……？」

「……あったぞ、これかっ!?」

　魔導機関を見ていた技師が、大きなタンク状の機械の下に寝ねそべり、カプセル状の銀色のポッドを見付ける。

　もう一人がそれを覗のぞき込んで声を上げた。

「なんてこった、サージタンクを外したのか……!?」

「そいつが必要以上にバイパスしちまってるんだ……、どうする……!?　これ以上は俺たちの専門外だ……魔導機関の設計者でもなければ……」

「もう一回どこかからバイパスさせる間に元のサージに付け替えるか、……いや、こいつが今まで機能してるってことは中身も似たようなものかも知れん！」

「よし、一か八ばちか一度臨界に入れてバルブを開いてみるか……!?」

「「待った!!」」

　シャルロッテとマヒロが同時に叫ぶと、その剣けん幕まくに二人の技師は驚おどろいたように振ふり返った。

　マヒロは言う。

「賊ぞくの話では、臨界突とつ破ぱすると障気を発生する仕組みらしい！　この機関全体が帝てい都とまでの時限装置になっているんだ！」

「なんだって……!?」

　一人が泡あわを食って機関の操作盤に駆け戻る。

「……だめだ、出力が上がり続けている！　臨界までもう時間がない！」

「それのガワだけでも外せるか？」

　マヒロがもう一人に問うと、彼は首しゆ肯こうした。

「あ、ああ……元のサージに似せて作ったなら、こんなのはただのカバーだ。外す分には問題ないと思うが……」

　シャルロッテが言った。

「エミリオ、マックス、お願い」

「はいっ、お任せくださいっ！」

「はいはい、ちょっと通るね」

　執事とメイドが技師と入れ替わり、機関の下へ潜もぐり込む。マックスは工具箱を開けると、性格を表すように几き帳ちよう面めんに磨みがき上げられ、並べられた工具を手に取り……。

「……」

　これより向かうボルトを獲え物ものか何かのように見み据すえるや、一息。

　後。

「はぁっ──!!」

　一いつ閃せん。

　煌きらめくレンチ。舞まい散るナット。

　そして瞬またたく間に十本のボルトを取り外してしまった。

「な……何が起きた……」

　マヒロだって機関車はともかく、曲がりなりにもミスマルカ車馬隊がマシンを整備しているのは見たことがある。ボルトはああやって外すものではないし、あんな風には外れない。

「え？　ネジってああいうものじゃないの？」

　シャルロッテに続きコーネリアも言う。

「特級執事資格を持っているうちの爺じいやも、馬車の整備などあのようにしておりますけど……」

　ねえ～？　と首を傾かしげ合う、常識外れに高貴な二人。

「アホか!!　ここはアホの国かっ!!」

　誰だれにともなく憤いきどおりを顕あらわにするマヒロをよそに、外がい殻かくを外されたポッドの中を覗いたエミリオが笑った。障気発生装置の核かく心しん、そこにあった電子基板のような、常識外れに複雑な紋もん様ようをした紋章符を見付けたのだ。

「あっはは。こりゃすごいや……これたぶん、〝グランドエフェクト〟だよ」

　声は気楽で顔も笑っているが、エミリオのその目だけが珍めずらしく笑っていなかった。

「グランドエフェクト？　なんだそりゃ」

　マヒロの問いに、紋章符を外すために手を動かしながらエミリオは答える。

「グランドエフェクトガスは純じゆん粋すいに神経系に作用して、その働きを阻そ害がいする。ただし死なない。手足が動かなくなってひたすら苦痛が続く。もう死んだ方がましっていうレベルの苦痛がね。でも動けないから自分じゃ死ねない」

　シャルロッテが重々しい表情で呟つぶやいた。

「……誰かに殺してもらわない限り、殺すその誰かも、延々悲鳴を聞き続けることになる」

「そういうこと。そしてその誰かってのは、大たい抵ていはそれを気の毒に思った味方って相場が決まっている。士気はだだ下がり。非常に正しい毒ガス兵器だよ、これは」

「出所は突つき止められるかしら？」

「どうかな……闇やみ屋やの間に出回るような代しろ物ものじゃない。国家間で取引されるレベルのものだ。ボクも紋章コレクターにレプリカを見せてもらったことがあるくらいでね」

　エミリオの話を聞いたマヒロは、シャルロッテに静かに問う。

「……麒麟が言っていた、向こう十年死の都というのとは、少しニュアンスが違ちがう感じですね」

　威い力りよくを考えれば、エミリオの言うように国家そのものが使用を判断するに相応ふさわしい大量破は壊かい兵器だ。雇やとわれの組織が所持するにも度が過ぎている感がある。

「ええ。ひょっとしたら皆みな殺ごろしよりたちの悪いモノだってことを、これを仕し掛かけた麒麟自身知らされていなかった……」

　知らさず、麒麟に渡わたしたのは誰か。

「ああっ、もう、揺ゆれるなぁ……いま神経質なところなんだよ。もうちょっとなんとかならない？」

「無茶言うなエミリオ、急げ！　もう帝都が目と鼻の先だ！」

　列車の行く先を振り返ったマヒロの目に、帝都外がい縁えんの防ぼう護ご壁へきと速度計が映る。時速は一四〇キロに迫せまっている。ほぼ一直線とは言え、いくら敷しきたてのレールとは言え、旧文明時代の超ちよう高速鉄道とはわけが違うのだ。

「無茶はどっちさ……マックスさん、そっち押さえて」

「はい、かしこまりましたっ……！」

「せー……のっ」

　掛け声の少し後、エミリオが手の平ほどの、毒々しい紫むらさき色いろした紋章符を床ゆかに放ほうる。

「よしっ、これでまず一つ……！　ガスの心配はなくなったよ！　次は機関だ！」

　そのとき、列車は帝都外周を覆おおう防護壁のアーチを音を立てて通過した。

　シャルロッテが叫さけぶ。

「二人とも急いで！　帝てい都とに入ったわ!!」

　マヒロがエミリオより渡されていた伝信機に通信が入った。

《こちらシューペリア中央駅、列車の状じよう況きようはどうなっていますか!?　応答願います！》

　受話器をひったくるようにしてシャルロッテが叫ぶ。

「フォルゴーレね!?　賊ぞくは追っ払ぱらったわ！　ガスの心配もなし、でもまだ速度が落ちない！」

《かしこまりました、現在駅周辺にルナス様とアークセラ将軍麾き下かの即そく応おう隊と救護隊が展開しております！　他ほかに何かご指示は!?》

「とりあえずはないわね！　お祈いのりでもしてて！」

　一度機関の下から頭を出したマックスが叫んだ。

「その辺に元のサージタンクは転がっておりませんかっ!?」

　すぐさま一同で周囲を見渡すが、それらしいものが見当たらない。だがわずかの後、

「あっ、ひょっとしてこれ……！」

　コーネリアが取り上げたのは伝信機の傍そばにあった、パネルから転げ落ちたにしては不自然に大きなスクラップ。レイナーと風牙衆がやり合ったときに、運悪くその場所に転がっていて巻まき添ぞえを食ったのだ。

「壊こわれてしまってるみたいですが……！」

「構いませんっ、中のパイプが無事ならばッ！　早くこちらへ！」

　マックスが先ほど見せた手て際ぎわで腕うでのいい料理人が見る間に魚を下ろすが如ごとく、スクラップを解体し、求めていた部品を取り出し、また機関の下に潜もぐり込む。

「これでいかがでございましょうかっ……!?」

「よし、ビンゴ……！　パイプお願い、ボクは導線を……！」

　車速は一五〇キロを超こえる。駆かけ抜ぬける轟ごう音おん、吹ふき抜ける轟風に、多くの帝都の市民たちが何事かと振り返るのが見える。

　そして彼方かなたにはもう、集合し交差する無数のレール。シューペリア駅が迫ってきていた。

　終点だ。

「姉上、この駅の先は……!?」

「整備のための車両基地があるだけよ！　ああもう、普ふ通つう鉄道ならまだしも……！」

　幾いく分ぶん余よ裕ゆうはあるだろうが、それが最後だ。それより先にレールはない。

「フォルゴーレ、間に合わないわ！　列車が駅を突っ切る！　部隊を車両基地の方へ急がせて！」

《かしこまりました！》

「終わったよっ!!」

　エミリオの声と同時、技師の二人が再度機関と列車の操作にかかる。

「よし、コントロールが戻もどった!!　圧力降下!!　いいぞ、そのまま、そのまま……！　二、一……いいぞ、負ふ荷か正常!!　ブレーキ可能!!」

「みんな、何かに摑つかまれッ──!!」

　運転席の技師が通常ブレーキレバーと、緊きん急きゆう停止レバーを渾こん身しんで引き絞しぼる。

　ガクン、と一度、大きな揺れが車体を襲おそう。四列のレールと車輪が凄すさまじい悲鳴と火花を散らす。だがその巨きよ体たい故ゆえの大質量に、車両は滑かつ走そうし続ける。共和国のセントラルステーションに次ぐ長大なホームを、群衆の悲鳴を浴びながら駆け抜けていく。

　緩ゆるやかに。

　緩やかに、速度が落ちていく。

　しかし止まらない。

　車両基地の敷しき地ちが見え、進入し、時速九十キロを下回った辺りからようやく減速度が増し始める。

　八十キロ。七十キロ。

　車両倉庫が迫り。

　突とつ入にゆうし。

　通り抜け。

　六十キロ。五十。四十、三十……。

　誰だれも彼も息を吞のみ、悲鳴も上げなかったが。

　そのレールの終しゆう端たんから目を背そむけるようなこともなかった。

　そして……。

　停車。

　サスペンションのたわみにより、一度大きく揺ゆり戻され、今度こそ完全に停止する。

「……魔ま導どう機関、出力定格……！　缶かん圧あつ、負荷、正常……！　流量正常……、全すべて異常なし！　機関に異常なし!!」

　そんな技師の声が聞こえたわけでもないのだろうが。

　後方車両からの乗客たちの大だい歓かん声せいは、先頭車両にまで届くほどだった。
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　翌日。

　帝てい都と外周、多くの人で賑にぎわう商業区の辺り。

　大陸のどの町にもあるような、冒ぼう険けん者しやの集つどう酒場にて。

「どうも、お待たせ」

「うわ、ほんとに一人で来た」

　先にレイナー、クーデリカとテーブルに着いていたパリエルは、帽ぼう子しを深く被かぶった庶しよ民みんの服装であっけらかんとテーブルに加わったマヒロを見て、改めて呆あきれる思いだった。

「驚おどろくことないだろ、別に。ミスマルカにいた頃ころからやってたことだよ」

「それは、そうですけど……。普ふ通つうに考えてあの頃以上に重要人物じゃないですか。ミスマルカと違ちがって大都会ですし」

「だからって騎き士し団だん連れて酒場には入れないだろ？」

　言われてよく見ると、メイドの格好のエミリオが入り口付近の掲けい示じ板ばんを眺ながめる振ふりをしていた。

「……そういえば……女の子、でしたっけ……？」

「実はそれがよくわからない」

　マヒロは注文を取りに来たウェイトレスに飲み物と摘つまむものを注文する。

「……で、お話ってなんですか」

　会合の申し出をしたのはパリエルたちではなく、マヒロの方だった。

「ああ。僕から……というより、シャルロッテ様から」

「皇女が……？」

「重要人物……というのは確かに僕も狙ねらわれやすい立場なんだが。他ほかでもない、君もそうだということだ」

　察し、先を読んだようにクーデリカが気配を変える。いつでも自分の得物に手を掛かけられるように。

　その気配だけでマヒロは告げた。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。帝国が君たちに何かしようということじゃない。僕も正直意外だったけど、そこのレイナーについてもどうこう言うつもりはないらしい」

　エルクレセル王家の生き残り。あるいは、そういう肩かた書がき。もう十数年も昔に滅ほろびた国だ。パリエル自身にとってはそんなのただの重荷なだけで、大したこともないだろうというのが正直な気持ちだった。

　そう。

「そんな大したことないですよ、私なんて。王子みたいに大っぴらに名前や顔を出してるわけじゃないですし」

「いや、そういうスタンスなら別にいいんだ、それで。ただ、その自覚だけ持って欲しいって」

「……」

　マヒロの注文した品が運ばれてくる。

　パリエルは少しの間、隣となりのクーデリカを横目にした。事実として、レイナーの妹を名乗る彼女は、その生まれをして自分たちに反帝国の旗はた頭がしらとなって欲しい……と、申し出てきた。

　ならば少なくとも、その程度の影えい響きよう力はある、ということだ。だが結局パリエルはそれをさておき、気ままな旅を続けていた。レイナーはそれについて何も言わない。姫ひめとは呼ぶが、同時に、姫の好きにすればいい、としか言わない。

　クーデリカだけが一いつ緒しよでなければ帰れないし帰らないと、勝手にくっついてきてしまっている。それが今のパリエルの、偽いつわらざる状じよう況きようだ。

「……それだけですか？」

「聞いただろ。昨日の、麒麟ってやつが言った最後の言葉」

　世の中には、あまり平和になってもらっては困る連中がいる。愛や自由や正義、そうした大義名分で戦おうとしている者たちに限って、自分たちが利用されていることに気付いていない……。

「くだらない」

　冷たく言ったのはクーデリカだった。

「つまりは帝国がうまく支配を続けられるよう、釘くぎを刺さそうというのでしょう」

　マヒロは否定しなかった。

「もちろんそれもある。この大陸の半分は、今やもう帝国のものだ。それが崩くずれるということは、大陸の半分が崩れるということだ。人類の半分が崩れて、残りの半分が影響を受けないはずがない」

「綺き麗れい事ごとを」

　半ばの敵意を見せるクーデリカを、マヒロは見み透すかすように笑って言った。

「へえ。君も帝国が憎にくいタイプか」

「っ……それは……」

　そこまではさすがに明かせない。

　旗頭として。そう言えば聞こえはいい。

　だが立場、見方、言い方を変えれば、クーデリカもまたパリエルをそうした戦いへ誘さそうために近付いた者。そのことに違いはない。どう答えてもうまくない。

「やめなよ、クーデリカ。この王子には口で言うだけ損だから」

　パリエルが笑ってなだめると、彼女は元のように口を噤つぐんだ。剣けんならまだしも、口でどうにかなる相手ではないことをパリエルはよく知っていた。

　再びパリエル自身が会話の受け口に立つ。ただし、肘ひじをついて少し身を乗り出し、より一層声を潜ひそめて。

「その麒麟が言ってたのが……教団領の祭さい壇だんで、予言者の言っていた？」

「……イコールかはわからない。ただ僕個人としては規模から言って、もう少し複雑な……組織と言うより、機構システムのようなものじゃないか、って気はする」

「仕組みですか……？」

「もちろん、その仕組みだって誰だれかが考えて動かしてるんだろうから、その上層部を差せば組織のようなものに行き当たるだろうけどね。正直、まだよくわからない。シャルロッテ様もこれに関しては、同じ見解みたいだ。帝てい国こくの情じよう報ほう網もうでも、それ以上は把は握あくできていない」

　マヒロは注文したフルーツジュースを飲み、チーズや野菜の載のったクラッカーをかじる。

「……結局王子は……そのために帝国に？」

「え？」

「ミスマルカの王子として大陸を取るとか、統一するとか……そういうのは」

「帝国が統一しても、人同士の争いはなくなるよ。それがだめなら……ジェスじゃないけど、また他ほかのアテを探すよ。より争いと犠ぎ牲せいの少なくなる方法を」

　口では軽いが、マヒロの目は真剣なものだった。

　そして、ああ、やっぱりそこに行き着くのかと……パリエルは妙みように落ち着いた気持ちになった。先回、ペルグルンで再会したときは、どこまで変わってしまったのかと落ち着かない気持ちで……今まで落ち着かなかったが。

　こうして当たり前のように言うマヒロを見て、妙に落ち着いた。そんな自分に気付いた。

「それに、そのときまでにうまく活かつ躍やくできていれば……エルクレセルを領地として貰もらって、君に返してあげられるかも知れない」

「……いりませんよ、そんなの」

　思わず口から出た、率そつ直ちよくな気持ち。

　そんな呟つぶやきに、レイナーとクーデリカは、それぞれ何かを思ったように、しかし無言でパリエルを見やった。

「王子こそ、シャルロッテ皇女に……帝国にいいように利用されてるとは思わないんですか？」

「僕はいいんだよ。そもそも戦いくさに負けた以上は、利用されるしかない立場だ。そしてそれが今のところ、僕の目的とも合がつ致ちしている。僕もこの国を利用させてもらってる」

（……やっぱりなんか、すごいな……）

　思いながら、パリエルはジョッキを一口。

　自分と同じように国を滅ほろぼされ、家族を失ったのにもかかわらず。本当は、何ともないわけないのだろうけど……まるで何ともないかのように振ふる舞まえる。本当の気持ちを当然と、軽口のように言い切れる。

　そういう強さ。

　気ままでいい、と思っていたはずなのに。そんなあまりに芯しんの通った姿を見ると、また自分が揺ゆらいでしまいそうになる。自分はこんなでいいのかと。

　ミスマルカにいた頃ころ、強くなれ、剣の稽けい古こをしろと彼の尻しりを叩たたいていた自分が……今はもう、懐なつかしい。

「……最後に余計なこと言ったみたいで悪かったね。じゃあ伝えることは伝えたから」

　自分のグラスを飲み干したマヒロは、クラッカーの最後の一枚を咥くわえて立ち上がる。

「あっ……待ってください、王子」

「え？」

「話って……、それだけですか……？」

「うん。まあそれくらいしか言われてないからね。それに僕も、まるっきり信用されてるってわけじゃない。君たちとあんまり長話するのも……」

「いや、そうじゃなくて」

　パリエルも思わず椅い子すから腰こしを浮うかせる。

「……本当に、話ってそれだけですか？」

「えっ？」

　聡そう明めいな王子もいよいよ見当が付かないように、眉まゆ根ねを寄せた。
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　柔やわらかな日の差し込む、うららかな午後のティールームで、三さん姉し妹まいは一つのテーブルを囲んでいた。

　各紙見出し。


『北西線上り一号襲しゆう撃げきさる』

『警備態勢の不備か、設計ミスか』

『鉄道局内に内通者の可能性』

『皇こう帝てい陛下、バクターヌ公の更こう迭てつを言げん及きゆう』



　そんな新聞を、片かた端はしからめくる姉を見ながら、ルナスは言った。

「……姉上が寝ねている間に、帝都は大おお騒さわぎです」

「そうだったようですね」

　特に驚おどろいた様子もなく、シャルロッテは新聞をめくっていく。

　シャルロッテが部屋で伏ふせっていたため、全体の指揮を執とったのは皇帝、魔ま導どう兵器に関する対応指示を出したのはユリカで、周囲の制止を振り切り、万一に備えて現場に兵を連れ立ったのはルナスだった。

　ユリカが言う。

「バクターヌ公は、この事件に自分が関かん与よしたことを否定しなかった」

　ルナスは頷うなずく。

「マヒロに手を掛かけようとしたところを、コーネリア嬢じようも目撃したのだそうです。身内からまで告発されたのでは、否定のしようもないでしょう」

　シャルロッテはその新聞を畳たたみ、顔を上げる。

「バクターヌ家や領民にまで罪が及およばぬよう、全すべて自分一人の責任として被かぶるつもりなのです。事実、彼一人の企くわだてなのでしょうけれど」

「処分は」

　問うユリカへ、シャルロッテは答えた。

「国内におけるこれ以上の動どう揺ようが得策でないことは、お父様もよく存じています。大公が素す直なおに家か督とくを明け渡わたすのなら、軟なん禁きん程度で済むのではありませんか？　罪状は領内における機関車工場と鉄道の監かん督とく不行届。表向きの事件は、あくまでも賊ぞくのやったこととして」

　表向きはどうあれ、真実からすればあまりにも甘い対応だった。

　だが大公には、その実行に踏ふみ切らせるだけの手勢があった。そして戦にならなかった以上は、まだ残っているのだ。裡うちにただならぬ不満を秘ひめた、その軍勢が。

　事実を公表し、彼を処断するのは簡単だが、それではまだ全容の摑つかめていない不満分子の中から第二、第三のロベルト・バクターヌを生み出すだけだ。顔の見えないリーダー相手では、いま以上に状じよう況きようがややこしくなる恐おそれもある。

　嘆たん息そくしながらルナスが言う。

「……ともあれこれで少しは、国内の引き締しめが計られると良いのですが」

「そうですね」

　紅茶を一口して、シャルロッテは次の新聞へ手を伸のばした。一面見出しは、どれも似たような内容だったが、中身は新聞社の社風により様々だ。


『賊の正体は極東のニンジャ軍団？』

『悪漢卑ひ劣れつ　鉄道局員に化けていた』

『命を懸かけた若きプリンスとプリンセス　マヒロ王子とコーネリア嬢の関係は？』



　ふとユリカが呟つぶやいた。

「……取られる」

「何がですか。誰だれにですか。何をですか」

　途と端たんにルナスが口早にまくし立てた。その剣けん幕まくに慌あわててユリカが首を振ふる。

「まだ何も言ってない」

「取るも取らないも、あれの生せい殺さつ与よ奪だつは私のものなのです。ユリカ姉は余計な心配のし過ぎです。本の中の爛ただれた絵空ごとの読み過ぎなのです」

「……ルナス。私は別に、爛れたものばかり読んでいるわけでは」

「でも読んでいるのでしょう爛れたものも。姉上付きのテスラとカトリーナが貸し合っているのを見ました」

「……」

　ユリカは珍めずらしく言い返せなくなったように押し黙だまった。それからルナスは、上の姉へ向き直る。

「シャル姉もその点を踏まえた上で、マヒロを使うときは一言私に断りを入れてください。あれは、私のものです」

　シャルロッテは小さく笑う。

「大だい丈じよう夫ぶです。コーネリア嬢曰いわく、マヒロ王子のことは祖父に言われただけのおふざけだったそうですから」

「……姉上。そんなあっさり種明かしされたらつまらない」

「ユリカ姉」

「……はい」

　妹にすごまれて、ユリカは小さくなってティーカップを手にした。

　噂うわさのプリンスが現れたのはそんなとき。

「姉上～。正門のところまでなんか来ているのですが」

「報告は正確に」

「え、あ、はい」

　ルナスとユリカがいるのを見て取り、マヒロは言い直した。

「なんかですね、残り九十枚の支し払はらいがまだなんですけどそこのところはどうなってるのかなーなんて、てっへっへっ……とかなんとか言ってやがるのですがいかが致いたしましょうか」

　シャルロッテはニッコリ笑って言った。

「お引き取り願いなさい」

「うわぁお……マジですか」

「マジ」

　ニッコリ。

「あ、ついでに今そこでルディから、クルマの修理代についてボクからもお願いするよう言わ」

「知りません」

「……マジですか？」

「マジっ」

　ニッコリ☆

「………………姉上って夜道を一人で歩いてたら後ろからよく煮にえた湯ゆ豆どう腐ふの角で殴なぐり殺されるタイプですよ、絶対。それも木も綿めんでなく絹ごしで」

「いーからさっさと行って追っ払ってこいっつってんのよ私が昨日丸一日ゴロゴロ寝ねてたおかげで気分のいいうちに」

　ニコニコ、ニッコリ☆

「あ、はい、言って参りますです……」

　そそくさとマヒロはティールームを出て行った。

　ルナスが聞く。

「……なんの話ですか、姉上」

「なんでもありません。春めいてきましたね」

　明後日あさつての方にあったガラス張りのテラス、日ひ射ざし降り注ぐ中庭を見て微笑ほほえむ第一皇女。

　ユリカが聞く。

「でも。ルディがどうとかとも」

「私は今日機き嫌げんがいいんです、っつったの聞いてなかったのあんたら？」

　ニコッ。

「「はい、ごめんなさいお姉様……」」

　封ふう殺さつ。大完封。




　　　　◆




　パリエルたちは王宮の正門でエミリオと共に待っていた。宮きゆう殿でん自体まで相当距きよ離りがあるのか、シャルロッテに確かく認にんしてくると言ったマヒロは小走りに、軽く息を切らして戻もどってきた。

「……あー、どうも、パリエル傭よう兵へい団の皆みな様さま。そんなわけで、伺うかがって参りました」

「うん、うん、そんなわけで？」

　パリエルはそんなマヒロを、とびきりの営業スマイルで出で迎むかえる。

「なんたって中原領政務官大使王太子とバクターヌ大公領家のお嬢様とグランマーセナル帝てい国こくの第一皇女を救い出した救国の英えい雄ゆうだもんね。時間かかったのはやっぱりジェス君みたいに皇帝陛下直じき々じきになんかすっごい勲くん章しようと望みの褒ほう美びを取らせようなんてそんな感じだから？　まあ言っても私たち自由を愛するだけのしがない傭兵だから、仕官とか勧すすめられてもそれはちょっと困っちゃうんだけどまあお給料次し第だいかなー、えへへ……」

「ではお言葉を伝えます」

「うんうん。なんて？」

「知らん。帰れ」

　……。

　…………。

「……えっ？」

「シャルロッテ様は昨日は一日床とこに伏ふせっておられたので、あなた方のことなどご存じないそうです」

「いや、でもっ……、……えっ？」

　そんなパリエルの様子に項うな垂だれて顔を押さえるクーデリカと、無表情のレイナーと。

　明後日の方角を向いたマヒロは素知らぬ顔で言った。

「……新聞記者にでも騙だまされたんじゃないですか？」

「っじゃねえだろ、おい待てコラッ!!　ガキの使いじゃねーんだてめーこの木こっ端ぱ役人ほんとに皇女に確認してきたんだろうな!?　ああっ!?」

　パリエルはアッパーカットする勢いでマヒロの胸むなぐらを摑つかみ上げた。

「したってしてきたんだって!!　ほんと、本当に!!　本当なんですってば!!」

「じゃあなんであれだけ金ジャラジャラ持ち歩いてる超ちよう金持ちが金貨の百枚ばかし払はらえねーんだ、おいっ!?　テキトーこいてんじゃねーぞてめえコラっ!!」

「知らん!!　知らん知らん!!　帰れっ!!　シャルロッテ様はお前らみたいな凡ぼん庸ようなる下々の者どもと馴なれ合ったりしないのだ!!」

　そこでようやくパリエルは手を放した。

「わかった。じゃあてめーが払え」

「いやだ」

　放したばかりの手で再び捕つかまえ締しめ上げる。

「っだとてめーいくら没ぼつ落らくしても王子だろうが金貨の百や二百持ってるんじゃねーのかオラ！　ちょっとここでジャンプしてみろよ!!　ジャンプ!!」

「無理、無理、足、足地面に届いてないんですがっ！　首！　首がああああっ!!」

「パリエル様、パリエル様、さすがに人目が……」

　往来する高級貴族官かん僚りよう、もちろん衛兵まで。行動もともかく、やんごとない貴族らにしてみればまるで異国情じよう緒ちよ溢あふるるかの如ごとき亡国王女の言こと葉ば遣づかいに目を見張る。

　パリエルがクーデリカに羽は交がい締じめにされ、ようやく解放されたマヒロは何度かむせ返ってから傍かたわらのエミリオに言った。

「……エミリオ。金貨九十枚くらい持ってるか」

「あるけど、うちは金貸しはやってないよ」

　あっけらかんとエミリオは言った。

「未来の利息アテにするなんてただのギャンブルだしね。高利貸しなんて取り立てるだけ労力の無む駄だ。博打ばくち打ちのすることだよ。ついでに言うと信用取引もやってないからね」

「……妙みようなところで堅けん実じつな金の亡もう者じやだな……というかやってたら友達にも高利で貸すのか」

　マヒロは少し考えてから。

「よし、わかった。パリエル」

「なんですか？　他ほかに払うアテが？」

　その肩かたに一度手を置き。

「強く生きろ。じゃっ」

「っだとてめーおい待てコラぁッ!!」

　脱だつ兎との如く正門の内側へ逃にげ込んだマヒロにパリエルがハヤブサの如く追いすがるも、さすが宮殿警備のエリート騎き士しがトラップ発動するかの如く行く手を遮さえぎる。

「てめーこの無む銭せん没落変態王子今度会ったらぜってーただじゃおかねーかんなーっ!?　覚えてろよ、おーっ!?」

「っかましいわこの凡庸なる傭よう兵へい風ふ情ぜいが余だってないものはないんだ国ごと没落した王子様なめんなよ馬ば鹿か野や郎ろうっ!!　文句があるなら自分の雇やとい主に言え雇い主にっ!!　余の知ったことかバーカバーカ!!」
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　そしてシャルロッテの執しつ務む室しつ。

「……それで、パリスティエル王女はなんと？」

「今度会ったら殺すって言われました」

　こんっ、とペンが眉み間けんに直ちよく撃げきしてマヒロはうずくまった。

「金の話はいいのよ。金の話は」

「あ……、はい」

　となれば酒場でのやりとりのことしかない。

「姉上からの伝言については、パリエル自身は特に何も言ってなかったですよ。もっとも、エルクレセル出身の者が三人も集まっていますから本心がどうなのかはわかりませんけど。特にレイナーの妹だというあのクーデリカという娘むすめは、少なからず帝てい国こくに敵意を持っているようでした」

「そう。やっぱりそういう者は多いのね」

「野放しでいいんですか？」

　通常なら、難なん癖くせ付けてでもしょっ引くのが常道だろう。もっとも、あのレイナーがその気になったら、相応の犠ぎ牲せいは覚かく悟ごしなければならないだろうが。

　マヒロの問いに、シャルロッテは素す直なおな微び笑しようで答えた。

「この国を救ってもらったんだもの。そこまで恩知らずじゃないわよ」

「…………えっ？」

「何か？」

「……いえ。なんでもないです」

　文ぶん鎮ちんを手に取ったシャルロッテへ小さく首を振ふってから、マヒロは言った。

「まあ……私見ですが、パリエルは大だい丈じよう夫ぶなように思います。リーゼルたちのような勇者に混ざっても違い和わ感なく溶とけ込めるほど、真っ直すぐな性格です。自分が混乱の焦しよう点てんになるような事態は、他でもないパリエル自身が認めないでしょう」

「真っ直ぐで純じゆん粋すい……でも、一番怖こわいのはそういうのが本気になったとき」

「……この国の皇帝のように？」

「そうかも知れないわね」

　現在、大陸の東の半分を統すべた皇帝ネオシスだが、彼は野心家でも、狡こう猾かつなのでもない。マヒロはヒルダから聞いた話だけだが、父曰いわく裏のない、根っからの善人。

　本意でない戦いくさや政治も多々あっただろうが、慈じ善ぜんだけでは国が立ち行かないのもまた事実。その苦く悩のうを乗り越こえ、犠牲を犠牲と受け止め、尚なおここまで進み続けるというのは、やはり尋じん常じようならざるものがある。

　野心家であれば、己おのが欲よく望ぼうのまま突つき進めばいいだけの話である。ただ善人がそれを為なすには、多くの十じゆう字じ架かを背負う必要がある。その重荷に耐たえうるだけの、強きよう靭じんな精神が必要になる。

　皇帝ネオシスが、預言者の神しん託たくによって進むべき道を決めたように。結局、何か為すべきことを見付けたとき。そういう者たちは大化けするのかも知れない。

　パリエルは……どうだろうか。

「それとマヒロ。面おも白しろい話を一つ、聞かせておくわ」

「なんです？」

「機関車両二階にあった風牙衆の死体、全すべて消えていたそうよ」

「っ……」

　武力というものをあまり脅きよう威いに感じたことのないマヒロも、この時ばかりはさすがに。

「葉多恵が言うには、最後に潰つぶれた方が麒麟の本体。列車の屋根から渓けい谷こくへ落ちていったのが、ダミーだった可能性も考えられる」

　帝都に入った、あの列車が止まるか止まらないかの瀬せ戸と際ぎわに、まだ奴やつが残っていたと考えれば。マックスやエミリオの作業を妨ぼう害がいされていたとしたら。

　ぞっとするような話だが、シャルロッテは不敵に笑っていた。

「嘗なめられたもんよね」

「……とは言え、貴月やあの葉多恵さんたちとライバルの忍しのび衆と考えれば、それも妥だ当とうな気もしてしまいますね。姉上は、共和国の白しろ鴉がらすというのは知っていますか」

「管理局選せん抜ばつのクロウコードね」

「ええ。あれも風牙衆と同じように梵ぼん字じの覆ふく面めんを付けていました。そして白鴉は、霧きりに姿を変える不思議な能力を持っています。確かく認にんしたわけではありませんが、もしそれが固有の能力ではなく、風牙衆に伝わる秘術や何かの類たぐいだったとしたら……」

　なるほど、とシャルロッテは呟つぶやいた。

「総代と呼ばれるほどの男が、身に付けていないはずがない。そしてあの手のバケモノが他ほかにもいない限りはない……か」

「ええ。であるならば、風牙衆を利用している何者かの正体はわかりませんが……それが敵である限りは、留意するべきだと思います」

「結構」

　シャルロッテは机き上じように手を組んだまま、小さく頷うなずく。

「では僕からも一ついいですか？」

「はい、何かしら？」

　マヒロは部屋の隅すみに控ひかえる若いメイドを見た。

「……なんでコーネリア様が？」

　本来それを使う側の立場であるはずの彼女が、その姿でぺこりと頭を下げる。

「シャルロッテ様の元で、お勉強させていただくことになりました」

　シャルロッテが言う。

「そういう風に誘さそったら、いいって。まあ、本来はバクターヌ家に対する人ひと質じちのつもりだったんだけど……本人が思いの外、やる気になってくれたから」

　貴族の若者が、より位の高い貴族の家に奉ほう公こうに出されることはよくある。本人にとっては社交性の向上に繫つながるし、勤め先の子息、息女のハートを射止められれば玉の輿こし……というのも、またよくある話。実際これはミスマルカでも、このロッテンハイム宮でも、おおよそどこの国でも当たり前のことだった。

　フォルゴーレが前に「世が世なら」と言っていたのも、つまりはそういうこと。

　他にも、家にとっては世よ継つぎなど一人で充じゆう分ぶんなので、二人目や三人目はそうした修しゆ行ぎように出すついでに、奉公先の家の内情でも探さぐらせた方が無む駄だがない……なんて腹黒い理由の場合もあるが、これはよほど優ゆう秀しゆうでなければ務まらぬだろう。

　ことほど左様に何のためかは、人それぞれであるが。それが宮仕えともなれば、世間ではかなりのステータスとなる。

　もちろんコーネリアは四大大公の一族だ。ステータスなど元々凄すさまじいものがあるので、もしこれがただのメイドであれば、かのバクターヌ家もこの一件により落ちぶれた、の一言だろうが……第一皇女付きともなれば、さすがバクターヌ家の才さい媛えん、となる。

「……はあ。そうですか」

「今後ともよろしくお願いいたします、マヒロ様」

「あ、いえ……。こちらこそ、コーネリア様」

　まあ……本人がいいのなら、いいのだろう。

　元の育ちがよいせいか。元の美しさもあるせいか。皇室に相応ふさわしい、かなり理想的なメイド振ぶり。

　そんなとき、隣りん室しつに続くドアからノックが聞こえ、メモ片手に真しん剣けんな様相のフォルゴーレが入ってきた。

「シャルロッテ様。バクターヌ公が……」

　言いかけて、彼女はコーネリアの姿に気付いたように口くち籠ごもった。

　だがそこにいるのは、そのコーネリアも含ふくめて感性の鋭するどい者ばかり。それだけでコーネリアは覚かく悟ごしたように眼まな差ざしを鋭くし、シャルロッテはそんなコーネリアの表情を確かく認にんした上で先を促うながした。

「構わないわ。続けて」

　ここは、そういう世界。

「はい。バクターヌ公が自害遊ばされたそうです」

　半ばの察しはついていても、いざ事実として告げられれば、一気に部屋の空気が重く沈しずむ。

　シャルロッテは短く問う。

「方法は」

「毒を呷あおられたようです」

「目もく撃げき者しやは」

「ございません」

「遺書は」

「此こ度たびの不ふ祥しよう事じは全すべて自身ただ一人の責任であり、家か督とくの全てをご長男のジョージ様に譲ゆずった上で責任を果たすと」

　コーネリアが呟つぶやく。

「……お父様に……」

　長男。ロベルト・バクターヌが中央である帝てい都とにいる間、領地の全てを取り仕切っていた総そう督とくだ。その相続自体に何ら不自然はない。

　しかし一間、マヒロは告げた。

「僕はただ二回、お会いしただけですが……大公の故国、領民に対する想おもいには並々ならぬ熱意……いえ、いっそ執しゆう念ねんのようなものさえ感じました。余命幾いくばくもないとは言え、そのような形であっさりと全てを手放すような方には思えませんでしたが」

　他ほかでもない、コーネリアが強く頷うなずいた。

「はい。わたくしもそのように思います。こう言ってはなんですが……わたくしの尊敬していた祖父は、一度や二度の失敗で挫くじけるような人物ではありませんでしたわ」

　シャルロッテは頼たのもしそうに笑って言った。

「恐おそろしい話ね。でも同感」

　そしてすぐに真顔に戻もどる。

「葉多恵をやって。毒を検分させなさい」

「かしこまりました」

　小さく頭を下げ、フォルゴーレは再び隣室へ戻っていった。

　　　　[image: ]

　同じ頃ころ。

　ブラウスピカ領。

　その領主である、大公の宮廷。

「……だから急ぐなと言ったのだ……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで言葉を吐はき、当主であるノエバ・マグダネル・ブラウスピカは新聞を膝ひざの上に畳たたんだ。祖国解放の気持ちを共にする、同志であり、友人だったからこその、万ばん感かんの嘆なげきだった。

「バクターヌ公には、バクターヌ公なりの勝算があったのでしょう」

　声に、庭に面した明るいテラスにいた老ブラウスピカは車くるま椅い子すを回し、薄うす暗ぐらい部屋の中にいる、気味の悪いほど容姿の整った若い男へ振り返った。

「……君はこのようなときに帝都におらずとも良いのか。宰さい相しよう」

「俺なんかはただの道どう化けですよ。いてもいなくても。本当に必要なことは陛下とお嬢じようたちで決めちまいますからね」

　そう言って彼は、安い紙巻き煙草たばこを斜はすに咥くわえた。

「何が望みだ」

「何かお役に立てればと」

　そう言って彼は懐ふところから取り出した、毒々しい紫むらさき色いろの紋もん章しよう符ふをブラウスピカ公の机に置いた。

「〝グランドエフェクト〟と言います。非殺傷性の魔ま導どう兵器です」

「必要ない」

「では捨ててください。俺なんかにはもっと必要のないものでしてね」

　トン、と一度叩たたいたその手でライターを取り出し、火を点つける。その火を、煙草に点ける。

「ふぅっ……。それで大公は、これから？」

「処断されぬのであれば、まだバクターヌ公と通じる機会はあるかも知れん」

「……どうでしょうね。さすがに警備は厳重でしょう。あるいは、責任感の強いバクターヌ公のことです。今頃は自じ刃じんめされているやも知れませんが……」

　その言葉に、何かを察したブラウスピカ公は表情を険しくした。

「……貴様……、まさか……」

「いやなに、可能性の話ですよ。可能性の」

　顔立ちのいいこの青年はしかし、笑うとひどく軽けい薄はくな様相を見せた。

「……いいだろう。だがそうまでして君に何の得がある」

　宰相だ。地位はもうこの上もなく、金などいくらでも融ゆう通ずうが利きくだろう。マジスティア王国時代より、ネオシスの側近として付き従ってきた名めい誉よも計り知れない。

　それ以上……いや、それら全てを破は壊かいしてまで、この男に何の得があるのか。そうまでして、何を得たいのか。

　それが老練をしてさえわからない。だからこそ、不気味でしかない。

「楽しいことが好きなんですよ、俺。昔は良かったんですがね。マジスティア王国だった頃は」

「……馬ば鹿かな。戦いくさそのものが望みだとでも言うつもりか」

「まあ、それで納なつ得とく頂けるならそういうことにしといてください。とかく、平和過ぎると退たい屈くつで困ります」

　ドアがノックされ、廊ろう下かから使用人の声が聞こえたのはそのときだった。

「旦だん那な様。お客様がお見えでございます」

　キラが笑う。

「どなたです？」

「君には関係のない話だ」

　確かに、と宰相は軽く肩かたをすくめるのみ。

「じゃあ俺はこの辺でお暇いとまを」

「裏切り者を信用はできん」

　老ブラウスピカは机に車椅子を寄せると、手にした紋章符をキラへと突つき返した。キラは砕くだけた笑えみで肩をすくめ、それを元のように懐へとしまった。

　そして。

「裏切る、っていうつもりでもないんですがね……では、失礼」

　キラは煙草を咥えたまま。ドアではなく、テラスの逆光となっている部屋の片かた隅すみへ向かって歩くと、その影かげに溶とけるように消えた。

　いなくなった。

　どこにも。

　廊下の向こうから、やや賑にぎやかな声が聞こえてくる。

「あーあ……ほんとに来ちゃったけど……」

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですからパリエル様。ほら、まるでお城のようでしょう。とても裕ゆう福ふくですから」

「うう……それは、そうだけど……。もう～、本当に、ただ会うだけだからね……」

　ドアが開き。

　現れたのは、それぞれに業わざ物ものを携たずさえた三人組。一人の男と、二人の少女。

　うち、盾たてを持った銀ぎん髪ぱつの少女が進み出て片かた膝ひざをついた。

「お久しぶりです、ノエバ様」

「……久しぶりだな、クーデリカ。また背が伸のびたようだ」

　彼は孫の成長でも見たように眼めを細め、そうして挨あい拶さつもほどほどに視線を移す。

「……そちらが？」

「はい。パリスティエル様と、我が兄、レイナーです」

　老大公はどこか喜色さえ浮うかべながら、ゆっくりと頷うなずいた。

「そうか。兄に会えたか……」

「はい。ノエバ様」

　まずは話の流れに任せるまま聞いていたパリエルだったが、そんな中、何事にも動じないレイナーが、珍めずらしく何かを気に掛かけているのを見付けた。

「どうかした？」

「……いや。なんでもない」

　どこかで嗅かいだ煙草たばこの匂においだと思った。

　無論、安物の紙巻き煙草など、大陸のどこにでも流通はしている。いっそ、このような高級な場所には似つかわしくないほどに。

　そうして、その香かおりに限っては。

　会うたびいつも同じ煙草を吹ふかしていたある男の姿を、猟りよう剣けんの脳のう裏りに蘇よみがえらせるのだ。







　安定と平和。

　混こん沌とんと騒そう乱らん。

　相反する二つを求める者たちを両輪として、世界は流る転てんし始めようとしていた。







　あとがき




　大変な震しん災さいが起きました。被ひ災さいされた皆みな様さまには心からのお見み舞まいを申し上げます。私は幸い、家族や親しん戚せき、友人にもそのようなことはありませんでしたが、だからこそいつも通り馬ば鹿かなことを書いて、読んでくださった方に少しの間だけでも笑ったり、辛つらいことを忘れてもらえればと思いながら筆を進めている次し第だいです。

　そのくらいしかできませんが、被災地の一日も早い復興をお祈いのりしております。




　ページをたくさんもらえたので時効の話など。

　もうかれこれ一年ほど前、お世話になった初代担当さんが他社へ移られました。

　まあ、それ自体。個人が声こわ高だかに叫さけばれ愛社精神なんて言葉も久しく聞かないこの時代、転職自体はそう珍めずらしいことでもありませんが……その初代担当（仮にＸとします。いいか、仮にだぞ昔からの読者様方）、移った先が当然と言えば当然と申しましょうか、よりによってと申しましょうか、他の出版社のやはりライトノベル部門でございましてですね。

　あるとき電話がかかって参りました。

　気心の知れたかつての戦友同士ということもありますが、オファーだとかそういうのではなく、なんかもう、「いやあ先生も最近売れてきたみたいだけどスニーカーでしか書いてないでしょ？　担当も俺とＷしか知らないでしょう？　他の出版社や担当者と仕事をするのも作家として良い経験になると思うんですけどねえ……へっへっへ」みたいな。セールスの勧かん誘ゆうでももうちょっと節操があるぞ的な速そつ攻こうかつ滑なめらかな本題への移行。「いえ、うち今レイセンとミスマルカで忙いそがしいですし、そういうのほんとに間に合ってますんで……」って言うんだけどまあ聞きやしねえ。

　結局のところヒキコモリが元営業外回りの弁べん舌ぜつに敵かなうはずもなく「とりあえず挨あい拶さつがてらそっち遊びに行くから」みたいな話になりまして。奇くしくもその折、現担当Ｗも打ち合わせに来るようなこと言ってたので、「あ、じゃあＷさんも誘さそって一いつ緒しよに来たらどうですかー」なんて軽く言ってみたところ。





担当Ｗ「いや林さん、Ｘから話は聞きました」

　俺　「あ、そうですか。良かったら久しぶりに三人で一緒に打ち合」

担当Ｗ「よその編集がうちの作家に名めい刺し渡わたしてるところぼけっと横で見てたら編集長にぶん殴なぐられますんで」

　俺　「……。」






　昨日の友は、今日の商売敵がたき（ただの敵よりタチが悪い）。

　現代日本の抱かかえる闇やみ、行き過ぎた資本主義の歪ゆがみは平へい穏おんだったライトノベル市場にさえ様々なレーベルの群ぐん雄ゆう割かつ拠きよと競争の激化を招き、あれほど仲の良かったかつての師し弟てい関係をも容易たやすく引ひき裂さいてしまったのです。そうして二人の編集者は互たがいに顔を合わせることすら忌き避ひするかのように、一週間の合間を空けて別々に会うことになったのでした。もちろん私もそろそろいい大人なので、そうした事情もある程度理解しているつもりです。

　しかし……しかしですね。

　ああクソ面めん倒どうくせえてめえらの会社の都合なんて知るかまとめて一遍に来いよオファーにしても引ひき抜ぬき防止にしても焦しよう点てんの俺が一番面倒くせえっていうか肝かん心じんの俺の不興を買ってどうすんだ!!　そんなどうでもいい一日二日のロスで書くの遅おくれて一番迷めい惑わくかかるの読者さんなんだぞこの野や郎ろうッッッッ!!

　……と、ゲームやネットをしているときにはなぜか決して気付かぬ大切なことに気付かされつつ（翌日には忘れるのですが）、こちらもなんかいっそ頭に来まして、喫きつ茶さ店てんだのファミレスに向かうのも面倒なので自宅まで来させることにしました。

　来ました。

　Ｗ氏は打ち合わせを終えるなり突とつ然ぜん「今からヱヴァの破を買いに行きませんか！」と言い出して担当作家（俺）を混乱の渦うずに陥おとしいれ、私がどうにかなだめすかすも代わりに男二人で秘蔵の『老人Ｚ』を鑑かん賞しようするという状じよう況きように。俺が何をした？

　弟で子しが弟子でそんなアニメ好きなら師し匠しようは師匠で私に劣おとらぬゲーム馬鹿、「林君、エロゲのシナリオやってみない？　大だい丈じよう夫ぶ、分ぶん岐きも入れて一万枚くらいだから」と突とつ如じよ真ま面じ目めな顔で語り出し（あんたのレーベルでは書かなくていいのか？）、帰り際ぎわにはゲームソフトの山を散々漁あさって先述の『老人Ｚ』と『ＭＧＳ　ＰＷ』その他を借りていく始末。

　……。

　いいか。

　い、い、で、す、か？

　あなたたちは、もう、いい歳としした、立派な、誰だれもが知ってる一流企き業ぎようの、社員なのです。

　人の部屋でヒマなのわかるがお前ら会社の領収書切って来てんだろうが中学生が遊びに来てんじゃねえんだからもっと仕事の話とかしろよあああああああああッッッ!!




伝説Ｘ「大丈夫、プロット一行だけでも企き画かく通せるから。お待ちしてますので」

担当Ｗ「林先生の新作なら、喜んでスニーカーから出させてもらいますので」




　黙だまれ!!　もういい!!　お前らのとこで新作出すくらいならＫＴＣかフランス書院に応おう募ぼする!!　錬れん金きん術じゆつ師の女の子がエッチな発明アイテムで色々ひどい目に遭あったり遭わせたり遭わされたりするやつをな!!　落選して挑ちよう戦せんした誇ほこりを胸に生きていくか二次エロ小説界に革命起こすかの二に者しや択たく一いつだ!!　どうだ、貴様らのレーベルでは出せまい！　せいぜいそこで指を咥くわえて見ているのだな！

　ハハッ！　フハハ!!　フーハハハハハハハハハハーッ……!!




　……なんてことがありましてですね。

　よくライトノベルから、文芸やＳＦやミステリーや、そういった方面に活かつ躍やくの場を移される才能ある先生がいらっしゃいますが、私はラノベ以外なら『リヨン伝説フレア』や『魔法少女メルル』みたいな正当派アダルトファンタジーを書きたいので一年くらいお休みください。

　いいよ!!　と言ってくれた方はマブダチ。




　コミック版ミスマルカの四巻が発売されました。カバー下のパリエルが可愛かわいいです！　うちのパリエルがこんなに可愛いはずが……いえ、さすがに他レーベルの作品に乗っかるのはあれですね。はい。すみません。

　でも可愛いです。皆みな様さまもこの機会に一巻から揃そろえられてはいかがでしょうか。

　さてミスマルカのあとがきということで、改めまして浅あさ川かわ先生、コミック版の連れん載さいお疲つかれ様でした。ありがとうございました。ブログサイトのイラストも拝見いたしました。嬉うれしい限りです。しかしながら世の中には「言い出しっぺの法則」というものがあるらしく、浅川先生が薄うすい本を出してくれたらそれで済む話だと思うのですがその件につきましてはどのようにお考えでしょうか？　お考えなのでしょうか？　ご用命頂ければアシスタントの真ま似ねもしますし売り子もしますし言い値で買わせて頂きますので、何なに卒とぞ。何卒一つ。

　編集部とか通さなくていいのでご連れん絡らくお待ちしております。




　イラストレーターのともぞさん、連載のお忙いそがしい中、新キャラに新しいシャルロッテ像へのご協力に、ありがとうございました！　ワガママ言った甲か斐いあって、表紙がドンピシャです！　『時の消失請負人』も楽しみに拝読させて頂いております。私もブリティッシュのような正当派な元気に頑がん張ばるキャラを書けたらなぁ、と思う日々。

　担当Ｗ氏。「林さんにあとがきを多く渡わたすと編集部をなじるクセが……」とのことですが、大丈夫！　今回のあとがきによって、よその編集部にも充じゆう分ぶんな痛打を与あたえられたことと思います！　そういうことですよねっ!!　違ちがったとしても俺は気にしませんし、Ｗ氏も気にしないことです。とかく編集作業からネタの提供まで、ありがとうございます。




　長々と書きましたが、最後に読者の皆々様。

　次巻はなんと、大台の十巻目です（いま気付きました）！

　すごい！　応おう援えん、ありがとうございます！

　とはいえストーリーの都合もありますし、十巻目を飾かざるに相応ふさわしいネタを用意しているわけでもない辺りに構成の甘さが目立ちますが……ま、私にとっての十巻なんて記録は目標ではなく、あくまで通過点ってことですかね～。

　……すみません、プロスポーツ選手みたいに一度言ってみたかったんです。悪気はなかったんです。そんなわけですのでまあ、次もいつも通りの内容だと思うので、いつものように書店で十巻目を見かけたら、それとなく気に掛かけてやって頂けると嬉しいです。

　ではまた次巻、お会いできることを願って！




　二〇一一年　五月


林　トモアキ　　
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